
英
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融
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制
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enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
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二
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一
）

英
国
金
融
法
制
とSenior M
anagem

ent R
egim

e

│
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
交
錯
、
裁
判
例
を
通
じ
た
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
変
容
、

上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
お
よ
び
域
外
適
用

│
藤　
　

川　
　

信　
　

夫

Ⅰ
．
英
国S

enior M
anagem

ent R
egim

e
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

1
．
問
題
意
識
│
非
業
務
執
行
取
締
役
の
機
能
か
ら
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
の
重
視
へ
│

英
国
Ｆ
Ｒ
Ｃ
に
よ
り
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
改
訂
も
重
ね
ら
れ

る
。
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
で
は
二
〇
一
四
年
六
月
改
正
会
社
法
（
二
〇
一
五
年
五
月
施
行
）、
二
〇
一
四
年
二
月
日
本
版
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
に
続
き
、
成
長
戦
略
の
一
環
と
し
て
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
が
策
定
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
六

論　

説

一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
八
二
）

月
一
日
東
証
上
場
規
則
の
内
容
と
し
て
適
用
さ
れ
る
。
英
国
金
融
監
督
に
係
るA
pproved P

ersons R
egim

e

（
Ａ
Ｐ
Ｒ
役
職
員
承
認
制

度
）
に
つ
い
て
別
稿
で
纏
め
た
が
、
二
〇
一
六
年
以
降
導
入
に
向
け
て
銀
行
業
界
の
上
級
管
理
者
向
け
にS

enior M
anagem

ent 

R
egim

e
（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
施
行
が
検
討
さ
れ
、
大
き
な
議
論
を
呼
ん
で
い
る
。
拡
大
適
用
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
に
よ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス

の
実
効
性
確
保
を
企
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
来
は
と
か
く
監
視
機
能
に
係
る
非
業
務
執
行
（
社
外
）
取
締
役
の
独
立
性
、
多
様
性
や
役

割
な
ど
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
焦
点
が
あ
っ
た
が
、
企
業
価
値
創
造
を
実
際
に
担
い
運
営
す
る
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
に
考
察
対
象

を
拡
大
す
る
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
本
稿
は
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
焦
点
を
絞
り
金
融
機
関
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
と
域
外
適
用

（extraterritorial application
）
等
の
研
究
を
進
め
る
。
英
国
Ａ
Ｐ
Ｒ
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
つ
い
て
最
新
の
政
策
動
向
を
踏
ま
え
た
先
行
研
究
は
見

当
た
ら
な
い
。
直
近
の
協
議
文
書
（consultation

）
等
を
基
礎
資
料
と
し
、
日
本
版
コ
ー
ド
の
接
点
も
踏
ま
え
て
包
括
的
考
察
を
深
め
、

独
自
性
と
意
義
が
存
在
す
る
と
信
じ
る
。
国
際
金
融
法
制
の
大
き
な
枠
組
み
の
下
で
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
係
る
包
括
・
統
一
的
な
俯
瞰
を
試
み

た
い
。

2
．A

pproved P
ersons R

egim
e

とS
enior M

anagem
ent R

egim
e

へ
の
転
換

A
pproved P

ersons R
egim

e

は
、
金
融
危
機
後
の
二
〇
〇
九
年
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
（W

alker R
eview

）
に
基
づ
き
、
英
国
金
融

サ
ー
ビ
ス
法
（F

inancial S
ervices &

 M
arket A

ct 2000 F
S
M

A
2000

）
のsection59

が
根
拠
と
な
り
、F

C
A
/P

R
A
 H

andbook

に
詳
細

に
規
定
さ
れ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
お
い
て
、A

pproved P
ersons R

egim
e

（
Ａ
Ｐ
Ｒ
）
に
つ
き
、
当
該
個
人
がA

pproved 

P
ersons

と
し
て
保
有
す
る
二
つ
の
制
御
さ
れ
る
機
能
（controlled functions

）
が
示
さ
れ
る
。
①
重
要
な
影
響
を
与
え
る
機
能

（signifi cant-infl uence function

）、
②
顧
客
取
扱
い
機
能
（custom

er-dealing function

）
で
あ
り
、
①
は
権
限
を
与
え
ら
れ
た
企
業
内
の
事

務
に
関
し
特
定
個
人
が
重
要
な
影
響
力
を
発
揮
で
き
る
機
能
、
②
は
銀
行
顧
客
あ
る
い
は
顧
客
資
産
に
つ
い
て
、
継
続
的
に
規
制
さ
れ
た

二



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
八
三
）

活
動
を
特
定
個
人
が
遂
行
す
る
上
で
包
含
さ
れ
る
機
能
で
あ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
登
録
事
項
に
つ
い
てsection347

、
禁
止
さ
れ
た
行
動
に
関

し
てsection56

に
規
定
さ
れ
る
。
ウ
ォ
ー
カ
ー
報
告
書
は
協
議
文
書
こ
そ
発
出
さ
れ
た
が
法
的
強
制
力
は
な
く
、
行
為
規
制
に
よ
り

Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
業
務
執
行
責
任
者
）、C

haim
an

な
どkey person

は
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
個
別
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た
（A

pproved 

P
ersons

）。
形
式
面
で
な
く
個
人
的
資
質
な
ど
実
質
的
な
内
容
を
求
め
ら
れ
る
。

Ａ
Ｐ
Ｒ
に
関
し
て
、
本
邦
の
大
手
金
融
機
関
の
英
国
現
地
法
人
を
含
む
行
政
審
決
事
例
が
既
に
生
じ
て
い
る
。
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
に
関
す
る
第
二
の
防
衛
線
と
し
て
、
リ
ス
ク
許
容
度
に
つ
い
て
はM

itsui S
um

itom
o Insurance C

om
pany

（E
urope

）（8 M
ay 

2012

）
事
件
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
金
融
犯
罪
に
つ
い
て
はS

tandard B
ank

（22 January 2014

）
事
件
が
注
目
さ
れ
る
。
民
事
制
裁

金
の
課
徴
、
我
が
国
独
特
の
論
功
行
賞
的
な
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
否
定
、
経
営
判
断
原
則
で
本
来
は
免
責
さ
れ
る
領
域
で
あ
る
経
営

戦
略
面
で
の
齟
齬
を
追
求
し
た
側
面
等
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
つ
つ
あ
る

（
1
）

。
Ａ
Ｐ
Ｒ
は
二
〇
一
五
年
以
降
英
国
銀
行
業
界
を
対
象
に

S
enior M

anagem
ent R

egim
e

（
Ｓ
Ｍ
Ｒ
）
の
転
換
が
図
ら
れ
る
予
定
で
、
非
業
務
執
行
取
締
役
（N

on E
xecutive D

irector N
E
D

）
の

み
な
ら
ず
上
級
管
理
者
機
能
（S
enior M

anagem
ent F

unctions S
M

F
s

）
の
役
割
等
と
合
わ
せ
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
一
般
法
と

し
て
の
英
国
会
社
法
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
Ｃ
Ｇ
Ｃ
）
と
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
（
Ｓ
Ｗ
Ｃ
）
に
加
え
、

コ
ー
ド
規
律
の
内
容
と
し
て
銀
行
の
み
な
ら
ず
保
険
業
界
（S

olvency Ⅱ
 fi rm

s

）
な
ど
金
融
機
関
を
対
象
に
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
規
制
が
及
ぶ
こ
と

に
な
る

（
2
）

。

3
．S
enior M

anagem
ent R

egim
e

の
提
示
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ

二
〇
一
六
年
導
入
の
準
備
が
進
め
ら
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
関
し
て
、
現
在A

pproved P
ersons

と
し
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
管
理
下
に
あ

る
銀
行
員
は
全
体
の
一
〇
％
程
度
で
あ
る
が
、
新
制
度
で
は
裾
野
を
更
に
広
げ
て
直
接
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
管
理
で
き
る
人
員
数
を
増
や

三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
八
四
）

す
こ
と
が
趣
旨
と
な
っ
て
い
る
（
二
〇
一
六
年
三
月
七
日
施
行
予
定
）。
二
〇
一
二
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
英
国
金
融
監
督
体
制
の
改
革

が
図
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
四
月
Ｆ
Ｓ
Ａ
（
金
融
サ
ー
ビ
ス
機
構 F

inancial S
ervices A

uthority

）
を
解
体
し
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
（F

inancial C
onduct 

A
uthority

）
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
（P

rudencial R
egulation A

uthiority

）
に
分
割
し
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
個
別
会
社
の
監
視
・
監
督
を
担
当
す
る
健
全
性

（
プ
ル
ー
デ
ン
ス
）
監
督
機
構
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
消
費
者
保
護
お
よ
び
上
場
規
則
や
投
資
家
等
市
場
参
加
者
の
行
為
規
制
を
担
当
す
る
金
融
行
動

監
督
機
構
と
し
て
機
能
す
る
（
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
体
制

（
3
）

）。
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
銀
行
（
Ｂ
Ｏ
Ｅ
）
の
傘
下
に
置
か
れ
る
。

4
．
英
国
議
会
銀
行
委
員
会
の
最
終
報
告
書
の
主
旨
と
論
点

二
〇
一
三
年
七
月
英
国
議
会
の
銀
行
基
準
に
関
す
る
委
員
会
（T

he P
arliam

entary C
om

m
ission on B

anking S
tandards P

C
B
S

）
の
最

終
報
告
書
（C

hanging banking for good

）
の
提
言
（recom

m
endations

）
を
基
に
議
会
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。
銀
行
委
員
会
は

二
〇
一
二
年
金
利
操
作
不
正
に
よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
事
件
（the L

IB
O
R
 scandal

）
を
契
機
と
し
、
英
国
金
融
セ
ク
タ
ー
に
お
け
る
専
門
的

な
標
準
・
企
業
倫
理
の
調
査
を
行
い
、
立
法
面
な
ど
の
提
案
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
二
〇
一
二
年
七
月
設
立
さ
れ
た

（
4
）

。
報
告
書
は
個
人
責

任
の
欠
如
、
長
期
利
益
と
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
定
の
誤
り
等
を
指
摘
し
、
銀
行
業
全
体
に
お
け
る
基
準
の
改
善
を
要
求
す
る
急
進
的
な
改

革
（the radical reform

）
と
い
え
る
。
銀
行
委
員
会
議
長
で
あ
るA

ndrew
 T

yrie

議
員
の
コ
メ
ン
ト
の
趣
旨
は
以
下
の
通
り
で
、
銀
行

業
務
に
関
連
し
た
不
正
に
対
す
る
危
機
感
の
大
き
さ
を
示
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｏ
Ｒ
レ
ー
ト
の
不
正
操
作
の
問
題
は
広
範
囲
で
納
税
者
、
顧
客
の
損
失
は
大
き
く
、
就
中
銀
行
の
信
用
は
失
墜
し
て
い
る
。
信

用
を
回
復
す
る
単
一
の
解
決
策
は
存
在
し
な
い
。
個
人
責
任
の
欠
如
は
銀
行
業
界
全
体
を
通
じ
て
み
ら
れ
る
現
象
でS

enior 

M
anagem

ent

の
数
の
多
さ
、
集
団
的
意
思
決
定
（groupthink

）
の
ス
キ
ー
ム
は
個
人
責
任
追
及
を
避
け
る
フ
ァ
イ
ア
ウ
ォ
ー
ル
の
役
割

を
果
た
し
た
。
銀
行
業
務
の
リ
ス
ク
と
報
酬
の
関
係
に
お
い
て
標
準
設
定
に
関
わ
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
機
能
し
な
い
ま
ま
誤
っ
た
形
で

四



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
八
五
）

常
態
化
し
、
業
務
の
ミ
ス
も
な
く
多
く
の
下
級
ス
タ
ッ
フ
はS

enior M
anegem

ent

が
引
き
起
こ
す
行
動
に
よ
り
非
難
さ
れ
て
き
た
。

こ
う
し
た
こ
と
に
終
止
符
を
打
つ
必
要
が
あ
る
。
成
功
の
報
酬
は
銀
行
と
顧
客
の
た
め
に
長
期
利
益
（long-term

 benefi ts

）
を
生
み
出
す

こ
と
に
集
中
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
個
人
、
特
にS

enior M
anegem

ent

の
役
割
に
関
す
る
標
準
に
欠
陥
が
あ
り
、
明
確
な
責

任
の
ラ
イ
ン
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
可
能
な
制
裁
が
必
要
な
と
こ
ろ
、
共
に
こ
れ
ま
で
不
足
し
て
い
た
。
変
革
が
必
要
な
の
は
銀
行
家
側
で
な

く
、
規
制
機
関
・
政
府
共
に
基
準
の
低
下
に
対
す
る
一
因
で
あ
っ
た
。
政
府
は
改
革
実
行
に
取
り
組
み
、
監
督
機
関
は
厳
格
に
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
を
図
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
規
制
の
増
加
で
は
な
く
、
よ
り
よ
い
規
制
・
機
能
が
求
め
ら
れ
、
銀
行
業
界
の
競
争
力
向
上
に

と
り
か
か
る
必
要
が
あ
る
。
高
い
基
準
作
り
に
よ
り
英
国
は
世
界
的
な
金
融
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
う
こ
と
と
な
る
が
、
各
国
間
の
協
力

に
よ
っ
て
改
革
の
進
展
が
遅
れ
て
は
な
ら
な
い
。
英
国
に
と
っ
て
適
切
な
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
銀
行
業
務
に
お
け
る
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
設
定
の
誤
り
が
問
題
の
根
源
で
あ
り
、
最
終
報
告
は
一
連
の
基
準
策
定
を
提
示
す
る
。
主
要
領
域
に
か
か
る
提
案
は
、

S
enior B

ankers

の
個
人
責
任
の
追
及
を
可
能
と
す
る
こ
と
、
銀
行
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
、
機
能
的
で
多
様
な
市
場
の
創
設
、
規
制
機

関
が
業
務
を
果
た
す
上
で
の
権
限
の
強
化
な
ど
で
あ
る
。

私
見
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
行
き
過
ぎ
た
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
是
正
に
一
義
的
な
主
眼
は
あ
る
が
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
設
定
の
誤
り
の
修

正
、
銀
行
と
顧
客
の
長
期
利
益
追
及
、
競
争
力
向
上
と
高
い
基
準
作
り
に
よ
り
金
融
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
担
う
こ
と
、
英
国
独
自
の
改
革

の
進
展
等
、
中
長
期
的
な
競
争
政
策
の
視
点
に
立
つ
こ
と
が
窺
え
る
。
二
〇
一
〇
年
Ｃ
Ｇ
Ｃ
か
ら
分
離
し
た
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
意
義
付
け
と
も
平

仄
が
合
う
内
容
で
あ
る
。
濃
淡
や
時
系
列
の
差
こ
そ
あ
れ
、
日
本
版
コ
ー
ド
と
共
通
の
問
題
意
識
を
担
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

5
．S
enior M

anagem
ent R

egim
e

と
二
〇
一
四
年
一
〇
月
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
第
七
報
告
書

（
1
）　Senior M

anagem
ent R

egim
e

の
導
入
と
主
旨　

Ａ
Ｐ
Ｒ
は
実
効
性
確
保
な
ど
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
、
企
業
価
値
創
造
を

五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
八
六
）

実
際
に
担
うS

enior M
anagem

ent

層
へ
の
対
象
拡
大
と
登
録
制
度
導
入
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化
を
骨
子
と
す
る
新
制
度
に
変

容
が
予
定
さ
れ
る
。
取
締
役
会
等
集
団
的
意
思
決
定
に
お
い
て
個
人
責
任
が
免
責
さ
れ
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と
に
鑑
み
、
個
人
の
説
明
責
任
、

更
に
経
営
破
綻
を
引
き
起
こ
し
か
ね
な
い
判
断
ミ
ス
を
不
正
と
し
て
扱
い
責
任
追
求
を
図
る
こ
と
に
主
旨
が
あ
る
。
経
営
面
の
積
極
的
妥

当
性
と
消
極
的
妥
当
性
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
と
著
し
い
不
正
な
ど
境
界
領
域
の
議
論
と
も
な
る
。

（
2
）　Senior M

anagem
ent R

egim
e

の
概
要
│
三
つ
の
柱
と
二
層
制
│　

英
国
議
会
（P

arliam
ent

）
の
委
任
を
受
け
、
Ｆ
Ｃ
Ａ

と
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
銀
行
に
お
け
る
個
人
責
任
を
規
律
す
る
体
制
作
り
を
行
っ
て
い
る

（
5
）

。
説
明
責
任
の
基
準
を
高
め
、
銀
行
、
住
宅
金
融
共
済
組

合
、
信
用
組
合
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
指
定
投
資
会
社
の
規
制
強
化
の
た
め
協
議
文
書
（the Joint P

aper

）「
銀
行
の
説
明
責
任
の
強
化
：
銀
行
の
役

職
員
個
人
に
関
す
る
規
制
の
枠
組
み
」（
二
〇
一
四
年
七
月
三
〇
日

（
6
）

）
を
公
開
し
た
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
、
①
取
締
役
と
他
の
上
級
経
営
陣
の
た

め
のS

enior M
anagers` R

egim
e

、
②
下
級
従
業
員
の
た
め
の
認
定
制
度
（C

ertifi cation R
egim

e

）
の
二
層
制
（tw

o-tier system

）、
③

R
eform

ing the R
egister

（
登
録
制
度
の
変
更
）
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
提
言
し
て
お
り
、
こ
れ
に
伴
い
個
人
の
行
動
を
管
理

す
る
Ｆ
Ｃ
Ａ
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
か
ら
新
し
い
行
動
規
則
（new

 conduct rules

）
が
発
出
さ
れ
る
。
現
状
の
Ａ
Ｐ
Ｒ
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の
原
則
と

コ
ー
ド
（statem

ents of principle and code of practice
）
に
置
き
換
わ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
下
で
は
個
人
の
責
任
追
及
の
範
囲
が
狭
く
、
効
果

的
な
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
も
十
分
な
し
え
な
い
こ
と
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
に
述
べ
ら
れ
、
二
〇
一
三
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
（
銀
行
改
革
）
法
（the 

F
inancial S

ervices

（B
anking R

eform

）A
ct 2013

）
に
お
い
て
新
体
制
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
包
摂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
上

級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
を
実
行
す
る
個
人
に
適
用
さ
れ
、
金
融
機
関
の
規
制
活
動
に
関
連
し
、
深
刻
な
結
果
を
も
た
ら
し
か
ね
な

い
リ
ス
ク
を
内
包
し
た
業
務
の
管
理
責
任
が
あ
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。

（
3
）Senior M

anagem
ent R

egim
e

の
要
諦
と
二
〇
一
四
年
一
〇
月
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
第
七
報
告
書　

更
に
二
〇
一
四
年
一
〇
月
議
会
委

六



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
八
七
）

員
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
）
の
第
七
報
告
書
（T

reasury-S
eventh R

eport

）
に
お
い
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
機
能
・
責
任
等
に
つ
い
て
詳
細
に

述
べ
ら
れ
て
い
る

（
7
）

。
Ａ
Ｐ
Ｒ
は
規
制
当
局
が
銀
行
経
営
を
担
う
経
営
層
の
個
人
責
任
追
及
を
図
る
こ
と
が
可
能
な
は
ず
の
制
度
で
あ
っ
た

が
、
実
際
に
は
複
雑
か
つ
困
惑
さ
せ
る
秩
序
に
欠
け
た
も
の
で
あ
り
（com

plex and confused m
ess

）、
必
要
な
機
能
を
発
揮
す
る
べ
き
基

準
と
し
て
は
、
個
人
の
行
う
経
営
面
の
執
行
が
実
効
を
挙
げ
な
か
っ
た
（poor behavior

）
場
合
に
制
裁
を
課
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し
て

は
適
用
範
囲
が
あ
ま
り
に
狭
く
、
規
制
当
局
の
強
制
措
置
を
と
る
能
力
も
制
限
さ
れ
、
個
人
の
責
任
も
定
義
付
け
が
十
分
に
な
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
。

S
enior M

anagers` R
egim

e
は
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
内
で
重
要
な
影
響
を
与
え
る
機
能
の
要
素
に
代
替
し
、
次
にC

ertifi cation R
egim

e

で
は
、
よ
り
広
範
な
ス
タ
ッ
フ
が
銀
行
基
準
の
ル
ー
ル
（B

anking S
tandard R

ules

）
に
対
し
て
契
約
上
の
義
務
を
負
う
（contractually 

obliged

）
が
、
カ
バ
ー
さ
れ
る
対
象
、
義
務
が
不
明
確
す
ぎ
る
（too vague

）
こ
と
が
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
メ
ン
バ
ー
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
8
）

。
エ

ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
面
で
は
強
力
な
制
裁
に
よ
り
銀
行
に
お
け
る
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
修
正
を
図
り
、
①
新
し
い
刑

事
罰
規
定
（a new

 crim
inal off ence

）（
禁
固
・
罰
金
）、
②
民
事
制
裁
に
お
け
る
証
明
責
任
の
転
換
（R

eversal of the burden of proof in 

cases of civil m
isconduct

）
を
内
容
と
す
る
。
①
は
銀
行
経
営
に
お
け
る
無
謀
な
判
断
ミ
ス
（reckless m

isconduct

）
に
対
し
て
適
用
さ

れ
る
。
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
は
、
例
と
し
て
銀
行
経
営
の
破
綻
に
よ
っ
て
納
税
者
の
膨
大
な
コ
ス
ト
を
投
入
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
、
金
融
シ
ス

テ
ム
に
継
続
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
、
顧
客
に
重
大
な
害
を
与
え
る
場
合
を
挙
げ
て
い
る
。
②
は
広
範
な
個
人
責
任
の
追
及
が
Ｆ
Ｃ
Ａ
、

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
プ
ロ
セ
ス
に
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
と
な
る
。

（
イ
）　

S
enior M

anagers` R
egim

e　

第
一
に
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
う
ちS

enior M
anagers` R

egim
e

に
つ
い
て
、
協
議
文
書
に
よ
れ
ば
そ

の
行
動
と
決
定
が
金
融
セ
ク
タ
ー
と
顧
客
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
上
級
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（S

enior M
anagers

）
を
対
象
と
す
る
。
銀
行

七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
八
八
）

の
取
締
役
会
、E

xecutive C
om

m
ittee

メ
ン
バ
ー
お
よ
び
同
等
の
者
、
特
定
の
基
準
（certain criteria

）
を
満
た
す
重
要
な
事
業
の
長
、

銀
行
内
の
重
要
な
ビ
ジ
ネ
ス
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ま
た
は
行
動
に
焦
点
を
置
い
た
機
能
に
対
し
て
責
任
を
有
す
る
個
人
、
銀
行
の
意
思
決
定

に
重
要
な
影
響
力
を
及
ぼ
す
グ
ル
ー
プ
あ
る
い
は
親
会
社
よ
り
雇
用
さ
れ
る
個
人
を
含
む
。

（
ロ
）　

C
ertifi cation R

egim
e

（
Ｃ
Ｒ
）　

第
二
に
、
協
議
文
書
で
は
認
定
制
度
（C

ertifi cation R
egim

e C
R

）
が
創
設
さ
れ
る
。

S
enior M

anagers` R
egim

e

の
規
律
に
は
服
さ
な
い
が
、
規
制
活
動
に
関
連
す
る
認
定
機
能
（C

ertifi cation F
unctions

）
を
担
い
、
銀

行
・
顧
客
に
重
要
な
危
害
（signifi cant harm

）
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
あ
る
従
業
員
に
適
用
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
は
重
大
な
リ
ス
ク
を

引
き
受
け
る
者
（m

aterial risk takers

）
に
適
用
さ
れ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
で
は
顧
客
に
直
面
す
る
役
割
、S

enior M
anagers` R

egim
e

で
カ
バ
ー

さ
れ
な
い
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
提
示
者
等
の
役
割
を
担
う
者
、
認
定
を
求
め
ら
れ
る
従
業
員
（certifi ed persons

）
を
監
督
す
る
個
人
が
全
て

該
当
す
る
。S

enior M
anagers

は
関
連
す
る
下
級
従
業
員
の
認
定
と
評
価
（the assessm

ent and certifi cation

）
の
責
任
を
担
い
、
毎
年

適
合
性
と
適
切
性
（their fi tness and propriety （

9
）

）
を
評
価
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
。
銀
行
に
お
い
て
重
要
な
デ
ュ
ー
・
デ
リ
ジ
ェ
ン

ス
を
行
う
べ
き
プ
ロ
セ
ス
と
な
る
。（
イ
）、（
ロ
）
を
含
む
広
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
対
象
は
Ａ
Ｐ
Ｒ
よ
り
も
拡
大
す
る
が
、（
イ
）
の
狭
義
の

S
enior M

anagers` R
egim

e

自
体
の
対
象
は
Ａ
Ｐ
Ｒ
よ
り
狭
い
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
対
象
か
らS

enior M
anagers` R

egim
e

の
対
象
を
差
し

引
き
、
重
要
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
行
う
下
級
従
業
員
（M

aterial risk takers w
ho are not S

enior M
anagers

）
を
加
え
た
も
の
が
Ｃ
Ｒ
の

対
象
と
な
る

（
10
）

。

6
．
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
と
海
外
銀
行
の
英
国
支
店
に
係
る
域
外
適
用
の
懸
念

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
（enforcem

ent

）
に
関
し
て
、
規
則
違
反
が
生
じ
た
領
域
に
関
し
て
責
任
を
有
す
るS

enior M
anagers

は
、

民
事
責
任
に
お
け
る
証
明
責
任
の
転
換
に
よ
り
、
違
反
防
止
に
向
け
合
理
的
な
措
置
を
と
っ
た
こ
と
に
つ
き
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
対
す
る

八



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
八
九
）

説
明
責
任
を
負
担
す
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
よ
り
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
ス
キ
ー
ム
以
上
に
幅
広
い
範
囲
の
銀
行
の
従
業
員
に
対
し
処
分
を
科
す
こ

と
が
で
き
、
国
内
外
の
い
か
な
る
場
所
で
も
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
責
任
追
及
が
可
能
と
な
る
。
更
に
英
国
法
人
の
銀
行
、
住
宅
金
融
共
済

組
合
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
指
定
投
資
会
社
に
勤
務
す
るS

enior M
anagers

は
、
金
融
機
関
を
破
綻
に
追
い
込
む
原
因
に
な
っ
た
戦
略
面
の
決
定
に

関
し
て
、
潜
在
的
な
刑
事
責
任
追
及
に
も
晒
さ
れ
る
。
現
時
点
で
、
財
務
省
は
海
外
銀
行
の
英
国
支
店
のS

enior M
anagers

に
は
か
か

る
処
罰
規
定
を
適
用
し
な
い
旨
を
定
め
て
い
る
。
該
当
行
為
の
域
外
的
な
適
用
は
な
さ
れ
て
も
、
現
地
法
人
のS

enior M
anagers

に
は

刑
事
責
任
追
求
は
さ
れ
な
い
と
現
状
で
は
理
解
さ
れ
る
が
、
課
徴
金
な
ど
民
事
責
任
は
追
及
さ
れ
る
も
の
と
思
料
さ
れ
、
規
制
動
向
に
は

未
確
定
な
要
素
が
あ
る
。
①
二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
協
議
文
書
（F

C
A
15/10, P

R
A
9/15

）
で
は
、
行
為
規
制
を
担
う
Ｆ
Ｃ
Ａ
は

Ｅ
Ｅ
Ａ
（
欧
州
経
済
圏 E

uropean E
conom

ic A
rea

）
域
外
金
融
機
関
の
在
英
支
店
に
係
る
認
定
制
度
（
Ｃ
Ｒ
）
を
提
案
す
る
。
業
務
ラ
イ

ン
（O

verseas B
ranch S

enior M
anager O

B
S
M

 S
M

F
20

）、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（M

oney L
aundering R

eporting O
ffi  cer M

L
R
O
 

S
M

F
17

）、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
（C
om

pliance O
versight S

M
F
16

）
の
各
担
当
を
必
須
機
能
と
す
る
。
英
国
の
監
督
方
針
で
は
以
前
か
ら

大
規
模
支
店
を
準
子
会
社
と
み
な
し
、
支
店
内
の
業
務
管
理
に
完
全
な
責
任
を
負
う
こ
と
を
要
求
し
て
お
り
、
在
英
支
店
内
の
全
管
理
職

を
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
と
し
て
登
録
す
る
必
要
は
な
い
こ
と
、
外
銀
子
会
社
・
支
店
が
現
地
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
り
適
切
に
統
治
さ
れ
て
い
る
場
合

は
法
域
を
超
え
た
親
会
社
個
人
に
対
す
る
規
制
適
用
（
域
外
適
用
）
は
必
要
最
低
限
に
抑
え
ら
れ
る
べ
き
旨
を
全
銀
協
が
要
望
し
て
い
る

（
二
〇
一
五
年
五
月

（
11
）

）。
②
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
支
店
に
対
す
る
適
用
の
拡
張
と
し
て
、
新
た
なnon-E

E
A

支
店
で
は
全
体
を
統
括
す
る

海
外
支
店
の
長
（H

ead of O
verseas B

ranch

）
は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
近
似
し
た
（akin to

）
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
担
い
手
（S

M
F
19

）
と
し
て
個
別
承
認
を

必
須
と
す
る

（
12
）

。
こ
の
他
、C

hief F
inance function

（S
M

F
2

）、C
hief R

isk function

（S
M

F
4

）、
内
部
監
査
部
門
長
（H

ead of 

Internal A
udit S

M
F
5

）、
グ
ル
ー
プ
企
業
のS

enior M
anager

（G
roup E

ntity S
enior M

anager S
M

F
7

）
も
任
意
の
重
要
な
機
能
と
し

九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
九
〇
）

て
承
認
を
求
め
ら
れ
る
。
内
部
監
査
部
門
長
に
つ
い
て
は
、
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
が
第
三
の
防
衛
線
（three line of defence

）
で
あ
る
金
融

機
関
自
身
が
行
う
内
部
監
査
の
重
視
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
こ
と
の
証
左
と
も
な
ろ
う
。
グ
ル
ー
プ
企
業
のS

enior M
anager

は
、
英
国

の
金
融
規
制
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
あ
る
い
は
行
動
に
つ
い
て
直
接
の
決
定
を
行
っ
て
い
る
場
合
に
は
承
認
を
求
め
ら
れ
る
（
欧
州
、

中
近
東
お
よ
び
ア
フ
リ
カ
担
当
長
な
ど
）。
最
終
規
則
は
二
〇
一
五
年
発
刊
、
二
〇
一
六
年
第
一
四
半
期
発
効
予
定
で
あ
る
。

Ⅱ 

．
二
〇
一
二
年
Ｕ
Ｂ
Ｓ
事
件
（John P
ottage v. F

S
A

）
な
ど
関
連
事
例
を
通
し
たS

enior M
anagem

ent 

R
egim

e
改
正
の
意
義
・
目
的
の
考
察
│
間
接
統
治
的
規
制
へ
の
転
換
│

1
．
規
制
強
化
とS

enior M
anagem

ent

の
責
任
追
及
、
規
制
コ
ス
ト
増
加
と
我
が
国
の
敷
衍

英
国
Ｆ
Ｓ
Ａ
か
ら
、
金
融
業
界
に
お
け
るS

enior M
anagem

ent

な
ど
経
営
陣
の
個
人
責
任
の
追
求
と
透
明
性
の
規
律
付
け
に
つ
い

て
制
裁
金
が
課
さ
れ
た
四
六
事
例
が
示
さ
れ
る

（
13
）

。
制
裁
金
の
平
均
金
額
は
一
〇
万
ポ
ン
ド
で
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
、
リ
テ
ー
ル
、
利
益
の
衝

突
（C

onfl icts of Interest

）、
開
示
面
の
不
正
（F

ailure to D
isclose to the R

egulator

）、
上
場
規
則
違
反
な
ど
を
内
容
と
す
る
。
ホ
ー
ル

セ
ー
ル
と
リ
テ
ー
ル
業
務
間
で
銀
行
が
顧
客
に
負
う
責
任
に
関
す
る
利
益
の
衝
突
に
つ
い
て
協
議
文
書
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
ガ
イ
ダ
ン
ス

（
14
）

が
発
出
さ

れ
、
開
示
義
務
に
関
す
る
訴
訟

（
15
）

が
相
次
い
で
提
起
さ
れ
て
い
る
。
二
〇
一
三
年
罰
金
（F

ine

）
総
額
は
二
〇
一
二
年
に
比
し
て
一
五
〇
％

と
増
大
し
、
規
制
コ
ス
ト
が
か
か
り
Ｆ
Ｃ
Ａ
財
政
を
圧
迫
す
る
状
況
と
な
っ
た
。（
ⅰ
）
規
制
に
係
る
コ
ス
ト
面
の
課
題
の
解
決
も
今
回

改
正
の
重
要
事
項
で
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
も
規
制
と
し
て
一
定
の
成
果
を
上
げ
、
そ
れ
な
り
の
成
功
を
収
め
た
と
い
え
る
が
、

財
政
面
か
ら
は
莫
大
な
コ
ス
ト
が
か
か
り
、
失
敗
だ
っ
た
と
評
さ
れ
る
。（
ⅱ
）
企
業
の
中
核
で
あ
るS

enior M
anagers

等
を
規
制
・

統
制
す
る
こ
と
で
本
質
的
に
ス
タ
ン
ス
や
企
業
文
化
・
慣
習
を
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
予
期
す
る
方
向
に
変
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
思
惑
が

一
〇



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
九
一
）

見
受
け
ら
れ
る
。
社
内
に
お
い
て
本
質
的
に
優
秀
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
行
う
企
業
文
化
が
育
て
ば
、
規
制
当
局
の
手
間
、
コ
ス
ト
は
減
少
す

る
。
③
全
体
と
し
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
移
行
は
、
従
来
の
よ
う
な
外
部
か
ら
機
関
（
企
業
）
に
規
制
を
か
け
る
の
で
は
な
く
、
個
人
で
あ
るS

enior 

M
anagers

等
を
規
制
す
る
こ
と
で
内
部
か
ら
企
業
を
Ｆ
Ｃ
Ａ
仕
様
に
変
え
て
い
く
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
一
種
の
間

接
統
治
的
規
制
と
い
え
よ
う
。

私
見
で
あ
る
が
、
企
業
の
統
制
環
境
（control environm
ent

）
を
整
備
し
て
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（E

nterprise R
isk 

M
anagem

ent E
R
M

）
体
制
構
築
を
促
し
、
実
効
性
向
上
を
図
る
こ
と
が
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
み
な
ら
ず
、
事
前
防
止
の
観
点
か
ら
も

合
理
性
が
あ
る
こ
と
は
い
う
を
待
た
な
い
。
我
が
国
も
金
融
監
査
な
ど
規
制
コ
ス
ト
の
問
題
は
存
在
し
、
不
良
債
権
の
検
査
は
と
も
か
く
、

金
融
庁
に
日
常
監
査
権
限
ま
で
も
一
元
化
す
る
に
は
人
員
不
足
と
み
ら
れ
、
日
銀
が
資
金
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
か
か
る
機
能
の
一
部

を
担
っ
て
い
る
面
が
強
い
。
現
状
の
日
銀
で
は
金
融
庁
同
等
の
監
督
権
限
を
全
面
的
に
担
う
に
は
無
理
も
あ
る
。
我
が
国
も
Ｓ
Ｍ
Ｒ
制
度

を
検
討
す
る
素
地
は
あ
ろ
う
。

2
．John Pottage v. FSA

事
件
の
考
察
│
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ス
ク
に
お
け
るSenior M

anagem
ent 

の
役
割
の
拡
大
と
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
対
応
│

（
1
）John Pottage v. FSA

事
件
の
概
要
と
意
義　

Ａ
Ｐ
Ｒ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
制
度
転
換
を
図
る
契
機
と
な
っ
た
二
〇
一
二
年
Ｕ
Ｂ
Ｓ

事
件
（John P

ottage v. F
S
A

（F
S
/2010/0033 （

16
）

））
を
考
察
す
る

（
17
）

。
検
討
対
象
で
あ
るA

pproved P
ersons

、S
enior M

anagers

な
ど

銀
行
経
営
に
重
要
な
影
響
を
与
え
る
経
営
層
の
機
能
は
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
は
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
（S

ignifi cant Infl uence F
unctions （

18
）

）
と
称
さ
れ

て
い
る
。

John P
ottage

は
二
〇
〇
六
年
当
時
ス
イ
ス
に
本
拠
を
置
く
世
界
最
大
規
模
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
バ
ン
ク
Ｕ
Ｂ
Ｓ
の
英
国
に
お
け
る

富
裕
層
ビ
ジ
ネ
ス
部
門
の
前
最
高
業
務
執
行
責
任
者
（the form

er chief executive
）
で
あ
り
、S

enior M
anagem

ent

に
該
当
す
る
。
サ

一
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
九
二
）

ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危
機
に
絡
みJohn P

ottage

は
Ｕ
Ｂ
Ｓ
に
多
額
の
損
失
を
も
た
ら
し
、
自
己
の
担
当
チ
ー
ム
の
管
理
責
任
の
不
十
分

さ
を
追
求
さ
れ
た
案
件
で
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
改
正
前
の
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
規
制
を
か
け
個
人
の
責
任
を
追
及
、
罰
金
（
一
〇
万
ポ
ン
ド
、
一
六
万

一
〇
〇
〇
ド
ル
）
を
徴
収
せ
ん
と
し
た
が
、
審
判
所
判
断
に
よ
り
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
敗
訴
し
た

（
19
）

。

私
見
で
あ
る
が
、
訴
訟
後
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
判
決
に
従
う
旨
を
公
表
し
、
現
行
の
Ａ
Ｐ
Ｒ
で
か
か
る
個
人
の
責
任
追
及
を
行
う
こ
と
は
事
実

上
不
可
能
と
な
っ
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
個
人
を
確
実
に
責
任
追
及
の
対
象
と
し
得
る
よ
う
に
改
正
し
た
も
の
と
い
え
る
。
個
人
の
責
任
追
及
が

甘
い
場
合
、
企
業
に
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
課
そ
う
と
も
現
場
の
社
員
に
大
き
な
苦
痛
は
な
く
、
規
制
の
形
骸
化
が
進
ん
で
骨
抜
き
と
な
り
、

結
果
と
し
て
事
件
の
再
発
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
本
件
は
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
初
め
て
個
人
に
責
任
追
及
を
し
た
訴
訟
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
機
関
・
企
業
に
対
す
る
規
制
を
も
っ
て
あ
る
程
度
成
功
し
て
い
た
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
お
い
て
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
か
ら
み
れ
ば
挑
戦
的
なnew

 

stage

で
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
結
果
的
に
審
判
所
判
断
が
出
さ
れ
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
個
人
に
対
す
る
責
任
追
及
は
認
め
ら
れ
ず
、
い
き

な
り
頓
挫
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
か
し
個
人
へ
の
責
任
追
及
は
必
要
不
可
欠
の
も
の
で
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
個
人
の
適
用
を
可
能
と
す
る
た
め
、
適
用
対
象
を
絞
り
込
み
適
用

要
件
も
整
え
、
新
制
度
に
移
行
せ
ん
と
し
て
い
る
。
審
判
所
判
断
を
介
さ
な
い
明
確
な
個
人
追
及
制
度
の
創
設
を
試
み
た
も
の
と
も
い
う

こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
個
人
は
、
監
督
や
判
断
の
ミ
ス
が
事
実
上
重
過
失
と
み
ら
れ
る
場
合
、
そ
の
責
任
追
及
を
免
れ
な
い
た

め
規
制
に
対
す
る
姿
勢
を
強
烈
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
対
象
と
な
る
人
材
は
厳
選
さ
れ
、
よ
り
能
力
が
高
い
人
間
が
少
数
の
ポ
ス
ト

を
占
め
る
こ
と
と
な
ろ
う
。
規
制
当
局
の
恣
意
性
も
一
定
程
度
は
確
保
さ
れ
る
。

審
判
所
判
断
（the T

ribunal ’s decision

）
で
は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
ル
ー
ル
は
個
人
に
も
適
用
可
能
だ
が
、
明
確
な
証
拠
（evidence

）
が
な
い

と
認
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
見
解
を
示
し
、John P

ottage

に
適
切
な
役
割
の
遂
行
を
期
待
す
る
こ
と
の
合
理
的
な
証
拠
を
求
め
る
。

一
二



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
二
九
三
）

し
か
し
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
個
人
相
手
の
場
合
ま
で
も
責
任
追
及
の
た
め
に
明
確
な
証
拠
を
示
す
こ
と
は
多
大
な
時
間
、
コ
ス
ト
が
か
か
り
現
実

的
で
な
く
、
こ
う
し
た
手
間
を
必
要
と
し
な
い
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
的
な
内
容
が
審
判
所
判
断
に
お
い
て
も
十
分
認
め
ら
れ
る
形
の
改

正
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
的
に
適
用
し
制
裁
金
を
徴
し
た
が
、
審
判
所
判
断
で
は
個
人
の
適
用
で
は

ル
ー
ル
ベ
ー
ス
的
な
見
解
を
示
し
、
当
局
は
か
か
る
対
応
を
取
る
こ
と
が
不
可
能
な
た
め
今
次
改
正
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
も
の
で
あ
ろ

う
。特

に
制
裁
金
額
が
一
〇
〇
、〇
〇
〇
ポ
ン
ド
（
日
本
円
で
一
八
〇
〇
万
程
度
）
と
額
が
小
さ
す
ぎ
る
こ
と
も
審
判
所
判
断
に
影
響
を
与
え

た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
規
制
当
局
が
こ
の
程
度
の
金
額
を
も
っ
て
規
制
を
か
け
て
反
応
す
る
こ
と
が
審
判
所
判
断
と
し
て
も

好
ま
れ
な
か
っ
た
の
で
な
い
か
と
も
思
料
す
る
。
し
か
し
規
制
当
局
と
し
て
は
、
企
業
の
リ
ス
ク
の
根
源
に
あ
る
個
人
の
責
任
問
題
を
看

過
で
き
な
い
た
め
、
引
き
続
き
摘
発
の
意
思
を
示
す
た
め
に
も
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
導
入
は
必
要
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

John P
ottage

は
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
規
制
下
に
あ
る
Ｕ
Ｂ
Ｓ
のC

hief E
xecutive

（
業
務
執
行
役
員
）
で
あ
る
と
共
にC

om
pliance O

ffi  cer

で
あ
り
、
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
規
制
に
従
う
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遵
守
で
き
な
か
っ
た
と
し
て
制
裁
金
が
か
け
ら
れ
た
。
し
か
し
な
が

ら
審
判
所
判
断
基
準
に
お
い
て
はJohn P

ottage

の
影
響
力
が
ど
の
程
度
か
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
た
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
規
制
対
象
と

し
て
訴
え
た
も
の
の
、
審
判
所
は
た
か
が
個
人
、
一
社
員
で
あ
り
そ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
し
て
当
局
の
訴
え
を
退
け
て
い
る
。
当

局
は
個
人
責
任
を
規
制
の
明
確
な
適
用
対
象
と
し
な
い
と
司
法
の
場
で
は
通
用
し
な
い
と
理
解
し
た
こ
と
が
Ｓ
Ｍ
Ｒ
導
入
理
由
の
一
つ
と

し
て
考
え
ら
れ
る
。
逆
に
適
用
対
象
さ
え
明
確
に
す
れ
ば
、
構
成
要
件
は
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
で
規
定
し
、
当
局
の
自
由
・
裁
量
が
利

く
こ
と
に
も
な
る
。
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
問
題
と
共
に
、
や
は
り
個
人
責
任
に
対
す
る
対
処
・
適
応
が
ポ
イ
ン
ト
の
よ
う
に
考
え
ら

れ
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
は
一
部
、
刑
事
罰
規
定
も
含
む
内
容
で
あ
る
た
め
、
コ
ー
ド
で
な
く
ル
ー
ル
に
基
づ
く
と
は
い
え
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル

一
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
二
九
四
）

ベ
ー
ス
を
も
っ
て
規
定
す
る
こ
と
に
は
構
成
要
件
な
ど
の
面
で
議
論
も
あ
ろ
う
。

（
2
）John Pottage v. FSA

事
件
に
か
か
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
リ
ス
ク
の
考
察　

事
案
の
検
討
と
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
前
任
者
が

引
き
起
こ
し
た
業
績
悪
化
の
引
継
ぎ
後
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
関
す
る
評
価
・
見
直
し
の
責
任
に
視
点
を
置
き
た
い
。
Ｆ
Ｓ
Ａ

に
よ
れ
ば
、John P

ottage

は
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
る
コ
ー
ド
原
則
の
要
求
事
項
で
あ
るA

P
E
R
 P

rinciple

（the S
tatem

ents of 

P
rinciple and C

ode of P
ractice for A

pproved P
ersons

）
七
の
下
で
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
の
機
能
を
担
う
個
人
と
し
て
、
規
制
を
遵
守
す
べ
き
個

人
責
任
を
負
っ
て
い
る

（
20
）

。
か
か
る
義
務
の
内
容
に
関
し
て
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
と
し
て
当
該
企
業
な
ら
び
に
業
務
領
域
に
関
す
る
六
つ
の
面
か
ら
正

確
か
つ
徹
底
的
な
理
解
を
得
る
べ
く
早
い
段
階
で
の
評
価
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
。（
ⅰ
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ

レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
設
計
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
効
率
性
、
強
味
と
弱
点
の
状
況
把
握
。（
ⅱ
）
業
務
、
日
常
の
統
制
シ
ス
テ
ム
の
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
。（
ⅲ
）
上
記
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
効
率
的
運
営
に
関
す
る
評
価
に
役
立
つ
入
手
可
能
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
情

報
の
質
。（
ⅳ
）
前
任
者
の
在
職
期
間
（tenure
）
内
に
既
に
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
た
重
要
な
リ
ス
ク
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
す
る
事

項
。（
ⅴ
）
グ
ロ
ー
バ
ル
で
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
な
経
営
構
造
（the global m

atrix m
anagem

ent structure

）
の
実
際
の
影
響
。（
ⅵ
）John 

P
ottage

に
報
告
を
上
げ
た
各
個
人
の
強
味
と
弱
点
。

Ｆ
Ｓ
Ａ
に
よ
れ
ば
、（
ⅰ
）John P

ottage

は
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
設
計
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
な
効
率
性
に
つ
い
て
詳
細
を
議
論
し
て
お
ら
ず
、
基
本
的
な
欠
陥
が
な
い
と
い
う
確
信
を
安
易
に
受
け
入
れ
て
い
た
。
も
っ
と
精
力

的
に
こ
う
し
た
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
企
業
の
目
的
に
適
合
し
（fi t

）、
適
切
に
（properly

）
実
践
に
移
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
疑
問
を
呈
す

る
べ
き
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
はJohn P

ottage

が
最
初
の
評
価
を
運
営
す
る
際
に
合
理
的
に
行
動
し
な
か
っ
た
と
主
張
し

た
。fi t and proper

原
則
の
観
点
か
ら
の
主
張
で
あ
ろ
う
。（
ⅱ
）
上
記
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
し
て
は
警
告
シ
グ
ナ
ル
が
出
て
い
た
が
、

一
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よ
り
広
い
意
味
合
い
を
十
分
に
考
慮
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
非
難
し
て
い
る
。（
ⅲ
）John P

ottage

が
こ
う
し
た
措
置
を
と
っ

て
い
れ
ば
上
記
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
す
る
設
計
と
運
営
に
お
け
る
重
大
な
欠
陥
を
認
識
し
得
た
は
ず
で
あ
り
、
も
っ
と
早
期
の
段
階
で

シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
点
検
（a system

atic overhaul

）
に
着
手
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
リ
ス

ク
に
関
す
る
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
つ
い
て
全
社
的
か
つ
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
早
期
に
対
処
し
得
た
は
ず
で
あ
る
と
し
て
個
人
責
任

を
追
求
し
て
い
る
内
容
と
な
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
て
上
級
審
判
所
（T

he U
pper T

ribunal

）
は
、
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
原
則
七
に
関
す
る
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
幅
広
い
解
釈
自
体
は
受
け
入
れ
て

い
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
に
該
当
す
る
個
人
は
そ
の
任
に
就
く
際
に
継
続
的
な
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
義
務
と
共
に
、
詳
細
な
初
期
の
評
価
を
行

な
う
必
要
性
が
あ
る
。
コ
ー
ド
（C

ode of P
ractice

）
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
原
則
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
実
際
的
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
提

供
す
る
が
、
初
期
の
評
価
を
行
う
べ
き
義
務
（duty to conduct an Initial A

ssessm
ent

）
に
つ
い
て
言
及
は
な
い
。
し
か
し
な
が
らJohn 

P
ottage

自
身
も
か
か
る
義
務
の
存
在
は
受
け
入
れ
、
審
判
所
判
断
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
と
い
え
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
前
任
者
な
ど

の
行
っ
た
業
務
内
容
を
引
き
継
ぐ
に
際
し
て
、
単
に
継
続
的
に
監
視
・
監
督
義
務
を
果
た
せ
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
な
く
、
改
め
て
そ
の

評
価
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
引
継
者
に
お
い
て
最
初
の
評
価
を
行
う
べ
き
義
務
の
存
在
を
認
め
た
判
断
で
あ
る
。
実
際
にJohn 

P
ottage

は
こ
う
し
たA

ssessm
ent

は
行
っ
て
お
り
、
必
要
性
の
認
識
に
も
欠
け
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

審
判
所
判
断
に
よ
れ
ば
、John P

ottage

は
か
か
る
役
割
に
つ
い
て
合
理
的
な
段
階
を
踏
ん
で
お
り
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関

す
る
実
際
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（hands-on approach

）
も
採
っ
て
い
る
こ
と
、
細
部
に
亘
り
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
理
解
し
、
組
織
内
に
お
い

て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
権
限
が
委
譲
さ
れ
て
い
る
社
員
と
適
切
な
関
わ
り
も
持
っ
て
い
る
こ
と
は
証
拠
に
よ
っ
て
明
白
で
あ
る
と
し
、

C
hief E

xecutive

に
お
け
る
規
制
上
の
義
務
と
し
て
五
つ
の
内
容
を
示
し
て
い
る
。（
ⅰ
）
業
務
に
お
い
て
統
制
面
の
失
敗
が
明
ら
か
と

一
五
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な
っ
た
場
合
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
独
自
の
監
視
・
監
督
の
地
位
に
就
い
て
お
り
、
失
敗
が
広
範
囲
に
拡
大
す
る
意
味
合
い
を
持
っ
て
い
な
い
か
に

つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
は
期
待
し
得
る
。（
ⅱ
）A

pproved P
ersons

と
し
て
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
、
個
人
的
に
非
難
に
値
す
る
場
合
、
原
則

の
違
反
と
し
て
懲
戒
処
分
の
対
象
（subject of disciplinary action

）
と
は
な
る
が
、
そ
れ
以
外
で
は
な
い
（not otherw

ise

）。（
ⅲ
）

Ｃ
Ｅ
Ｏ
の
役
割
は
監
視
・
監
督
（oversight

）
で
あ
る
が
、
統
制
面
の
設
計
、
構
築
な
ら
び
に
運
営
を
個
人
と
し
て
行
う
こ
と
は
要
求
さ

れ
て
い
な
い
。（
ⅳ
）
適
切
に
任
命
さ
れ
た
代
表
者
と
し
て
の
業
務
を
行
う
上
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
義
務
は
な
い
。（
ⅴ
）A

pproved P
ersons

は

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
保
っ
た
内
部
統
制
を
当
該
業
務
が
備
え
て
い
る
こ
と
を
確
実
な
も
の
と
す
る
こ
と
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
要
求

さ
れ
て
い
る
の
は
確
実
な
も
の
と
す
る
た
め
に
合
理
的
な
注
意
を
と
る
（take reasonable care to ensure

）
こ
と
で
あ
る
。
合
理
的
な
段

階
を
踏
ん
で
行
う
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
、
全
て
の
種
々
の
状
況
に
依
存
す
る
。

特
に
（
ⅴ
）
の
内
容
がA

pproved P
ersons

が
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
を
果
た
す
上
で
担
っ
て
い
る
注
意
義
務
の
水
準
（standard of care

）
の
決

定
に
当
た
り
重
要
と
な
る
。
当
該
金
融
機
関
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
・
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
効
率
性
に
関
し
て

確
か
に
重
大
な
欠
陥
を
有
し
て
い
た
が
、
審
判
所
判
断
はJohn P

ottage

の
と
っ
た
段
階
は
適
切
で
、
最
初
の
評
価
段
階
に
お
い
て
自

分
の
チ
ー
ム
に
対
し
て
更
に
深
く
調
査
を
行
う
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
う
十
分
な
入
手
可
能
な
証
拠
は
存
在
し
な
い
と
す
る
。

結
果
と
し
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
、John P

ottage

が
規
制
上
の
義
務
に
違
反
し
た
こ
と
を
証
明
で
き
ず
、
審
判
所
判
断
と
し
て
は
、
二
〇
〇
七

年
七
月
以
前
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
ら
び
に
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
な
事
項
に
関
し
てJohn P

ottage

が
と
っ
た
行
動
は
合
理
的
な
も

の
で
あ
っ
た
と
結
論
づ
け
る
。

こ
こ
で
Ｆ
Ｓ
Ａ
が
、
敢
え
て
新
し
い
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
を
求
め
て
当
該
事
件
の
個
人
責
任
を
追
及
し
た
の
か
、
疑
問
が
あ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
は

事
後
的
に
発
見
さ
れ
た
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
問
題
に
力
点
を
当
て
過
ぎ
、John P

ottage

が
当
時
入
手
可
能

一
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な
情
報
に
基
づ
い
て
行
動
を
と
っ
た
こ
と
に
十
分
な
焦
点
を
当
て
て
い
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ガ
イ
ダ
ン
ス
規
定
と
は
別
に
、John 

P
ottage

は
金
融
機
関
内
に
お
い
て
後
日
暴
か
れ
た
欠
陥
に
対
し
て
、
前
任
者
に
代
わ
っ
て
責
任
を
負
う
と
の
考
え
方
を
と
っ
た
。
審
判

所
判
断
に
お
い
て
Ｆ
Ｓ
Ａ
の
考
え
方
は
徹
底
的
に
否
定
さ
れ
、
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
の
地
位
に
あ
る
者
は
合
理
的
な
段
階
さ
え
踏
め
ば
よ
い
こ
と
が

明
ら
か
に
さ
れ
た
。John P

ottage

の
信
用
を
高
め
る
も
の
と
し
て
Ｕ
Ｂ
Ｓ
は
企
業
と
し
て
支
援
し
、
審
判
所
判
断
の
場
に
お
い
て
防

御
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
る
。

他
方
Ｆ
Ｓ
Ａ
は
金
融
業
界
に
対
し
、S

enior M
anagem

ent

が
業
務
上
直
面
す
る
リ
ス
ク
に
つ
い
て
効
率
的
に
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る
べ

き
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
のC
hief E

xecutive

で
あ
るH

ector S
ants

は
二
〇
〇
九
年
五
月
に
リ
ー
マ
ン
金
融
危

機
を
回
顧
し
て
、
後
知
恵
（hindsight
）
に
は
な
る
が
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
決
定
に
お
け
る
不
適
格
さ
（incom

petence

）
が
曝
き
立
て
ら

れ
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
か
な
り
軽
率
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（cavalier approach

）
が
多
く
み
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ

はS
enior M

anagem
ent

を
対
象
と
し
た
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
確
立
に
注
力
し
、
当
該
職
に
就
い
た
場
合
あ
る
い
は
継
続
的
に
、
事

前
対
策
と
し
て
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
評
価
・
見
直
し
を
行
う
べ
く
検
討
し
て
き
た
。A

pproved P
ersons

に
関
す
る
コ
ー
ド
の

見
直
し
に
よ
っ
て
上
級
（S
enior

）
のA

pproved P
ersons

は
日
常
的
に
か
か
る
義
務
の
履
行
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
す

る
。Ｆ

Ｓ
Ａ
は
敗
訴
し
た
も
の
の
、John P

ottage

判
決
はS

enior M
anagem

ent

が
職
を
引
き
受
け
た
場
合
、
就
中
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
し
て
と
る
べ
き
行
動
に
関
す
る
先
例
の
意
義
を
有
す
る
。
統
制
機
能
を
担
う
部
署
に
関
連

し
た
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
の
担
い
手
に
も
適
用
さ
れ
る
内
容
と
な
る
。
ロ
ン
ド
ン
のC

ity
地
区
のS

enior M
anagem

ent

の
中
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス

と
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
設
計
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
効
率
性
に
関
す
る
評
価
に
つ
い
てJohn P

ottage

が
と
っ
た
手
続

一
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き
・
段
階
よ
り
も
十
分
で
な
い
も
の
も
多
い
と
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ａ
認
可
を
受
け
た
金
融
機
関
と
し
て
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ア
プ

ロ
ー
チ
を
見
直
し
、S

enior M
anagem

ent

が
規
制
上
の
責
任
を
充
足
す
る
べ
く
適
切
な
素
養
な
ど
を
備
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
格

好
の
機
会
（a catalyst

）
と
す
る
べ
き
で
、
審
判
所
判
断
を
受
け
、
実
務
上
の
五
つ
の
留
意
点
が
求
め
ら
れ
る
。（
ⅰ
）S

enior 

M
anagem

ent
を
任
命
す
る
手
順
書
作
り
（appointm

ent protocol

）、（
ⅱ
）
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
の
役
割
の
説
明
と
責
任
、（
ⅲ
）
ガ
バ
ナ
ン
ス
と
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る
文
書
化
、（
ⅳ
）
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
の
機
能
を
担
う
の
人
員
が
規
制
当
局
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
に
関
し
て
訓
練

を
受
け
る
こ
と
、（
ⅴ
）
定
期
的
再
評
価
（P

eriodic reassessm
ents

）。

Ⅲ
．
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
を
実
行
す
る
個
人
に
適
用
さ
れ
る
点
が
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
広
範
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
層

を
対
象
と
す
る
規
制
で
あ
り
、
Ｎ
Ｅ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
限
ら
ず
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
機
能
・
役
割
に
係
る
検
討
が
新
た
に
必
要
と
な
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
、

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
各
ア
プ
ロ
ー
チ
を
通
し
て
考
察
を
深
め
る

（
21
）

。

1
．
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
│
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
と
責
任
分
野
リ
ス
ト
の
考
察
│

協
議
文
書
に
お
い
て
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
法
定
定
義
を
充
足
し
、
金
融
機
関
の
安
全
性
と
健
全
性
（safety and soundness

）
に
影

響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ
る
機
能
に
つ
い
て
の
認
識
を
示
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
はS

enior M
anagem

ent

に
お
け
る
責
任
の
割
当
て
に

関
し
て
、
責
任
に
関
す
る
規
定
（P

rescribed R
esponsibilities

）
を
限
定
列
挙
の
形
で
提
案
す
る
（
責
任
分
野
リ
ス
ト
）。
Ｐ
Ｒ
Ａ
の

Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
各
定
義
に
関
す
る
従
前
の
責
任
に
加
重
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
で
あ
る
Ｓ
Ｙ
Ｓ
Ｃ
（S

enior M
anagem

ent 

A
rrangem

ents, S
ystem

s and C
ontrols 

（H
andbook

））
に
詳
細
に
規
定
が
さ
れ
る
。
注
目
さ
れ
る
規
定
と
し
て
、
①
金
融
機
関
が
内
部
監

一
八
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査
機
能
（internal audit function

）
を
外
注
し
て
い
る
場
合
、
外
部
監
査
を
担
う
人
員
か
ら
の
独
立
を
確
認
す
る
合
理
的
な
段
階
を
踏
む

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
外
注
さ
れ
た
内
部
監
査
人
の
業
務
の
監
視
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
お
よ
び
外
部
監
査
と
内
部
監
査
の
間
の
潜
在
的
な
利

害
衝
突
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（m

anagem
ent of potential confl icts of interest

）
が
含
ま
れ
る
。
監
査
に
お
け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
ね
じ

れ
（
22
）

に
繋
が
る
。
②
金
融
機
関
に
上
級
独
立
取
締
役
の
機
能
（the S

enior Independent D
irector function S

ID

）
を
行
う
者
が
い
な
い
場
合
、

取
締
役
会
議
長
の
機
能
を
行
う
者
を
監
督
す
る
こ
と
、
当
該
金
融
機
関
内
で
役
割
を
充
足
す
る
た
め
に
利
用
可
能
な
経
営
資
源
の
十
分
さ

と
品
質
面
の
監
督
を
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｉ
Ｄ
の
機
能
を
代
わ
っ
て
担
う
人
員
が
十
分
な
経
営
資
源
を
利
用
し
て
機
能
発
揮
で

き
る
こ
と
が
目
的
で
、
米
国
の
筆
頭
独
立
社
外
取
締
役
（L

ead Independent D
irector

）
を
意
識
し
て
い
る
感
も
あ
る
（
日
本
版
コ
ー
ド
補

充
原
則
四
│
八
②
参
照
）。

2
．
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
│S

enior M
anagem

ent Functions

の
結
合
リ
ス
ト
│

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
追
加
的
な
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
策
定
を
提
案
し
て
い
る
。（
ⅰ
）
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
は
指
定
さ
れ
な
い
業
務
執
行
役
員
、
非
業
務
執
行
役
員

な
ど
全
て
の
取
締
役
会
の
メ
ン
バ
ー
を
包
含
す
る
。（
ⅱ
）
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
原
則
に
お
い
て
必
要
な
機
能
と
し
て
分
類
さ
れ
て
い
た
マ
ネ
ー
ロ

ン
ダ
リ
ン
グ
の
報
告
（m

oney laundering reporting

）
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
監
視
機
能
を
加
え
る
。（
ⅲ
）
指
名
委
員
会
委
員
長
に
つ
い

て
規
定
す
る
。
現
状
の
規
制
に
お
い
て
も
指
名
委
員
会
の
構
成
な
ど
は
求
め
ら
れ
て
い
る
。（
ⅳ
）
Ｆ
Ｃ
Ａ
ま
た
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｆ

ｓ
と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
な
い
役
割
を
担
う
個
人
に
つ
い
て
も
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
規
則
に
重
要
な
全
般
的
な
機
能
と
し
て
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い

る
内
容
の
も
の
が
あ
れ
ば
追
加
規
定
す
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
同
様
に
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
複
数
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を
実
行
す
る
個
人
は
別
々
に
承
認
を
求
め
る

こ
と
が
必
要
と
な
る
が
、
例
外
と
し
て
重
要
な
責
任
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を
担
い
、
鍵
と
な
る
機
能
を
任
さ
れ
る
個
人
が
Ｆ
Ｃ
Ａ
ま
た
は

Ｐ
Ｒ
Ａ
に
承
認
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
ま
と
め
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
か
ら
承
認
さ
れ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
で
特
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を

一
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
〇
〇
）

実
行
す
る
個
人
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
み
に
よ
る
事
前
承
認
で
足
り
る
が
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
で
指
定
さ
れ
た
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を
実
行
す
る
個
人
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
事
前

承
認
に
際
し
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
同
意
が
必
要
と
な
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
と
管
理
す
る
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
関
係
（
結
合
リ
ス
ト
）
を
整
理
す
る
と
、

最
高
経
営
責
任
機
能
（C

hief E
xecutive function

）（S
M

F
1

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
最
高
財
務
責
任
機
能
（C

hief F
inance function

）（S
M

F
2

）

Ｐ
Ｒ
Ａ
、
業
務
執
行
取
締
役
（E

xecutive D
irector E

D

）（S
M

F
3

）
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
最
高
リ
ス
ク
管
理
責
任
（C

hief R
isk function

）（S
M

F
4

）

Ｐ
Ｒ
Ａ
、
内
部
監
査
部
長
（H

ead of Internal A
udit

）（S
M

F
5

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
主
要
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
の
担
当
長
（H

ead of key business area

）

（S
M

F
6

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
上
級
管
理
者
（G
roup E

ntity S
enior M

anager

）（S
M

F
7

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
信
用
組
合
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
（
小
規

模
信
用
金
庫
の
み
）（C

redit U
nion S

M
F

（sm
all credit union only

））（S
M

F
8

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
取
締
役
会
会
長
（C

hairm
an

）（S
M

F
9

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、

リ
ス
ク
委
員
会
委
員
長
（C

hair of the R
isk C

om
m
ittee

）（S
M

F
10

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
監
査
委
員
会
委
員
長
（C

hair of the A
udit C

om
m
ittee

）

（S
M

F
11

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
報
酬
委
員
会
委
員
長
（C

hair of R
em

uneration C
om

m
ittee

）（S
M

F
12

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
指
名
委
員
会
委
員
長
（C

hair of 

the N
om

ination C
om

m
ittee

）（S
M

F
13

）
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
上
級
独
立
取
締
役
（S

enior Independent D
irector

）（S
M

F
14

）
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
非
業
務
執

行
取
締
役
（N

on E
xecutive D

irector N
E
D

）（S
M

F
15

）
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
監
督
（C

om
pliance O

versight

）（S
M

F
16

）

Ｆ
Ｃ
Ａ
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
報
告
（M

oney L
aundering R

eporting

）（S
M

F
17

）
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
重
要
な
責
任
機
能
（S

ignifi cant 

R
esponsibility S

M
F

）（S
M

F
18

）
Ｆ
Ｃ
Ａ
と
な
っ
て
い
る
。
概
し
て
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
健
全
性
の
監
督
官
庁
と
し
て
財
務
、
リ
ス
ク
、
監
査
、

報
酬
な
ど
の
機
能
を
Ｎ
Ｅ
Ｄ
を
含
め
て
対
象
と
し
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
行
動
規
制
の
監
督
を
担
う
べ
く
指
名
、
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
機
能
を
対
象
と
す
る
。

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
を
含
め
、
指
名
委
員
会
委
員
長
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
他
、
委
員
会
委
員
長
な
ど
で
は

な
い
一
般
的
Ｎ
Ｅ
Ｄ
（G

eneric N
E
D

）、
更
に
包
括
的
な
内
容
の
重
要
な
責
任
機
能
（S

M
F
18

）
も
広
く
対
象
と
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え

る
。

二
〇



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
〇
一
）

3
．C

ertifi cation R
egim

e

と
重
要
な
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー

Ｐ
Ｒ
Ａ
は
、
報
酬
規
則
ル
ー
ル
の
観
点
か
ら
重
要
な
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー
（M
aterial risk takers

）
と
し
て
分
類
さ
れ
る
個
人
の
必
ず
し

も
全
員
が
認
定
制
度
の
範
疇
に
入
る
も
の
で
は
な
く
、
非
対
象
の
例
と
し
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
対
象
と
な
るS

enior M
anagem

ent

あ
る
い
は

当
該
金
融
機
関
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
機
能
を
実
行
し
て
い
る
者
、
規
制
を
受
け
る
活
動
に
関
連
し
て
お
ら
ず
認
定
機
能
に
か
か
る
法
定
テ
ス

ト
の
対
象
と
な
ら
な
い
個
人
を
挙
げ
る
。
信
用
組
合
は
認
定
制
度
等
の
対
象
で
な
く
、
異
な
る
定
義
を
提
案
し
て
い
る
。

4
．
行
動
規
則
の
二
層
制
度
と
三
つ
の
義
務

（
1
）
新
し
い
行
動
規
則
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
│
二
層
制
度
│　

Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、
対
象
金
融
機
関
の
従
業
員
の
た
め
に
新
た
な

行
動
規
則
（new

 conduct rules

）
を
提
案
し
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
よ
るS

enior M
anagem

ent

、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
よ
るC

ertifi cation 

R
egim

e

双
方
に
適
用
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
指
定
す
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を
担
う
人
員
に
対
し
て
も
適
用
す
る
予
定
で
あ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ

は
行
動
規
則
の
対
象
と
な
ら
な
い
従
業
員
は
非
金
融
サ
ー
ビ
ス
企
業
で
働
く
場
合
と
基
本
的
に
同
じ
旨
を
述
べ
る
。

行
動
規
則
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
と
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
双
方
に
共
通
す
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
共
有
ル
ー
ル
以
上
に
規
則
を
導
入
す
る
提
案
は
し
て
い
な
い
。
新
規

則
は
二
層
に
分
割
さ
れ
る
。
第
一
層
の
ル
ー
ル
は
、
対
象
と
な
る
個
人
が
従
う
べ
き
行
動
規
則
の
全
て
の
役
割
に
関
連
す
る
。
第
二
層
の

ル
ー
ル
は
、S

enior M
anagem

ent

に
の
み
適
用
さ
れ
、
対
象
金
融
機
関
全
体
の
効
果
的
な
運
営
（eff ective running

）
に
対
す
る
責
任

と
共
に
、
担
当
し
て
い
る
特
定
の
役
割
に
関
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
責
任
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
イ
）　

第
一
層
│
個
人
の
行
動
規
則
│　

第
一
層
（the fi rst tier
）
で
は
、
ル
ー
ル
1
：
誠
実
に
行
動
（act w

ith integrity

）
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
ル
2
：
十
分
な
技
能
、
注
意
、
勤
勉
さ
を
持
っ
て
（w

ith due skill, care and diligence

）
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ル
ー
ル
3
：
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
お
よ
び
そ
の
他
の
規
制
当
局
と
オ
ー
プ
ン
で
協
力
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ル
ー
ル
1
は
米
国

二
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
〇
二
）

法
で
は
忠
実
義
務
あ
る
い
は
誠
実
義
務
と
し
て
認
識
さ
れ
る
内
容
で
あ
る
。
ル
ー
ル
2
は
企
業
価
値
向
上
に
係
る
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社

法
の
一
般
的
義
務
（general duties

）
を
観
念
で
き
る
が
、diligence

の
用
語
も
含
め
注
意
義
務
（duty of care

）
も
包
含
す
る
感
が
あ
る
。

ル
ー
ル
3
は
金
融
当
局
と
の
対
話
（dialog

）
能
力
を
求
め
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
内
容
を
引
き
継
い
で
い
る
。

（
ロ
）　

第
二
層
│S

enior M
anagem

ent

の
行
動
規
則
│　

第
二
層
（the second tier

）
は
、S

enior M
anagem

ent

の
行
動
規
則
で

あ
る
。
Ｓ
Ｍ
1
：
担
当
し
て
い
る
金
融
機
関
の
事
業
が
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
合
理
的
な
措
置

を
と
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
2
：
担
当
し
て
い
る
金
融
機
関
の
事
業
が
関
連
規
制
の
要
件
や
基
準
に
準
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
保
証

す
る
た
め
に
合
理
的
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
3
：
責
任
を
委
譲
す
る
場
合
、
適
切
な
人
物
に
委
譲
さ
れ
、
ま
た
委
任
さ
れ
た

責
任
が
効
果
的
な
履
行
さ
れ
て
い
る
状
況
を
監
視
す
る
こ
と
を
保
証
す
る
た
め
に
合
理
的
な
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
4
：

Ｆ
Ｃ
Ａ
ま
た
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
通
知
を
期
待
す
る
こ
と
が
合
理
的
な
情
報
を
開
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

5
．
行
動
規
則
の
三
つ
の
義
務

二
〇
一
三
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
は
、
行
動
規
則
に
関
連
す
る
三
つ
の
義
務
（three obligations

）
を
規
定
す
る
。（
ⅰ
）
当
該
対
象
金
融

機
関
が
ル
ー
ル
に
従
う
べ
き
個
人
に
対
し
て
ル
ー
ル
の
該
当
事
例
で
あ
る
こ
と
を
認
識
さ
せ
、
ル
ー
ル
が
い
か
に
個
人
に
適
用
さ
れ
る
か

に
つ
い
て
訓
練
を
行
う
。（
ⅱ
）
金
融
機
関
は
個
人
が
行
動
ル
ー
ル
に
違
反
し
た
こ
と
を
認
識
あ
る
い
は
疑
い
を
抱
く
場
合
は
規
制
当
局

に
通
知
す
る
。（
ⅲ
）
金
融
機
関
は
規
制
当
局
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
理
由
に
基
づ
き
、
個
人
に
対
す
る
正
式
な
懲
戒
処
分
を
と
っ
た
場
合

は
規
制
当
局
に
通
知
す
る
。

監
督
当
局
へ
の
通
知
を
求
め
る
懲
戒
処
分
の
対
象
と
な
る
個
人
の
行
動
に
は
不
作
為
あ
る
い
は
行
動
規
則
違
反
に
準
じ
る
状
況
も
含
ま

れ
、
対
象
金
融
機
関
は
規
制
当
局
に
以
下
の
内
容
を
通
知
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。（
ⅰ
）
個
人
が
行
動
規
則
に
違
反
も
し
く
は
違
反

二
二



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
〇
三
）

す
る
疑
い
を
抱
い
た
場
合
。（
ⅱ
）（
ⅰ
）
に
つ
い
て
既
に
監
督
当
局
に
通
知
し
て
い
た
時
に
、
そ
の
後
続
い
て
行
う
決
定
あ
る
い
は
異
な

る
内
容
の
決
定
に
至
る
場
合
。（
ⅲ
）
当
該
従
業
員
に
正
式
文
書
で
警
告
を
発
し
て
い
る
場
合
、
停
職
ま
た
は
解
雇
し
た
場
合
、
行
動
規

則
違
反
の
行
為
の
結
果
と
し
て
従
業
員
の
報
酬
を
減
額
あ
る
い
は
回
復
し
た
場
合
。

行
動
規
則
違
反
ま
た
は
違
反
が
疑
わ
し
い
場
合
、S

enior M
anagem

ent

に
よ
る
場
合
は
金
融
機
関
は
問
題
の
認
識
後
七
営
業
日
以
内
、

他
の
個
人
は
四
半
期
毎
に
規
制
当
局
に
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅳ
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

に
お
け
る
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
強
化

1
．
ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
の
強
化
│
証
明
責
任
の
転
換
│

二
〇
一
三
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
お
い
て
、
規
制
当
局
に
お
け
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
機
能
の
識
別
、S

enior M
anagem

ent

の
責
任
の
明
確

な
配
分
と
説
明
責
任
強
化
の
た
め
に
設
計
さ
れ
た
条
項
が
導
入
さ
れ
た
。S

enior M
anagem

ent

の
承
認
の
た
め
の
適
用
要
件
で
あ
り
、

（
ⅰ
）S

enior M
anagem

ent

の
責
任
に
重
大
な
変
化
が
あ
れ
ば
再
度
当
局
の
承
認
が
求
め
ら
れ
る
。（
ⅱ
）
規
制
当
局
に
対
し
て
、
最
初

の
承
認
段
階
な
ら
び
に
そ
の
後
の
承
認
を
通
じ
て
条
件
や
期
限
な
ど
を
附
す
る
新
た
な
法
的
権
限
が
付
与
さ
れ
る
。（
ⅲ
）S

enior 

M
anagem

ent

が
責
任
を
負
う
事
業
領
域
内
で
、
対
象
企
業
が
規
制
要
件
の
違
反
を
犯
す
場
合
に
はS

enior M
anagem

ent

が
潜
在
的
な

説
明
責
任
を
負
担
す
る
。S

enior M
anagem

ent

が
違
反
行
為
を
防
止
す
べ
き
合
理
的
な
手
続
き
（reasonable steps

）
を
踏
ん
で
い
た

こ
と
を
監
督
当
局
に
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、S

enior M
anagem

ent

に
説
明
責
任
が
生
じ
か
ね
な
い
（
責
任
の
推
定 

P
resum

ption of R
esponsibility

）。
証
明
責
任
の
転
換
（R

eversal of the burden of proof

）、
反
証
を
許
す
推
定
（rebuttable 

presum
ption

）
を
示
す
も
の
と
理
解
さ
れ
る
。（
ⅳ
）
当
該
金
融
機
関
の
破
綻
を
招
く
無
謀
な
意
思
決
定
の
失
敗
（a reckless decision 

二
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
〇
四
）

causing a fi nancial institution to fail

）
に
関
し
て
は
潜
在
的
な
刑
事
責
任
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

2
．
刑
事
罰
導
入

二
〇
一
三
年
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
で
は
銀
行
や
住
宅
組
合
のS

enior M
anagem

ent

が
当
該
金
融
機
関
を
破
綻
に
追
い
込
む
決
定
を
起

こ
し
た
場
合
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
ま
た
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
よ
り
訴
追
さ
れ
得
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。S

enior M
anagem

ent

の
意
思
決
定
に
お
い
て
行

為
の
履
行
が
金
融
機
関
に
破
綻
を
引
き
起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
た
は
ず
で
あ
り
、
意
思
決
定
に
関
連
し
た
行
為
は
自
分
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
も
の
を
下
回
っ
て
い
る
こ
と
が
要
件
と
な
る
。
も
っ
と
も
協
議
文
書
に
よ
れ
ば
金
融
危
機
以
降
、

金
融
規
制
の
構
造
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
結
果
、
従
前
に
比
し
銀
行
等
の
破
綻
が
生
じ
る
可
能
性
は
低
下
し
、
か
か
る
訴
追
の
実
際
の
件

数
は
少
な
い
と
も
予
想
さ
れ
て
い
る
。

Ⅴ
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

と
英
国
金
融
規
制
の
最
新
の
動
向
お
よ
び
展
望

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
別
に
最
新
の
規
制
当
局
の
動
向
と
展
望
を
考
察
し
て
い
き
た
い
。

1
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

と
Ｆ
Ｃ
Ａ
規
制
の
最
新
の
動
向
と
展
望

（
1
）　

成
長
と
規
制
バ
ラ
ン
ス
、
取
引
所
の
国
際
競
争
力
向
上
、
三
層
の
監
督
構
造
と
防
衛
線　

企
業
文
化
・
行
動
や
金
融
証
券
市
場

の
成
長
と
の
バ
ラ
ン
ス
（balancing regulation w

ith the grow
th agenda

）
を
念
頭
に
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
規
制
と
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
問
題
が
ロ
ン
ド
ン
銀

行
業
界
で
議
論
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
三
月
一
九
日 A

ssociation of F
oreign B

anks

）（
注
）。
示
唆
に
富
ん
だ
内
容
で
あ
り
、
単
な
る

不
正
防
止
に
留
ま
ら
な
い
世
界
的
レ
ベ
ル
で
の
問
題
意
識
の
共
通
さ
を
示
し
て
い
る
。
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
は
社
外

取
締
役
の
役
割
は
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
経
営
陣
に
促
す
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
が
、
英
国
も
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
金
融
危

二
四



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
〇
五
）

機
に
端
を
発
し
た
金
融
規
制
改
革
で
は
あ
る
が
、
成
長
と
規
制
の
バ
ラ
ン
ス
、
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
等
も
踏
ま
え
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
改
革
が

検
討
さ
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｃ
Ａ
の
銀
行
監
督
部
門
責
任
者
（H

ead of D
epartm

ent, Investm
ent B

anks S
upervision

）Julia H
oggett

に
よ
れ
ば
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
発

足
後
二
年
を
経
過
し
、
一
貫
し
て
上
級
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
向
上
に
意
を
用
い
て
い
る
。
リ
ス
ク
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
す
る
三

つ
の
防
衛
線
（3 lines of defence （

23
）

）
の
う
ち
、
第
一
の
防
衛
線
（the fi rst line

）
で
あ
る
銀
行
自
身
の
業
務
管
理
（operational 

m
anagem

ent

）
に
基
礎
を
置
き

（
24
）

、
企
業
行
動
に
お
け
る
根
底
か
ら
の
改
革
に
注
力
し
、
二
〇
一
四
年
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
金
融
業
界
に
対
し
合
計

一
・
五
百
万
ポ
ン
ド
の
金
融
制
裁
を
課
し
た
。M

organ S
tanley

の
報
告
で
は
二
〇
〇
九
年
以
降
欧
米
で
上
位
二
五
銀
行
が
合
計
二
三
〇

百
万
ド
ル
に
上
る
訴
訟
費
用
（litigation costs

）
を
払
っ
て
い
る
。
リ
テ
ー
ル
顧
客
、
ホ
ー
ル
セ
ー
ル
取
引
先
に
対
し
て
業
務
改
善
を
図

る
に
は
長
い
道
の
り
を
要
し
、
監
督
ア
プ
ロ
ー
チ
も
銀
行
が
行
う
内
部
監
査
（
第
三
の
防
衛
線
）
重
視
に
変
容
し
つ
つ
あ
る
。
事
前
予
防

と
し
て
金
融
当
局
の
通
常
監
督
が
重
要
で
、
自
主
的
な
社
内
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
向
上
の
観
点
か
ら
も
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
重
要
性
が
増
加
し
よ
う
。

大
局
的
観
点
か
ら
証
券
取
引
所
の
国
際
競
争
力
向
上
を
念
頭
に
置
き
、
コ
ス
ト
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
か
ら
も
第
一
の
防
衛
線
の
金
融
機
関
の

自
助
努
力
に
よ
る
向
上
を
促
す
規
制
改
革
を
最
優
先
事
項
と
し
て
い
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
最
重
要
目
標
（overarching objective

）
と
し
て
金

融
サ
ー
ビ
ス
市
場
の
機
能
向
上
が
挙
げ
ら
れ
、
適
切
な
程
度
に
よ
る
消
費
者
保
護
の
確
立
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
誠
実
性
の
保
護
と
強
化
、

消
費
者
の
利
害
に
お
け
る
効
果
的
な
競
争
（eff ective com

petition
）
の
促
進
の
三
点
を
掲
げ
る
。
か
か
る
目
的
達
成
に
向
け
、
規
制
目
標

の
変
化
は
規
制
監
督
モ
デ
ル
の
変
化
に
繋
が
る
。
将
来
を
展
望
し
て
判
断
を
行
い
結
果
に
焦
点
を
当
て
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（F
orw

ard looking, judgem
ent based, outcom

e focused

）。
業
務
の
統
制
（control

）
よ
り
も
運
営
（how

 the business is run

）
に
、
第
一

義
的
な
リ
ス
ク
回
避
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
中
長
期
的
な
成
長
の
展
望
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
重
点
を
置
い
て
い
る
。二

五
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第
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（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
〇
六
）

John P
ottage

事
件
敗
訴
が
直
接
の
原
因
と
は
い
え
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
深
淵
に
は
適
用
範
囲
を
狭
め
狭
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
承
認
対
象
と
し
た

上
で
厳
罰
を
か
け
、
そ
れ
以
外
の
経
営
陣
に
も
規
制
対
象
を
拡
大
し
（C

ertifi cation R
egim

e

）、
自
主
的
な
社
内
承
認
制
度
等
に
よ
り
規

制
当
局
が
人
員
を
か
け
な
い
で
済
む
よ
う
な
実
効
性
の
高
い
合
理
的
規
制
と
す
る
考
え
方
が
あ
る
。
企
業
価
値
創
造
の
相
当
部
分
を
実
際

に
担
う
の
は
下
層
経
営
層
で
あ
り
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
よ
り
も
適
用
範
囲
は
拡
大
さ
せ
る
が
、
上
級
経
営
陣
を
厳
格
に
規
制
す
れ
ば
下
層
経
営
陣
は

追
従
す
る
と
み
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
あ
る
い
は
消
極
的
妥
当
性
重
視
か
ら
、
成
長
を
目
指
し
た
積
極
的
妥
当
性

確
保
に
向
け
た
規
制
戦
略
の
転
換
と
い
え
よ
う
。

（
2
）　

三
層
の
監
督
構
造　

Ｆ
Ｃ
Ａ
は
三
層
の
監
督
構
造
（the 3 P

illars of S
upervision

）
を
視
座
に
掲
げ
、
市
場
（M

arkets

）、
業

界
（S

ectors

）、
当
該
金
融
機
関
（F

irm
s

）
の
三
段
階
に
分
け
、
金
融
機
関
の
各
業
務
の
ト
ッ
プ
と
の
密
接
な
関
係
作
り
を
重
要
と
考
え

る
。
第
一
段
階
は
、
金
融
機
関
の
強
固
な
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
（F

irm
 S

ystem
atic F

ram
ew

ork

）
で
あ
り
、
取
引

先
に
対
し
て
公
正
な
取
扱
い
を
念
頭
に
置
き
適
切
に
運
営
し
て
い
る
こ
と
を
見
極
め
つ
つ
、
垂
直
的
（vertical

）、
即
ち
関
連
会
社
を
含

め
て
前
向
き
（forw

ard looking

）
か
つ
予
防
的
（preventative

）
に
業
務
を
行
う
こ
と
、
構
造
的
な
評
価
・
見
直
し
を
行
う
こ
と
、
定
期

的
エ
ン
ゲ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
図
る
こ
と
を
取
り
上
げ
る
。
第
二
段
階
は
、
リ
ス
ク
が
具
体
化
（crystallises

）
し
て
消
費
者
あ
る
い
は
市
場

が
衝
撃
を
受
け
、
回
復
・
修
正
を
図
ら
ん
と
す
る
場
合
（event driven

）、
潜
在
的
あ
る
い
は
現
実
の
損
害
の
処
理
に
取
り
組
む
こ
と
で

あ
る
。
第
三
段
階
は
、
特
定
課
題
あ
る
い
は
市
場
に
焦
点
を
当
て
た
水
平
的
（horizontal

）、
即
ち
業
界
全
体
に
み
て
前
向
き
か
つ
テ
ー

マ
別
に
業
務
を
行
う
こ
と
で
、
一
貫
性
、
透
明
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と
す
る
。

（
3
）　

企
業
文
化
の
与
え
る
行
動
に
対
す
る
役
割
の
重
要
性　

金
融
機
関
に
お
け
る
行
動
面
の
規
制
の
実
効
性
を
高
め
る
上
で
企
業
文

化
の
果
た
す
機
能
が
大
き
く
、S

enior M
anagem

ent

の
役
割
が
重
要
で
あ
る
旨
が
述
べ
ら
れ
る
。
Ｅ
Ｒ
Ｍ
に
お
け
る
統
制
環
境
の
領
域

二
六



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
〇
七
）

の
重
要
性
を
物
語
っ
て
い
る
。
①
企
業
文
化
はS

enior M
anagem

ent

に
よ
っ
て
推
進
さ
れ
る
。
②
業
界
の
誠
実
性
を
増
進
す
る
よ
う

な
文
化
を
定
着
さ
せ
る
（em

bed

）。
③
顧
客
に
対
す
る
公
正
な
取
り
扱
い
こ
そ
業
務
の
根
幹
に
当
た
る
。
④
企
業
は
最
終
消
費
者
を
念
頭

に
置
き
行
動
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（
25
）

。

（
4
）　

銀
行
に
お
け
る
個
人
の
説
明
責
任
に
関
す
る
新
制
度
と
行
動
リ
ス
ク

（
イ
）　

金
融
機
関
に
お
け
る
上
級
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
期
待
す
る
も
の　

Ｆ
Ｃ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
上
級
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー

（senior leaders

）
が
金
融
機
関
に
お
け
る
行
動
に
関
わ
る
リ
ス
ク
を
管
理
す
る
（m

anaging conduct risks

）
場
合
、
要
求
さ
れ
る
内
容
は

次
の
通
り
。（
イ
）
リ
ー
ダ
ー
達
の
行
動
リ
ス
ク
の
認
識
。（
ロ
）
部
下
が
自
身
の
業
務
に
係
る
行
動
を
管
理
す
る
場
合
、
部
下
達
に
自
身

の
責
任
を
実
感
さ
せ
る
こ
と
。（
ハ
）
金
融
機
関
に
お
け
る
部
下
達
が
行
動
面
の
管
理
を
行
う
場
合
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
。（
ニ
）
取
締
役
会
、

業
務
執
行
委
員
会
（E

xecutive C
om

m
ittee E

X
C
O

）
の
業
務
の
行
動
面
の
管
理
に
つ
い
て
、
行
動
の
影
響
（conduct im

plications

）
が
企

業
戦
略
に
与
え
る
内
容
を
監
視
す
る
こ
と
。（
ホ
）
行
動
の
改
善
を
図
る
努
力
を
蝕
む
こ
と
が
な
い
よ
う
に
金
融
機
関
と
し
て
体
制
確
保

す
る
こ
と
。
リ
ス
ク
に
関
し
て
も
企
業
戦
略
を
念
頭
に
据
え
て
積
極
的
な
企
業
行
動
を
図
る
意
味
合
い
で
述
べ
、
成
長
戦
略
あ
る
い
は

Ｅ
Ｒ
Ｍ
と
問
題
意
識
を
共
有
し
、
符
合
す
る
内
容
と
い
え
よ
う
。

（
ロ
）　

責
任
マ
ッ
プ
（R

esponsibilities m
aps 

責
任
分
担
の
図
解
）　

責
任
マ
ッ
プ
と
し
て
、
次
の
六
つ
の
要
素
が
包
含
さ
れ
る
必
要
が

あ
る
。（
ⅰ
）
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
調
整
（M

anagem
ent and G

overnance arrangem
ents

）。（
ⅱ
）（
ⅰ
）
の
調
整
が
い
か
に
グ

ル
ー
プ
内
で
適
合
し
て
い
る
か
。（
ⅲ
）
責
任
、
リ
ス
ク
、
役
割
の
割
当
て
、（
ⅳ
）
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
ラ
イ
ン
、（
ⅴ
）S

enior 

M
anagem

ent

と
そ
の
責
任
の
表
明
（S

tatem
ents of R

esponsibilities

）、（
ⅵ
）（
ⅰ
）
│
（
ⅵ
）
が
相
互
に
適
合
し
て
い
る
こ
と
。
そ
れ
ほ

ど
複
雑
で
な
い
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
持
つ
小
規
模
金
融
機
関
に
つ
い
て
は
単
純
化
さ
れ
た
マ
ッ
プ
の

二
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
〇
八
）

提
出
で
足
り
る
。
最
終
ポ
リ
シ
ー
・
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に
お
い
て
定
型
書
式
に
よ
り
示
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。

（
ハ
）　

A
ccountability R

egim
e T

im
etable　

A
ccountability R

egim
e

（
説
明
責
任
制
度
）
に
関
す
る
予
定
表
（tim

etable

）
は
以
下

の
通
り
。
①
英
国
内
銀
行
は
、
関
連
の
政
策
立
案
・
発
表
の
期
限
に
つ
い
て
二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
（P

ublish F
eedback S

tatem
ent

（
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
声
明
の
発
刊
））、
二
〇
一
五
年
春
／
夏
（P

ublish F
inal P

olicy S
tatem

ent &
 R

ules

（
最
終
の
政
策
声
明
と
ル
ー
ル
の
発
刊
、

必
要
が
あ
れ
ば
ト
レ
ー
ダ
ー
（
自
己
勘
定
で
証
券
売
買
を
行
う
業
者
）
に
対
す
る
拡
張
さ
れ
たC

ertifi cation R
egim

e

に
関
す
る
協
議
も
含
ま
れ
る
））

（
段
階
的
実
施
期
間
（G

randfathering period

）
が
開
始
）、
二
〇
一
五
年
夏
（F

inal G
uidance on ‘P

resum
ption of R

esponsibility ’

（
責
任
の

推
定
に
関
す
る
最
終
ガ
イ
ダ
ン
ス
）、F

inal G
uidance on N

E
D
s ’ duties

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
義
務
に
関
す
る
最
終
ガ
イ
ダ
ン
ス
））
の
各
段
階
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
②
海
外
銀
行
の
支
店
（F

oreign B
ranches

）
に
つ
い
て
は
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
・
Ｆ
Ｃ
Ａ
協
議
文
書
「
銀
行
の
説
明
責
任
の
強
化
：
銀
行

の
役
職
員
個
人
に
関
す
る
規
制
の
枠
組
み
」（
二
〇
一
四
年
七
月
三
〇
日
）、
同
「
銀
行
の
説
明
責
任
の
強
化
：
英
国
外
銀
支
店
に
係
る
規
制
」

（
二
〇
一
五
年
三
月
一
六
日
）
が
出
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
夏
にP

olicy S
tatem

ent &
 R

ules

を
公
表
、
段
階
的
実
施
期
間
（G

randfathering 

period

）
開
始
の
予
定
で
あ
り
、
時
期
は
英
国
財
務
省
（H

er M
ajesty ’s T

reasury 

（H
M

T

））
の
指
令
次
第
で
あ
る
。

2
．S

enior M
anegem

ent R
egim

e

と
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
最
新
の
政
策
│
管
轄
権
の
戦
略
な
ど
│

Ｐ
Ｒ
Ａ
の
海
外
金
融
機
関
部
門
（O

verseas B
anks D

ivision
）
に
お
い
て
、
優
先
す
べ
き
事
項
と
し
て
四
つ
の
事
項
が
掲
げ
ら
れ
る
。

（
ⅰ
）
管
轄
権
の
戦
略
（Jurisdictional S

trategy

）、
支
店
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
（branch approach

、S
Y
S
C
 attestation

）、（
ⅱ
）G

overnance

、

S
enior M

anagers` R
egim

e

とnon E
E
A

支
店
へ
の
拡
大
、（
ⅲ
）
再
生
と
破
綻
処
理
（R

ecovery and R
esolution

）、
再
生
プ
ラ
ン
の

運
用
、
Ｅ
Ｕ
の
銀
行
再
生
・
破
綻
処
理
指
令
（
Ｂ
Ｒ
Ｒ
Ｄ
）
の
実
行
、
破
綻
処
理
に
関
す
る
母
国
監
督
当
局
と
の
連
携
、（
ⅳ
）
流
動
性

（L
iquidity

）、
流
動
性
カ
バ
レ
ッ
ジ
比
率
へ
の
変
化
（L

C
R
 transition

）。

二
八



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
〇
九
）

管
轄
権
の
戦
略
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
監
督
に
関
す
る
声
明
（S

upervisory S
tatem

ent S
S
10/14

）
を
発
出
し
、
国
際
的
銀
行
の
英
国

内
支
店
の
監
督
に
関
し
て
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
記
し
て
い
る

（
26
）

。
Ｅ
Ｅ
Ａ
支
店
の
場
合
は
母
国
の
監
督
が
及
ぶ
が
、non-E

E
A

支
店

に
つ
い
て
は
及
ば
な
い
た
め
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
監
督
す
る
こ
と
に
な
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
、non-E

E
A

国
の
新
た
な
支
店
に
つ
い
て
最
低
一
名
は

O
verseas B

ranch S
enior E

xecutive M
anager

と
し
て
承
認
さ
れ
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
支
店
開
設
を
認
可
す
る
場
合
、
金
融

機
関
が
企
業
全
体
と
し
て
英
国
内
の
所
要
の
条
件
（T

hreshold C
onditions

）
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
を
判
断
す
る
こ
と
に
な
る
。
法
的

な
単
体
と
し
て
は
扱
わ
な
い
。
母
国
の
監
督
機
関
と
の
監
督
機
能
の
分
割
を
図
る
こ
と
、
金
融
機
関
の
有
す
る
リ
ス
ク
選
好
度
（risk 

appetite

）
の
状
況
に
対
応
す
る
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
よ
り
も
企
業
価
値
向
上
の
視
点
か
ら
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
力
点
が
あ
る
と
い
え
る
。
管
轄
権
の
優
先
事
項
を
定
め
る
観
点
か
ら
も
、
政
策
の
実
施
（rolling out the policy

）
に

向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
の
調
整
が
必
要
と
な
る
。

Ⅵ 

．S
enior M

nagem
ent R

egim
e

に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
具
体
的
機
能
と
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
想
定
例
│
二
〇
一
五
年
二
月
Ｐ
Ｒ
Ａ
協
議
文
書
を
中
心
に
│

1
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
の
機
能
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
Ｆ
Ｃ
Ａ
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
最
新
の
協
議
文
書
で
あ
るC

onsultation P
aper F

C
A
 C

P
15/5 P

R
A
 

C
P
7/15 ”

（
二
〇
一
五
年
二
月
）
を
み
て
い
き
た
い
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
機
能
と
行
動
規
則
に
関
し
て
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
制
裁
）

の
科
さ
れ
る
べ
き
具
体
的
想
定
例
等
が
示
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
視
点
か
ら
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
以
下
のS

enior M
anagem

ent

の
各
機
能
（S

enior M
anagem

ent F
unctions S

M
F
s

）
毎
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ

二
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
一
〇
）

の
関
わ
る
責
任
を
定
め
る
。（
ⅰ
）
取
締
役
会
会
長
（S

M
F
9

）、（
ⅱ
）
リ
ス
ク
委
員
会
委
員
長
（S

M
F
10

）、（
ⅲ
）
監
査
委
員
会
委
員
長

（S
M

F
11

）、（
ⅳ
）
報
酬
委
員
会
委
員
長
（S

M
F
12

）、（
ⅴ
）
報
酬
委
員
会
委
員
長
（S

M
F
12

）、（
ⅵ
）
独
立
上
級
取
締
役
（S

M
F
13

）。（
ⅶ
）

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
視
点
か
ら
全
て
の
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
共
通
す
る
機
能
。

（
ⅲ
）
に
つ
い
て
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
のS

Y
S
C
6.2

（Internal audit

）
に
従
い
内
部
監
査
機
能
の
誠
実
さ
と
独
立
性
を
確
保
か
つ

監
視
す
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
私
見
で
あ
る
が
、
内
部
監
査
機
能
が
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
執
行
側
に
属
し
て
報
告
す
る
体
制
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
前
提
に
あ
り
、
こ
の
た
め
業
務
や
人
事
面
に
お
け
る
Ｃ
Ｅ
Ｏ
か
ら
の
独
立
性
な
ど
を
求
め
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。
内
部
監
査
部

は
Ｃ
Ｅ
Ｏ
ラ
イ
ン
、
監
査
委
員
会
と
連
携
あ
る
い
は
補
助
職
と
な
る
こ
と
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
や
監
査
委
員
会
か
ら
も
独
立
し
た
体
制
と
す
る
な
ど

が
想
定
で
き
る
が
、
誠
実
性
や
独
立
性
自
体
は
ど
の
連
携
体
制
に
お
い
て
も
重
要
と
な
ろ
う
。（
ⅳ
）
に
つ
い
て
は
、
金
融
危
機
以
降
議

論
が
継
続
し
、
直
近
で
は
Ｅ
Ｕ
の
プ
ル
ー
デ
ン
ス
（
健
全
性
）
規
制
で
あ
る
Ｃ
Ｒ
Ｄ
4
指
令
（C

apital R
equirem

ents D
irective IV

）
の
改

訂
版
（
二
〇
一
五
年
三
月

（
27
）

）
と
Ｆ
Ｒ
Ｃ
（
財
務
報
告
評
議
会 F

inancial R
eporting C

ouncil

）
に
よ
るT

he U
K
 C

orporate G
overnance 

C
ode

（S
eptem

ber 2014

）
の
間
で
運
用
面
の
意
見
が
相
違
し
た
こ
と
も
あ
り
、
改
め
て
関
心
が
深
ま
っ
て
い
る
。（
ⅴ
）
は
上
級
独
立
取

締
役
と
し
て
個
人
の
業
績
評
価
を
率
先
し
、
経
営
陣
と
の
連
絡
・
調
整
や
監
査
委
員
会
と
の
連
携
に
係
る
体
制
整
備
を
図
る
こ
と
が
記
載

さ
れ
る
。（
ⅵ
）
はS
Y
S
C
6.1.

（C
om

pliance

）
に
従
っ
て
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
機
能
の
誠
実
さ
と
独
立
性
を
確
保
か
つ
監
視
す
る
。
内

部
告
発
（w

histleblow
ing

）
お
よ
び
告
発
し
た
ス
タ
ッ
フ
を
有
害
な
取
扱
い
（detrim

ental treatm
ent

）
か
ら
守
る
こ
と
に
つ
い
て
、
企
業

の
方
針
と
手
続
き
の
独
立
性
お
よ
び
有
効
性
を
確
保
か
つ
監
視
す
る
。

2
．S
enior M

nagem
ent R

egim
e

に
お
け
る
銀
行
の
融
資
管
理
等
の
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
想
定
例

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お
い
て
、
潜
在
的
に
制
裁
（sanction

）
の
科
さ
れ
る
想
定
例
が
示
さ
れ
る
。（
イ
）
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
第
一

三
〇



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
一
一
）

義
的
に
制
裁
が
科
さ
れ
る
場
合
。（
ⅰ
）S

Y
S
C
7.1.18R

（2

）
の
違
反
例
と
し
て
、
リ
ス
ク
委
員
会
が
業
務
執
行
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
行
う

リ
ス
ク
戦
略
の
履
行
を
監
視
す
る
場
合
、
リ
ス
ク
選
好
（risk appetite

）
に
関
し
て
取
締
役
会
に
ア
ド
バ
イ
ス
も
支
援
も
行
わ
な
か
っ
た

こ
と
が
専
門
家
に
よ
る
検
証
（S

killed P
ersons R

eview

）
で
曝
か
れ
た
と
き
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
リ
ス
ク
委
員
会
委
員
長
に
対
す
る
制
裁
を
科

す
理
由
が
あ
る
か
、
第
一
義
的
に
検
討
を
行
う
。（
ⅱ
）S

Y
S
C
19A

.3.12R

（4

）
の
違
反
例
と
し
て
、
取
締
役
会
の
効
率
性
評
価
を
行
う

場
合
、
報
酬
委
員
会
が
報
酬
に
関
し
て
何
ら
決
定
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
発
見
し
た
場
合
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
報
酬
委
員
会
の
委
員

長
に
対
す
る
制
裁
を
科
す
理
由
が
あ
る
か
、
第
一
義
的
に
検
討
を
行
う
。
近
年
欧
米
で
議
論
さ
れ
て
い
る
取
締
役
会
評
価
（B

oard 

E
ff ectiveness R

eview

）
の
観
点
か
ら
、
報
酬
委
員
会
委
員
長
の
責
任
を
問
題
と
し
て
い
る
。（
ⅲ
）
議
長
（C

hairm
an

）
と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
は
、

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
観
点
か
ら
、
極
端
に
支
配
力
を
強
め
た
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
対
し
て
重
大
な
関
心
が
有
す
る
が
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
監
督
当
局
か
ら
こ

の
問
題
は
扱
わ
れ
ず
、
議
論
も
さ
れ
て
い
な
い
。

私
見
で
あ
る
が
、
一
般
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
趣
旨
の
一
つ
は
、
健
全
性
・
違
法
性
お
よ
び
効
率
性
の
面
か
ら
経
営
陣
の
独
走
を
許
さ
な
い

こ
と
に
あ
る
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
議
論
は
戦
略
面
の
監
視
に
も
視
点
が
あ
り
、
消
極
面
の
規
制
に
の
み
焦
点
を
当
て
て
い
る
も
の
で
は
な
い
こ

と
を
示
し
て
い
よ
う
。

（
ロ
）
業
務
執
行
上
級
役
員
（E

xecutive S
enior M

anagers
）
に
第
一
義
的
に
制
裁
が
科
さ
れ
る
場
合
。（
ⅰ
）
当
該
金
融
機
関
が
主
要

業
務
に
お
い
て
、
繰
り
返
し
リ
ス
ク
の
限
界
を
超
え
た
運
営
を
行
い
、
大
き
な
損
失
が
生
じ
、
資
本
充
実
要
件
を
充
足
で
き
な
く
な
っ
た

場
合
、
リ
ス
ク
の
限
界
に
つ
い
て
は
リ
ス
ク
委
員
会
と
取
締
役
会
が
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は
第
一
義
的
に
業
務
執
行
上
級
役

員
に
制
裁
を
科
す
だ
け
の
理
由
が
あ
る
か
、
検
討
す
る
こ
と
に
な
る
。
業
務
執
行
上
級
役
員
と
し
て
は
主
要
業
務
部
門
の
経
営
ト
ッ
プ
、

チ
ー
フ
・
リ
ス
ク
オ
フ
ィ
サ
ー
が
含
ま
れ
る
。
か
か
る
面
の
違
反
が
あ
る
場
合
、
取
締
役
会
と
リ
ス
ク
委
員
会
に
報
告
さ
れ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
は

三
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
一
二
）

取
締
役
会
と
リ
ス
ク
委
員
会
が
こ
の
問
題
を
従
前
に
議
論
し
、
し
か
る
べ
き
助
言
を
行
っ
て
い
た
か
を
調
査
す
る
。
非
業
務
執
行
取
締
役

（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
と
異
な
り
、
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｅ
Ｄ
）
の
み
な
ら
ず
、
業
務
執
行
を
担
う
オ
フ
ィ
サ
ー
な
ど
マ
ネ
ジ
ャ
ー
層
が
広
く
該
当
し
、

適
切
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
戦
略
を
担
う
責
任
者
で
あ
る
チ
ー
フ
・
リ
ス
ク
・
オ
フ
ィ
サ
ー
も
業
務
執
行
側
に
属
す
る
。
他
方
リ
ス
ク
委
員
会

は
リ
ス
ク
部
門
の
監
視
を
担
い
、
取
締
役
と
し
て
非
業
務
執
行
側
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
属
す
る
図
式
と
い
え
よ
う
。

（
ⅱ
）
新
し
い
、
リ
ス
ク
の
大
き
い
融
資
案
件
を
上
程
し
て
取
締
役
会
の
承
認
を
得
ん
と
す
る
場
合
、
業
務
執
行
上
級
役
員
が
不
完
全

で
ミ
ス
リ
ー
ド
さ
せ
る
よ
う
な
経
営
管
理
面
の
情
報
を
取
締
役
会
へ
報
告
し
、
戦
略
面
の
リ
ス
ク
を
過
小
評
価
（dow

nplay

）
さ
せ
て
し

ま
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
こ
の
問
題
に
対
し
て
融
資
に
否
定
的
あ
る
い
は
疑
問
を
挟
む
質
問
を
遮
り
（suppress

）、
結
果
と

し
て
融
資
戦
略
は
承
認
さ
れ
た
が
、
六
ヶ
月
後
に
早
く
も
当
局
の
多
く
の
規
制
に
違
反
す
る
よ
う
に
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
融
資
局
面
に

お
い
て
リ
ス
ク
の
存
在
を
見
抜
け
ず
、
融
資
金
額
が
巨
額
で
あ
る
た
め
、
償
還
不
可
能
あ
る
い
は
延
滞
、
延
滞
回
避
の
た
め
の
融
資
期
限

延
長
な
ど
の
条
件
変
更
に
よ
り
、
当
該
銀
行
自
体
の
基
盤
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
債
権
管
理
上
の
問
題
を
生
じ
る
場
合
が
想
定
さ
れ
て
い

よ
う
。（
ⅲ
）
外
部
委
託
（outsource

）
の
合
意
の
下
、
経
営
陣
が
第
三
者
の
行
う
サ
ー
ビ
ス
条
項
の
モ
ニ
タ
ー
を
怠
り
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ

ナ
ル
リ
ス
ク
の
具
現
化
（crystallising

）
を
招
い
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

Ｕ
Ｂ
Ｓ
事
件
は
（
イ
）（
ⅰ
）
あ
る
い
は
（
ロ
）（
ⅱ
）
の
想
定
例
に
類
似
す
る
が
、
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
お
い
て
前
任
者
が
引
き
起
こ
し
た
業
績
悪

化
の
引
継
ぎ
後
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
に
関
す
る
評
価
・
見
直
し
の
責
任
を
問
題
と
す
る
点
で
特
徴
的
と
い
え
よ
う
。
個
人
の

行
っ
た
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
是
非
を
問
題
と
す
る
点
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
に
お
け
る
経
営
面
の
妥
当
性
に
関
わ
る
事
例
と
思
料
さ
れ
る
。
敗
訴
を
受
け

Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
策
定
し
た
と
す
れ
ば
、
将
来
の
同
種
事
案
の
再
発
の
場
合
に
て
、（
ロ
）（
ⅱ
）
の
想
定
例
を
も
っ
て
責
任

追
及
を
図
り
対
処
せ
ん
と
す
る
の
か
、
引
き
続
き
研
究
対
象
と
し
た
い
。

三
二



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
一
三
）

3
．
二
〇
一
五
年
二
月
Ｆ
Ｃ
Ａ
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
お
け
る
非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
役
割
と
責
任

Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
役
割
と
責
任
に
関
し
て
、
更
に
Ｆ
Ｃ
Ａ
か
ら
二
〇
一
五
年
二
月C
ode of C

onduct

（
行
動
規
範
）
に
関
す
る
最
新
の
ガ
イ
ダ

ン
ス
（F

C
A
 C

P
15/5

）
が
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
行
動
規
則
は
ル
ー
ル
と
称
し
つ
つ
九
項
目
と
少
な
く
、
他
方C

ode of C
onduct

の
ガ
イ
ダ
ン
ス
規
定
は
、
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
は
当
然
で
も
あ
ろ
う
が
、
コ
ー
ド
と
称
し
つ
つ
も
詳
細
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
プ
リ
ン
シ

プ
ル
ベ
ー
ス
、C

om
ply or E

xplain

の
ア
プ
ロ
ー
チ
な
ど
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
変
容
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
よ
う
。

（
1
）　

非
業
務
執
行
取
締
役
の
一
般
的
役
割
と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
二
〇
一
四
（
Ｆ
Ｒ
Ｃ
）　

Ｆ
Ｃ
Ａ
ガ
イ
ダ
ン
ス

のIntroduction

で
は
、
特
に
指
名
委
員
会
委
員
長
、
取
締
役
会
会
長
の
役
割
を
担
う
Ｎ
Ｅ
Ｄ
等
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
の

Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
関
す
る
見
解
は
英
国
会
社
法
（
二
〇
〇
六
年
改
正
）、
統
合
コ
ー
ド
（C

om
bined C

ode

）
と
も
整
合
性
を
有
す
る
旨
が
規
定
さ
れ

て
い
る
。
上
場
規
則
等
の
策
定
を
担
う
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
、
会
社
法
上
の
取
締
役
の
義
務
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
策
定
のT

he U
K
 C

orporate 

G
overnance C

ode 

（S
eptem

ber 2014 （
28
）

）
と
の
一
体
性
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
（
二
〇
一
四
）
に
お
け

る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
内
容
に
関
し
て
は
別
稿
に
お
い
て
考
察
し
て
き
た

（
29
）

。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
一
般
的
役
割
（the general role

）
と
し
て
実
効
性
あ
る
監
視
を
行
い
、
異
議
を
唱
え
挑
戦
す
る
よ
う
に
促
す
こ
と
、
戦
略
面

の
提
案
を
進
展
さ
せ
る
上
で
手
助
け
を
す
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
責
任
に
含
ま
れ
る
内
容
と
し
て
、
取
締
役
会
や
委
員
会
の

会
合
と
議
論
に
参
加
し
て
貢
献
す
る
こ
と
。
全
体
と
し
て
の
取
締
役
会
等
の
意
思
決
定
に
加
わ
り
、
投
票
や
情
報
提
供
、
異
議
を
挟
む
こ

と
も
含
ま
れ
る
。
ま
た
意
思
決
定
な
ど
を
行
う
上
で
十
分
且
つ
適
切
な
情
報
を
事
前
に
受
け
て
い
る
こ
と
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
他
の
役
割
と
し
て
、
合
意
を
み
た
目
標
等
の
達
成
に
関
し
て
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
業
績
を
吟
味
し
、
業
績
報
告
を
モ
ニ
タ
ー
す

る
こ
と
。
財
務
上
の
情
報
の
信
頼
性
（integrity

）
に
つ
い
て
納
得
す
る
こ
と
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
か
か
る
財
務
面
の
内
部
統
制

三
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
一
四
）

が
強
固
で
（robust

）
防
御
的
で
あ
る
こ
と
。
報
酬
に
関
す
る
方
針
の
設
計
と
実
行
を
吟
味
す
る
こ
と
。
企
業
行
動
の
基
準
、
任
命
、
資

源
に
関
し
て
客
観
的
な
見
解
を
提
供
す
る
こ
と
。
経
営
者
の
承
継
計
画
（succession planning

）
に
関
与
す
る
こ
と
。

私
見
で
あ
る
が
、
戦
略
提
案
等
の
面
で
の
助
力
と
な
る
こ
と
、
取
締
役
会
や
委
員
会
の
意
思
決
定
や
議
論
に
加
わ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
お
り
、
我
が
国
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
（
原
案
）
の
目
的
七
）
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
。

後
継
者
の
プ
ラ
ニ
ン
グ
に
つ
い
て
も
補
充
原
則
四
│
一
③
に
記
述
が
あ
る
。

（
2
）　

指
名
委
員
会
の
委
員
長
と
し
て
の
非
業
務
執
行
取
締
役
の
役
割　

行
動
面
の
規
制
官
庁
で
あ
る
Ｆ
Ｃ
Ａ
に
お
い
て
、
指
名
委
員

会
委
員
長
と
し
て
以
下
の
責
任
が
加
わ
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
十
分
な
回
数
を
持
っ
て
頻
繁
に
指
名
委
員
会
の
会
合
を
開
催
す
る

こ
と
。
適
切
な
場
所
で
業
務
の
促
進
を
促
す
（challenge

）、
オ
ー
プ
ン
で
包
括
的
な
（inclusive

）
議
論
を
育
む
（foster

）
こ
と
。
指
名

委
員
会
が
時
間
と
注
意
を
権
限
内
の
事
項
に
集
中
す
る
よ
う
に
図
る
こ
と
。
指
名
委
員
会
と
委
員
が
必
要
な
情
報
を
持
つ
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
手
助
け
す
る
こ
と
。
委
員
会
の
行
動
を
取
締
役
会
に
報
告
す
る
こ
と
。
業
務
執
行
役
員
を
監
視
す
る
上
で
指
名
委
員
会
の
独
立
性

を
確
保
す
る
こ
と
。

指
名
委
員
会
委
員
長
は
、
指
名
委
員
会
に
関
す
るS

Y
S
C
4.3.A

（F
inancial C

onduct A
uthority H

andbook

）、
委
員
会
に
関
連
す
る
人

物
に
向
け
たS

Y
S
C
4.3.A

.8R

、S
Y
S
C
4.3.A

.9R

の
要
件
事
項
の
遵
守
を
確
保
す
る
た
め
合
理
的
な
手
順
を
踏
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
30
）

。

こ
の
中
に
は
、
リ
ス
ク
戦
略
、
戦
略
目
標
な
ど
の
承
認
と
監
視
、
財
務
お
よ
び
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
含
む
会
計
・
財

務
の
報
告
体
制
の
信
頼
性
確
保
、S

enior M
anagem

ent

の
効
率
性
の
監
視
、
開
示
と
対
話
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
調
整
を
モ
ニ
タ
ー
し
て
定

期
的
に
評
価
す
る
こ
と
等
も
含
ま
れ
る
（S

Y
S
C
4.3A

.1R

）。

（
3
）　

非
業
務
執
行
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
の
役
割
に
関
す
る
全
般
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）　

Ｆ
Ｃ
Ａ
に
よ
れ
ば
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
は
Ｅ
Ｄ

三
四



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
一
五
）

と
同
じ
方
法
で
企
業
の
運
営
を
担
う
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
狭
い
視
野
で
説
明
責
任
を
担
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
て
お
り
、
Ｅ
Ｄ
の
担

う
責
任
を
要
求
も
期
待
も
さ
れ
な
い
。
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
を
有
す
る
上
級
管
理
職
者
と
し
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
規
律
に
従
う
Ｎ
Ｅ
Ｄ
、
あ
る
い
は

S
olvency

Ⅱ
金
融
機
関
と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
うA

pproved P
ersons

は
各
制
度
に
お
け
る
責
任
を
別
途
担
っ
て
お
り
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
に

よ
れ
ば
各
制
度
と
適
用
は
会
議
体
と
し
て
の
意
思
決
定
原
則
の
あ
り
方
と
も
整
合
性
を
有
す
る
。

Ｆ
Ｃ
Ａ
が
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
期
待
す
る
注
意
、
技
能
、
勤
勉
さ
（care, skill and diligence

）
の
基
準
は
、
能
力
を
備
え
た
合
理
的
で
勤
勉
な

個
人
（a reasonably diligent person

）
に
期
待
さ
れ
る
水
準
と
同
じ
も
の
と
な
ろ
う
。
具
体
的
に
は
全
般
的
な
（general

）
知
識
、
技
能
、

経
験
の
保
有
が
機
能
を
果
た
す
上
で
合
理
的
に
期
待
し
う
る
内
容
と
な
る
。F

C
A
 H

andbook

の
基
準
（
特
に
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｎ
（the C

ode of 

C
onduct sourcebook

）、
Ｄ
Ｅ
Ｐ
Ｐ
（D

ecision P
rocedure and P

enalties M
anual 

（H
andbook

）））
を
充
足
し
て
い
る
こ
と
、
当
該
Ｎ
Ｅ
Ｄ

が
現
実
に
有
す
る
全
般
的
な
知
識
、
技
能
、
経
験
も
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
前
提
で
合
理
的
な
個
人
が
能
力
を
発
揮
す
る
場
合
に
期
待
さ
れ
る
水
準
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
当
然
備
え
て
お
く
べ
き
、
注
意
義
務

の
分
水
嶺
と
な
る
注
意
、
技
能
、
勤
勉
さ
の
基
準
と
な
ろ
う
か
。
主
観
的
内
容
も
含
み
、
実
際
に
はF

C
A
 H

andbook

（the C
ode of 

C
onduct

）
の
基
準
に
準
拠
す
る
も
の
と
み
ら
れ
、
コ
ー
ド
で
あ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
恣
意
性
も
入
り
込
み
や
す
く
、
ま
た
内
容
の
追
加
も
容

易
で
あ
ろ
う
。Ⅶ

．S
enior M

nagem
ent R

egim
e

に
み
る
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
法
規
範
化

1
．
問
題
意
識
│
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
あ
り
方
│

Ｓ
Ｍ
Ｒ
へ
の
転
換
に
お
い
て
は
許
容
さ
れ
る
推
定
、
刑
罰
規
定
が
導
入
さ
れ
、
行
動
規
則
と
し
て
ル
ー
ル
の
文
言
が
用
い
ら
れ
る
な
ど
、

三
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
一
六
）

こ
れ
ま
で
の
英
国
の
コ
ー
ド
規
範
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と
の
整
合
性
・
一
貫
性
が
論
点
と
し
て
残
る
。
コ
ー
ド
を
会
社
法
改
正
と
合

わ
せ
て
ガ
バ
ン
ナ
ン
ス
改
革
の
柱
と
据
え
る
我
が
国
改
革
の
方
向
性
に
も
関
連
す
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
あ
り
方

（
31
）

、
発
展
形
態
も
踏
ま
え
て

考
察
を
深
め
た
い
。

2
．C

om
ply or E

xplain

の
法
規
範
化
と
Ｅ
Ｕ
の
取
り
組
み

C
om

ply or E
xplain

の
法
規
範
化
に
関
し
て
、
Ｅ
Ｕ
指
令
（2006/46/E

C

）
は
Ｅ
Ｕ
規
制
市
場
の
上
場
会
社
に
つ
き
適
用
す
る

Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
開
示
、C

om
ply or E

xplain

の
法
的
義
務
化
を
図
る
。
我
が
国
も
取
引
所
上
場
規
則
と
し
てC

om
ply or E

xplain

の
義
務

を
規
範
化
し
、
違
反
に
は
取
引
所
の
制
裁
な
ど
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
科
す
と
し
、C

om
ply or E

xplain

一
般
の
考
え
方
と
相
違
も

あ
る
。
英
国
・
Ｅ
Ｕ
で
は
意
味
の
あ
る
説
明
（m

eaningful explanation

）
に
向
け
た
取
り
組
み
が
改
善
努
力
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
当
該

会
社
が
採
択
し
た
解
決
策
を
説
得
力
を
も
っ
て
説
明
し
、
解
決
策
に
よ
り
生
じ
得
る
リ
ス
ク
解
消
の
緩
和
措
置
、
コ
ー
ド
規
定
の
遵
守
レ

ベ
ル
向
上
措
置
に
つ
い
て
も
企
業
の
分
析
が
求
め
ら
れ
る
。

3
．S

enior M
nagem

ent R
egim

e

に
お
け
る
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
形
成
│
社
外
取
締
役
を
置
く
こ
と
の
不
相
当
性
に

係
るC

om
ply or E

xplain

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
│

英
国
に
お
い
て
は
、Jyon P

ottage

事
件
の
司
法
判
断
が
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
枠
組
み
に
影
響
を
及
ぼ
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
策
定
へ

変
容
す
る
中
で
、
行
動
規
則
と
い
う
ル
ー
ル
化
の
内
容
が
示
さ
れ
る
。
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
主
体
の
コ
ー
ド
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
し
て
の

性
格
と
の
整
合
性
が
今
後
議
論
と
な
ろ
う
。

ケ
ー
ス
ロ
ー
を
経
て
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
へ
の
流
れ
を
示
し
て
い
る
。
通
常
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
を
補
完
す
る
内
容
と
し
て
柔

軟
な
対
応
が
可
能
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
が
策
定
さ
れ
、
司
法
判
断
と
し
て
ケ
ー
ス
ロ
ー
が
積
み
上
が
る
と
こ
ろ
、
英
国
の
動
き
は
逆
と
も
い
え

三
六



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
一
七
）

る
。
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
果
た
す
役
割
が
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
、
法
制
化
の
動
き
に
繋
が
り
つ
つ
あ
る
（
松
嶋
隆
弘
教
授
・
弁
護
士

（
32
）

）。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
へ
の
変
革
は
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
形
成
モ
デ
ル
を
実
証
す
る
事
象
と
も
思
料
さ
れ
る
。

我
が
国
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
な
ら
び
に
Ｓ
Ｗ
Ｃ
に
お
い
て
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
一
つ
にC

om
ply or E

xplain

原
則
が
示
さ
れ
る
。
ハ
ー

ド
ロ
ー
で
あ
る
二
〇
一
四
年
改
正
会
社
法
に
も
社
外
取
締
役
を
置
く
こ
と
の
不
相
当
性
に
係
るC

om
ply or E

xplain

が
規
定
さ
れ
る

（
会
社
法
三
二
七
条
の
二
、
会
社
法
施
行
規
則
一
二
四
条
二
項
、
会
社
法
施
行
規
則
七
四
四
条
の
二
第
一
項
・
二
項
）。
他
方
、
日
本
版
コ
ー
ド
で
は

上
場
会
社
は
独
立
社
外
取
締
役
を
二
名
以
上
選
任
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
自
主
的
に
三
分
の
一
以
上
の
独
立
社
外
取
締
役
の
選
任
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
上
場
会
社
は
取
組
み
方
針
を
開
示
す
べ
き
こ
と
を
内
容
と
す
る
コ
ー
ド
原
則
四
│
八
が
提
示
さ
れ
る
。
社
外
取
締
役
が

存
在
し
な
い
会
社
の
説
明
義
務
に
つ
い
て
、C
om

ply or E
xplain

原
則
の
不
遵
守
に
つ
い
て
は
直
接
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
規
定

は
現
時
点
で
存
在
し
な
い
が
、
事
実
上
の
強
制
と
し
て
東
証
が
修
正
を
迫
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
将
来
的
に
は
法
制
度
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
こ
と
が
東
証
役
員
か
ら
繰
り
返
し
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
33
）

。
英
国
同
様
に
ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
ハ
ー
ド
ロ
ー
へ
の
現
実
の
動
き
と
い
え
る
。
鍵

を
握
る
の
は
コ
ー
ド
に
関
す
る
ケ
ー
ス
ロ
ー
と
し
て
の
今
後
の
司
法
判
断
に
も
依
拠
し
よ
う
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
た
め
現
時
点
で
は
英

国
と
異
な
り
コ
ー
ド
規
定
に
サ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
織
り
込
ま
れ
ず
、
直
ち
に
司
法
判
断
を
求
め
る
局
面
は
考
え
難
い
も
の
の
、
不
遵
守
状
態

が
継
続
し
て
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
す
る
と
な
れ
ば
、
そ
の
過
程
で
司
法
判
断
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
も
想
定
で
き
る
。

4
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

と
二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
一
七
二
条
の
一
般
的
義
務
の
符
合

二
〇
〇
六
年
英
国
会
社
法
（U

K
 C

om
panies A

ct

）
第
二
章
で
は
信
認
義
務
と
注
意
義
務
を
含
め
、
会
社
の
成
功
を
促
す
べ
き
義
務

（S
ection172

）
と
し
て
取
締
役
の
一
般
的
義
務
（general duties

）
を
規
定
す
る
。
取
締
役
に
期
待
さ
れ
る
注
意
、
技
能
お
よ
び
勤
勉
の
程

度
は
、
合
理
的
に
期
待
し
て
よ
い
一
般
的
な
知
識
と
当
該
取
締
役
が
有
す
る
一
般
的
な
知
識
、
能
力
お
よ
び
経
験
を
合
わ
せ
る
。
合
理
的

三
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
一
八
）

な
注
意
、
能
力
、
努
力
を
行
使
す
る
義
務
はA

pproved P
ersons

に
対
す
るP

rinciples and C
ode

、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
関
す
る
行
動
規
則
と

符
合
す
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
要
求
水
準
も
主
観
的
・
客
観
的
の
両
面
か
ら
構
築
さ
れ
て
い
こ
う
。

英
国
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
関
す
るP

rinciples and C
ode

な
ら
び
に
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
関
す
るC

onduct R
ules

は
英
国
進
出
現
地
法
人
も
規
制
対
象

と
な
り
、
金
融
機
関
等
に
お
け
る
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
論
功
行
賞
人
事
の
見
直
し
も
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
は
全
社
的

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
あ
る
い
は
内
部
統
制
体
制
を
敷
い
て
お
り
、
子
会
社
を
巡
る
動
向
を
通
じ
て
本
社
の
人
事
制
度
改
革
に
向

け
た
域
外
適
用
的
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
と
も
な
ろ
う
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
制
度
展
開
は
監
査
委
員
会
等
設
置
会
社
に
お
け
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
中
心
の
改

革
に
も
通
じ
る
。
社
外
取
締
役
の
社
外
要
件
な
ど
法
文
に
書
き
込
ま
れ
る
形
式
面
の
厳
格
化
と
合
わ
せ
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
主
体
に
ガ
バ
ナ
ン
ス

改
革
を
進
め
る
上
で
実
質
面
か
ら
の
必
要
条
件
に
も
な
り
得
る
。

5
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
異
質
性
、
注
意
義
務
の
二
重
の
基
準

Ａ
Ｐ
Ｒ
お
よ
び
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
、
英
国
の
コ
ー
ド
展
開
に
お
い
て
形
成
さ
れ
た
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
概
念
形
成
の
系
譜
に
あ
る
と
い
え
、
親
和
性
・
共

通
性
を
有
す
る
が
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
止
ま
ら
ず
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
監
督
下
に
あ
る
金
融
機
関
の
適
用
対
象
を
中
下
層
経
営
層
、
従
業
員
層
に

拡
大
せ
ん
と
す
る
点
で
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
関
わ
る
議
論
と
は
異
な
る
。
上
場
企
業
の
中
の
金
融
機
関
向
け
の
上
乗
せ
基
準
と
い
え
る
。
内
容
面

で
も
不
定
形
さ
を
増
す
な
ど
裁
量
の
余
地
が
増
え
て
変
質
化
し
つ
つ
あ
り
、
規
制
当
局
の
適
用
面
の
恣
意
性
は
増
大
す
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
特
質
を
基
本
的
に
は
引
き
継
ぎ
、
対
象
を
拡
大
す
る
。
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
強
化
し
た
形
態
と
い
え
、
ソ
フ

ト
ロ
ー
の
発
展
に
お
け
る
ル
ー
ル
化
が
進
展
し
た
段
階
と
い
え
る
が
、
そ
の
実
、
コ
ー
ド
の
柔
軟
性
も
残
し
、
恣
意
的
適
用
余
地
の
拡
大

の
可
能
性
な
ど
を
包
含
し
て
い
る
。
英
国
会
社
法
の
注
意
義
務
の
二
重
の
基
準
ル
ー
ル
と
の
関
係
で
は
、
ル
ー
ル
化
が
進
む
と
再
度
、
客

観
的
基
準
の
機
能
が
強
ま
る
方
向
性
も
考
え
ら
れ
る
。
従
前
は
主
観
的
基
準
の
補
完
の
た
め
客
観
的
基
準
が
有
用
と
さ
れ
た
が

（
34
）

、
取
締
役

三
八



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
一
九
）

の
専
門
性
、
能
力
の
内
容
が
具
体
的
に
示
さ
れ
、
取
締
役
の
認
識
を
基
準
に
判
断
す
る
こ
と
で
主
観
的
基
準
に
よ
り
判
断
基
準
の
実
質
的

引
き
上
げ
が
図
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

改
正
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
に
お
い
て
はS

enior M
anagers

の
不
注
意
な
経
営
の
誤
り
（reckless m

isconduct

）
に
対
す
る
刑
事
罰
則
規

定
（
三
六
条
）
が
創
設
さ
れ
る
。
以
下
の
内
容
に
よ
り
、S

enior M
anagers

が
金
融
機
関
を
破
綻
さ
せ
る
決
定
に
関
与
し
た
こ
と
が
要

件
と
な
る
。（
ａ
）
か
か
る
決
定
を
行
い
、
あ
る
い
は
同
意
し
た
こ
と
。（
ⅰ
）
グ
ル
ー
プ
の
事
業
の
遂
行
が
こ
れ
に
よ
っ
て
決
ま
る
意
思

決
定
で
あ
る
こ
と
。（
ⅱ
）
か
か
る
決
定
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
た
の
に
防
が
な
か
っ
た
こ
と
。（
ｂ
）
意
思
決
定
時
に
お
い
て
、
決
定
が
遂

行
さ
れ
れ
ば
グ
ル
ー
プ
企
業
の
破
綻
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
た
こ
と
。（
ｃ
）
全
て
の
状
況
を
考
慮
し
て
、

S
enior M

anagers

の
行
動
が
決
定
に
関
し
て
当
然S

enior M
anager

に
合
理
的
に
期
待
さ
れ
る
水
準
を
下
回
っ
た
こ
と
。（
ｄ
）
意
思

決
定
が
グ
ル
ー
プ
企
業
の
破
綻
を
引
き
起
こ
し
た
こ
と
。（
ｃ
）
は
、
主
観
的
基
準
と
い
う
よ
り
も
合
理
的
にS

enior M
anager

に
期
待

さ
れ
る
客
観
的
基
準
と
い
え
よ
う
。（
ｄ
）
結
果
的
に
損
害
が
生
じ
た
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
結
果
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
こ
と
に

も
な
る
。
両
罰
規
定
が
存
在
す
る
場
合
も
、
実
際
に
は
集
団
的
意
思
決
定
の
壁
、
経
営
判
断
原
則
に
よ
る
免
責
、
あ
る
い
は
軽
い
サ
ン
ク

シ
ョ
ン
に
留
ま
る
な
ど
の
こ
れ
ま
で
の
個
人
責
任
追
及
の
弱
さ
を
克
服
す
る
も
の
と
い
え
る
が
、
客
観
的
基
準
と
称
し
て
もreasonably

の
内
実
を
誰
が
判
断
す
る
か
、
正
し
く
今
後
の
ケ
ー
ス
ロ
ー
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
自
発
的
な
（
当
局
に

よ
る
修
正
で
も
あ
る
）、
発
展
・
変
容
に
繋
が
る
も
の
と
な
ろ
う
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
段
階
に
入
っ
た
場
合
に
お
け
る
ケ
ー

ス
ロ
ー
の
有
用
性
を
示
す
も
の
と
い
え
る
。

三
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
二
〇
）

Ⅷ
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

と
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
突
合

1
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

の
行
動
規
則
と
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
日
本
版
コ
ー
ド
に
つ
い
て
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
で
は
主
と
し
て
行
動
規
則
、
二
〇
一
五
年
二
月
Ｐ
Ｒ
Ａ
協
議
文
書
（F

C
A
 C

P
15/5 

P
R
A
 C

P
7/15 （

35
）

）
を
念
頭
に
置
き
、
内
容
面
の
突
合
を
図
り
た
い
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
行
動
規
則
で
は
、F

irst T
ier

の
4
．
に
お
い
て
顧
客
の
利
害
（interest of custom

ers

）
の
重
視
が
規
定
さ
れ
る
。
日
本
版

コ
ー
ド
基
本
原
則
二
と
共
通
す
る
。S

econd T
ier

の
6
．
で
はS

enior M
anagers

に
対
し
て
効
率
的
な
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（controlled 

eff ectively

）
が
規
定
さ
れ
、
基
本
原
則
三
と
共
通
す
る
。S

econd T
ier

の
9
．
で
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
対
す
る
開
示
が
述
べ
ら
れ
、

基
本
原
則
三
と
共
通
す
る
。
他
方
、F

irst T
ier

の
3
．
に
お
い
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
対
す
る
協
力
が
規
定
さ
れ
る
が
、
日
本
版
コ
ー

ド
に
は
見
当
た
ら
ず
、
代
わ
っ
て
基
本
原
則
五
が
あ
り
、
対
株
主
の
対
話
促
進
が
規
定
さ
れ
る
。
英
国
で
は
二
〇
〇
八
年
金
融
危
機
後
の

不
正
が
問
題
と
な
っ
た
経
緯
が
あ
り
、
強
調
さ
れ
た
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

行
動
規
則
に
お
け
る
一
．
誠
実
性
（integrity

）、
二
．
注
意
（care

）、
勤
勉
さ
（diligence

）、
五
．
市
場
行
動
（m

arket conduct

）、
七
．

コ
ン
プ
ラ
イ
（com

plies

）
の
用
語
も
直
接
に
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
二
．
ス
キ
ル
（skill

）
は
日
本
版
コ
ー
ド
原
則
四
│
一
四
（
取
締

役
・
監
査
役
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）
に
窺
え
る
。
八
．
委
託
（delegation
）
は
原
則
四
│
一
二
に
該
当
し
よ
う
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
乍
ら
ル
ー
ル
化

を
強
め
る
中
で
作
ら
れ
、
不
正
防
止
の
色
彩
も
残
す
英
国
行
動
規
則
と
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
促
す
日
本
版
コ
ー
ド
の
相
違
と
も
い
え
る
。

2
．
金
融
機
関
の
行
動
規
範
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
と
日
本
版
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

二
〇
一
五
年
二
月C

ode of C
onduct

（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
規
定
さ
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
役
割
と
責
任
は
、
銀
行
等
に
係
る
も
の

四
〇



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
二
一
）

で
あ
る
が
、
上
場
企
業
に
概
ね
妥
当
し
よ
う
。
業
務
執
行
の
効
率
性
に
係
る
内
容
が
少
な
く
な
く
、
日
本
版
コ
ー
ド
と
軌
を
一
に
す
る
部

分
も
あ
る
。
日
本
版
コ
ー
ド
は
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
参
考
と
し
共
通
項
目
が
増
加
す
る
の
は
当
然
と
も
い
え
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
一
般
的
役
割
と
し

て
戦
略
面
の
提
案
を
促
進
さ
せ
る
（develop proposals on strategy

）
役
割
、
効
率
的
な
監
視
と
異
議
を
述
べ
る
（eff ective oversight 

and challenge
）
役
割
、
取
締
役
会
、
委
員
会
の
意
思
決
定
に
参
画
す
る
義
務
も
規
定
さ
れ
る
。
企
業
価
値
最
大
化
を
念
頭
に
置
く
一
般

的
義
務
の
現
れ
で
あ
り
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
彷
彿
さ
せ
る
。

経
営
陣
の
業
績
評
価
に
つ
い
て
は
、
合
意
さ
れ
た
目
標
と
比
較
し
て
行
う
も
の
と
さ
れ
、
日
本
版
コ
ー
ド
原
則
四
│
三
に
該
当
す
る
。

報
酬
政
策
の
面
の
役
割
も
記
載
さ
れ
、
原
則
四
│
二
で
共
通
す
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｄ
が
適
切
な
報
告
を
受
け
る
こ
と
が
記
載
さ
れ
、
い
か
に
独
立
社
外
取
締
役
を
中
心
と
す
る
監
査
委
員
会
な
ど
に
情
報
を
集
中
す

る
か
、
企
業
内
の
報
告
体
制
が
意
識
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
レ
ポ
ー
テ
ィ
ン
グ
・
ラ
イ
ン
自
体
の
適
切
な
監
視
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い

る
。
日
本
版
コ
ー
ド
原
則
四
│
三
と
共
通
す
る
部
分
で
あ
る
。
改
め
て
財
務
情
報
の
誠
実
性
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
後
継
者
育
成
計
画

（succession planning

）
は
日
本
版
コ
ー
ド
四
│
一
③
と
共
通
す
る
。
金
融
機
関
の
対
象
者
が
Ａ
Ｐ
Ｒ
に
お
け
る
Ｓ
Ｉ
Ｆ
ｓ
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
お

け
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
個
人
責
任
を
担
う
旨
の
規
定
は
日
本
版
コ
ー
ド
に
は
な
い
。

Ⅸ
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

の
展
望
│
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
（
上
級
管
理
者
機
能
）
と
コ
ー
ド
展
開
の
試
論
│

1
．S
enior M

anagem
ent R

egim
e

と
英
国
コ
ー
ド
の
展
開
│
Ｎ
Ｅ
Ｄ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
へ
│

英
国
金
融
業
界
に
お
け
る
Ａ
Ｐ
Ｒ
創
設
、
更
に
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
変
革
は
英
国
の
コ
ー
ド
発
展
の
中
で
も
エ
ポ
ッ
ク
・
メ
イ
キ
ン
グ
な
制
度
改

革
で
あ
り
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
み
な
ら
ず
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
拡
大
し
た
考
察
が
重
要
と
な
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
ジ
レ
ン
マ
の
危
惧
、
規
制
当
局
の

四
一



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
二
二
）

恣
意
性
と
調
査
力
等
が
課
題
と
な
る
。
改
正
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
はm

anaging

と
は
当
該
金
融
機
関
に
お
け
る
決
定
あ
る
い
は
決
定
に
参

画
す
る
こ
と
と
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
み
な
ら
ず
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の
金
融
機
関
（other group entities

）
の
取
締
役
も
当
該
決
定
に
参
画
し
た

場
合
は
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
範
疇
に
該
当
し
て
個
人
責
任
を
担
う
こ
と
に
な
る
。

2
．S

enior M
anagem

ent R
egim

e

と
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
ジ
レ
ン
マ

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
関
し
て
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
行
政
処
分
な
ど
を
踏
ま
え
て
展
望
を
示
し
た
い

（
36
）

。

（
1
）　

主
要
な
三
つ
の
論
点
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
の
ジ
レ
ン
マ
の
危
惧　

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
か
ら
改
正
が
図
ら
れ
た
三
つ
の

主
な
論
点
と
し
て
、（
ⅰ
）
対
象
と
な
る
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
（
上
級
管
理
者
機
能
）
自
体
は
拡
大
す
る
一
方
、
狭
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
対
象
は
絞
り
込
ん

で
い
る
。（
ⅱ
）C

ertifi cation R
egim

e

で
は
、
説
明
責
任
と
し
て
事
前
に
自
社
が
行
っ
たC

ertifi cation

（
認
定
）
の
当
局
へ
の
提
出
が

求
め
ら
れ
る
。（
ⅲ
）
行
動
規
則
は
よ
り
厳
格
な
ル
ー
ル
化
が
図
ら
れ
、
広
い
適
用
が
特
徴
で
あ
る
。

広
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
全
体
で
み
れ
ば
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
よ
り
もJunior

な
経
営
陣
に
も
方
向
を
拡
大
し
て
コ
ー
ド
を
柔
軟
に
適
用
し
や
す
く
し
、

規
制
当
局
の
恣
意
性
も
増
す
一
方
で
、
規
制
側
は
監
視
対
象
が
広
が
る
こ
と
で
全
体
の
把
握
に
時
間
が
か
か
る
な
ど
デ
メ
リ
ッ
ト
も
発
生

す
る
の
で
は
な
い
か
。

狭
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
責
任
を
刑
罰
適
用
等
に
よ
り
特
に
厳
し
く
問
う
こ
と
に
な
り
、S

enior M
anagem

ent

の
能
力
に
本
来
は
値
す
る
人

間
で
あ
っ
て
もS

enior M
anagem

ent

と
し
な
い
と
い
う
企
業
側
の
対
応
も
予
想
さ
れ
る
。
有
能
な
人
材
が
出
世
で
き
な
い
デ
メ
リ
ッ

ト
と
人
件
費
抑
制
の
メ
リ
ッ
ト
が
並
存
す
る
。

S
enior M

anegem
ent

に
な
る
べ
き
人
材
が
多
い
ほ
ど
権
力
が
分
散
し
、
特
定
の
Ｃ
Ｅ
Ｏ
な
ど
の
権
限
集
中
化
を
防
止
で
き
る
機
能
も

あ
り
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
実
現
す
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
面
か
ら
必
ず
し
も
プ
ラ
ス
と
は
い
い
難
い
方
向
性
も
生
じ
得
よ
う
。

四
二



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
二
三
）

一
種
の
ジ
レ
ン
マ
と
な
る
。

ま
た
経
営
上
層
部
の
人
材
が
詰
ま
る
た
め
、
コ
ス
ト
面
で
は
健
全
な
経
営
、
財
務
面
改
善
が
期
待
で
き
る
一
方
、
社
員
の
士
気
が
下
が

り
、
内
部
が
腐
敗
す
る
可
能
性
も
潜
む
と
こ
ろ
で
あ
る
。S

enior M
anagem

ent

に
当
局
が
規
制
を
か
け
る
こ
と
で
悪
事
・
不
正
は
起
こ

り
に
く
い
が
、
反
面
で
大
胆
な
経
営
も
し
に
く
く
な
る
。
急
速
な
企
業
の
発
展
は
望
め
ず
、
成
長
は
持
続
的
で
は
あ
ろ
う
が
、
発
展
ス

ピ
ー
ド
は
遅
く
な
る
懸
念
も
あ
る
。
こ
れ
ま
た
ジ
レ
ン
マ
、
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
と
な
り
か
ね
な
い
。

（
2
）　

規
制
当
局
の
恣
意
性
と
調
査
力　

Ｓ
Ｍ
Ｒ
で
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
が
比
較
的
対
象
が
広
い
集
団
・
組
織
的
な
責
任
か
ら
、
個
人
に
ピ

ン
ポ
イ
ン
ト
で
説
明
責
任
を
追
及
す
る
こ
と
に
軸
足
を
移
し
て
金
融
規
制
を
強
め
る
。

こ
れ
ま
で
の
規
制
改
革
が
効
果
的
な
面
も
あ
り
、
一
層
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
で
、
個
人
責
任
を
問
う
手

法
が
不
十
分
で
結
局
は
当
局
の
追
及
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
規
制
を
強
化
し
た
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
よ
り
責
任
転
嫁
や
責
任
逃
れ
は
し

に
く
く
な
り
、
当
局
の
調
査
力
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
緩
や
か
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
強
硬
法
規
に
近
い
も
の
に
な
り
、
個
人

に
対
す
る
刑
罰
規
定
導
入
な
ど
ほ
ぼ
刑
法
的
色
彩
を
強
め
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
感
も
あ
る
。

プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
か
ら
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
へ
の
揺
り
戻
し
と
合
わ
せ
、
米
国
Ｆ
Ｃ
Ｐ
Ａ
（
連
邦
海
外
腐
敗
行
為
防
止
法 T

he F
oreign 

C
orrupt P

ractices A
ct of 1977

）、
英
国
Ｂ
Ａ
（
賄
賂
防
止
法 U

K
 B

ribery A
ct 2010

）
の
国
際
不
正
行
為
防
止
法
に
係
る
内
部
統
制
お
よ

び
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

（
37
）

な
ど
の
摘
発
ス
キ
ー
ム
へ
の
接
近
が
窺
わ
れ
る
。
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
を
根
拠
法
令
と
し
、
ま
た
民

事
罰
か
ら
踏
み
込
み
刑
事
罰
を
導
入
す
る
限
り
は
構
成
要
件
な
ど
の
明
確
化
も
必
要
と
な
る
。
従
前
の
Ｓ
Ｗ
Ｃ
な
ど
に
お
け
るC

om
ply 

or E
xplain

の
ア
プ
ロ
ー
チ
の
枠
を
超
え
る
も
の
と
思
料
さ
れ
よ
う
。

四
三



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
二
四
）

3
．C

om
ply or E

xplain

と
説
明
責
任
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
に
よ
る
区
分
整
理
の
試
み

三
つ
の
主
要
論
点
の
う
ち
、（
ⅰ
）
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
対
象
に
つ
い
て
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
場
合
は
当
該
役
員
を
選
出
し
た
会
社
に
お
け
る
責
任
に

つ
い
て
当
局
の
追
及
の
ウ
エ
イ
ト
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。（
ⅱ
）
下
層
経
営
陣
を
広
範
囲
に
対
象
と
す
るC

ertifi cation　

R
egim

e

で
は
、
金
融
機
関
に
お
け
る
規
制
対
象
の
行
動
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
役
割
に
つ
い
て
適
合
性
と
適
切
性
が
求
め
ら
れ
る
。
概
念
的
に
必
ず

し
も
明
確
と
い
え
ず
、
役
職
、
業
務
に
関
す
る
細
か
い
事
項
が
今
後
文
字
で
把
握
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
る
。C

om
ply or 

E
xplain

よ
り
は
る
か
に
説
明
責
任
が
厳
し
い
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。（
ⅲ
）
行
動
規
則
も
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
コ
ー
ド
原
則
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
）
に
比

し
て
原
則
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
や
コ
ー
ド
の
実
行
に
関
し
て
適
用
範
囲
が
広
範
で
、
ル
ー
ル
と
銘
打
っ
て
お
り
厳
し
い
内
容
と
な
る
。

（
1
）　

Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
別
の
区
分
整
理
な
ら
び
に
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
比
較
考
察　

Ｓ
Ｍ
Ｒ
で
は
金
融
機
関
が

Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
関
す
る
広
範
な
責
任
を
個
人
に
割
当
て
、
定
期
的
に
適
合
性
と
適
切
性
に
つ
い
て
審
査
す
る
。
第
一
義
的
に
は
、
企
業
が
個

人
の
責
任
追
及
を
行
う
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。

銀
行
に
お
け
る
一
八
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
が
事
前
承
認
を
受
け
る
必
要
が
あ
る

（
38
）

。
主
要
ビ
ジ
ネ
ス
領
域
の
長
に
加
え
て
グ
ル
ー
プ
企
業
の
上
級

管
理
者
、
重
要
な
責
任
を
担
う
上
級
管
理
者
に
つ
い
て
はA

pproved P
ersons

の
拡
張
と
位
置
付
け
ら
れ
る

（
39
）

。
取
締
役
会
メ
ン
バ
ー
以

外
の
非
取
締
役
で
あ
る
業
務
執
行
役
員
も
広
く
対
象
と
し
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
を
含
み
、
取
締
役
以
外
の
上
級
管
理
者
に
も
拡
大
さ
れ

る
。業

務
執
行
機
能
（E

xecutive F
unction

）、
非
業
務
執
行
機
能
（N

on-executive F
unction

）
に
区
分
し
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
毎
に
整
理
を

図
る
。
Ｅ
Ｄ
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
な
ど
全
体
と
し
て
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
広
範
に
規
定
し
、
他
方
で
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、
最
高
財
務
責
任
者
、
最
高
リ
ス
ク
責
任
者
、
最

高
内
部
監
査
責
任
者
な
ど
執
行
役
員
の
ト
ッ
プ
、
リ
ス
ク
・
報
酬
・
監
査
委
員
会
の
各
委
員
長
等
の
監
督
側
の
取
締
役
の
ト
ッ
プ
は

四
四



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
二
五
）

Ｐ
Ｒ
Ａ
が
規
定
す
る
と
い
う
役
割
分
担
が
構
築
さ
れ
て
い
る
感
が
あ
る
。
指
名
委
員
会
委
員
長
の
み
は
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
が
、

行
動
規
則
を
担
う
Ｆ
Ｃ
Ａ
が
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
等
と
共
に
監
督
下
に
置
く
も
の
と
思
料
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
拡
大
対
象
に
は
、
主
要
業
務
や
特
定
分
野
の
長
と
し
て
意
思
決
定
に
重
要
な
影
響
を
及
ぼ
す
グ
ル
ー
プ
や
親
会
社
経
営
陣

の
個
人
が
含
ま
れ
る
。
企
業
は
か
か
る
責
任
あ
る
各
個
人
に
か
か
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
相
互
に
関
連
付
け
、
全
体
構
造
を
責
任
マ
ッ

プ
（R

esponsibihties M
ap

）
に
落
と
し
込
む
こ
と
に
関
す
る
報
告
を
要
求
さ
れ
、
毎
年
責
任
の
割
当
て
に
欠
落
が
な
い
か
を
確
認
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
英
国
銀
行
以
外
の
支
店
へ
の
適
用
は
確
定
し
て
お
ら
ず
、
英
国
財
務
省
の
協
議
に
か
か
っ
て
い
る
。

（
2
）　Certifi cation R

egim
e

の
間
接
統
治
形
態　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
提
案
で
は
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
にC

ertifi cation R
egim

e

（
Ｃ
Ｒ
）
も
盛
り

込
ま
れ
る
。
Ｃ
Ｒ
の
適
用
は
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
で
は
な
い
が
、
当
該
金
融
機
関
や
顧
客
に
重
要
な
害
を
及
ぼ
し
か
ね
な
い
リ
ス
ク
が
あ
り
、
重

要
な
リ
ス
ク
テ
イ
カ
ー
と
し
て
規
制
活
動
に
関
連
し
た
役
割
を
担
う
全
社
員
が
対
象
で
あ
る
。
か
か
る
個
人
に
対
す
る
適
合
性
と
適
切
性

に
つ
い
て
、
企
業
は
最
低
年
に
一
度
再
評
価
を
行
い
、
実
績
を
み
て
認
定
を
更
新
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
規
制
当
局
はS

enior 

M
anagers

の
よ
う
に
事
前
承
認
は
行
わ
ず
、
社
内
に
お
い
て
内
部
評
価
と
認
定
手
続
き
（internal assessm

ent and certifi cation 

process

）
を
行
う
こ
と
を
求
め
る
。
Ａ
Ｐ
Ｒ
と
の
相
違
点
で
あ
り
、
こ
れ
も
間
接
統
治
形
態
の
一
種
と
い
え
る
。

適
合
性
と
適
切
性
に
関
す
る
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
評
価
の
要
求
は
Ｐ
Ｒ
Ａ
よ
り
広
い
。
内
容
は
Ｆ
Ｉ
Ｔ
（T

he F
it and P

roper test for A
pproved 

P
ersons

）
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
に
準
拠
す
る
。
Ｐ
Ｒ
Ａ
も
広
範
囲
の
内
容
に
切
り
替
え
る
計
画
で
あ
る
。
刑
事
罰
記
録
、
規
制
当
局
に
よ
る

照
会
な
ど
現
在
課
し
て
い
る
要
求
は
継
続
す
る
。

（
3
）　

行
動
規
則
と
上
乗
せ
ル
ー
ル　

個
人
に
対
し
て
自
身
の
行
動
に
つ
き
一
層
の
個
人
責
任
を
担
わ
せ
る
た
め
、
Ａ
Ｐ
Ｒ
の
コ
ー
ド

原
則
の
要
求
事
項
（A

P
E
R
 P

rinciple

）
は
よ
り
広
い
行
動
原
則
（conduct rules
）
の
適
用
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
、
純
粋
な

四
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
二
六
）

副
次
的
な
（ancillary

）
機
能
に
従
事
す
る
者
以
外
の
全
従
業
員
に
か
か
る
行
動
規
則
を
適
用
せ
ん
と
す
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
の
目
的
は
企
業
の

一
定
以
上
の
重
要
な
役
割
を
な
す
全
て
の
社
員
に
規
制
を
課
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

企
業
は
社
員
が
ル
ー
ル
を
自
発
的
に
遵
守
す
る
べ
く
研
修
等
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
違
反
の
怖
れ
が
あ
る
場
合
（
事
前
）、
懲
戒
処
分

を
受
け
た
場
合
（
事
後
）
は
規
制
当
局
に
報
告
義
務
が
あ
る
。
重
要
な
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
の
違
反
は
七
日
以
内
の
報
告
、
そ
れ
以
外
は
四

半
期
毎
に
集
計
資
料
の
提
出
を
行
う
。

単
純
業
務
や
非
金
融
業
界
の
従
事
者
は
副
次
的
機
能
の
範
疇
に
入
り
、
行
動
規
則
の
対
象
外
と
な
る
。
金
融
業
界
に
向
け
た
上
乗
せ

ル
ー
ル
と
考
え
る
。
銀
行
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
違
反
に
関
し
て
は
米
国
で
も
責
任
の
加
重
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
る
が

（
40
）

、
行
動
規
則
を

み
る
限
り
は
加
重
要
件
と
な
ろ
う
。

4
．
英
国
会
社
法
・
コ
ー
ド
・
規
則
・
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
内
容
面
の
重
複
・
錯
綜
と
恣
意
的
適
用
リ
ス
ク

Ｎ
Ｅ
Ｄ
な
ど
に
関
し
て
、
二
〇
一
六
年
三
月
施
行
に
向
け
、
直
近
に
Ｐ
Ｒ
Ａ
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
か
ら
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
係
る
何
重
も
の
詳
細
な
上
乗
せ

ガ
イ
ダ
ン
ス
等
が
相
次
い
で
示
さ
れ
、
精
力
的
な
調
整
が
な
お
も
続
け
ら
れ
て
い
る
。
従
前
Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
Ｃ
Ｇ
Ｃ
な
ど
コ
ー
ド
に
よ
る
規
律

付
け
を
行
っ
て
お
り
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
行
動
規
則
等
と
の
整
合
性
、
一
体
性
が
議
論
と
な
る
と
思
料
す
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
か
ら
ル
ー

ル
の
色
彩
を
織
り
込
む
変
化
の
過
程
に
あ
る
と
い
え
、
多
重
に
類
似
規
制
が
存
在
す
る
こ
と
も
制
度
移
行
期
の
過
渡
的
形
態
と
し
て
想
定

は
で
き
る
が
、
政
権
交
代
後
の
Ｆ
Ｓ
Ａ
解
体
、
ツ
イ
ン
ピ
ー
ク
ス
移
行
後
の
縄
張
り
争
い
も
背
景
に
あ
り
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
限

界
を
示
し
て
も
い
よ
う
か
。

Ｆ
Ｃ
Ａ
が
上
級
管
理
者
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
と
し
て
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
規
定
す
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
等
の
内
容
は
、C

ode of C
onduct

（F
C
A

）
に
記
載

さ
れ
る
Ｎ
Ｅ
Ｄ
等
の
役
割
・
責
任
の
部
分
に
符
合
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
た
。
コ
ー
ド
に
お
い
て
詳
細
に
内
容
が
規
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

四
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英
国
金
融
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anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
二
七
）

に
な
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
金
融
機
関
対
象
の
ス
キ
ー
ム
で
あ
る
が
、
鳥
瞰
す
る
と
上
場
企
業
全
般
に
影
響
を
及
ぼ
す
大
き
な
枠
組
み
の
中
に
あ

る
。
細
部
に
亘
り
、
重
複
部
分
も
少
な
く
な
く
、
未
整
理
で
追
加
さ
れ
つ
つ
あ
る
感
も
あ
り
、
分
か
り
に
く
さ
が
残
る
だ
け
に
規
制
当
局

の
恣
意
的
適
用
も
懸
念
さ
れ
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
組
み
込
ま
れ
る
Ｓ
Ｍ
Ｒ
と
異
な
り
、C

ode of C
onduct

の
内
容
に
係
る
部
分
は
エ
ン

フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
弱
さ
も
あ
ろ
う
。

Ｐ
Ｒ
Ａ
提
示
の
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
関
し
て
、
英
国
会
社
法
二
五
一
条
で
規
定
さ
れ
るS

hadow
 director position

（
影
の
取
締
役
）
の
判
定

基
準
をG

roup E
ntity S

enior M
anager

（S
M

F
7

）
の
判
定
基
準
と
し
て
明
確
化
す
る
こ
と
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
責
任
分
野
リ
ス
ト
に
は
ビ
ジ

ネ
ス
モ
デ
ル
の
発
展
・
維
持
な
ど
取
締
役
会
・
傘
下
委
員
会
の
責
任
と
し
て
既
に
規
定
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
り
、
こ
れ
を
特
定
の
取
締

役
に
割
り
当
て
る
こ
と
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
構
造
、
英
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
取
締
役
会
権
限
規
定
に
照
ら
し
て
不
適
切
と
な
る
怖
れ
が
あ
る
こ
と
、
外

国
銀
行
支
店
の
上
級
管
理
者
は
刑
事
罰
不
適
用
の
記
載
が
あ
る
が
銀
行
破
綻
時
に
限
定
さ
れ
る
か
な
ど
規
定
抵
触
時
の
量
刑
に
不
明
確
さ

が
あ
る
こ
と
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
責
任
の
割
当
方
法
に
つ
い
て
、
定
義
が
抽
象
化
し
結
果
責
任
を
問
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
明
確
化
が
必
要

で
あ
る
こ
と
、
特
に
企
業
の
文
化
や
基
準
の
リ
ー
ド
な
ど
上
級
管
理
者
の
役
割
と
し
て
期
待
さ
れ
る
内
容
な
ら
び
に
検
証
方
法
と
基
準
の

明
確
化
、
繰
延
報
酬
の
減
額
、
報
酬
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
の
実
効
性
確
保
、
恣
意
的
運
用
の
忌
避
の
た
め
懲
罰
的
措
置
が
発
動
さ
れ
る
抵
触
要

件
を
明
示
す
べ
き
こ
と
等
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

（
41
）

。

ま
た
全
般
的
に
Ｎ
Ｅ
Ｄ
と
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
包
含
状
況
あ
る
い
は
区
分
境
界
等
が
明
確
さ
を
欠
い
て
い
る
感
が
あ
り
、
銀
行
の
役
職
員
に
関

す
る
最
新
の
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
協
議
文
書
に
お
い
て
も
そ
の
旨
が
示
さ
れ
て
い
る

（
42
）

。

私
見
で
あ
る
が
、
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
に
授
権
の
根
拠
を
得
て
い
て
も
会
社
法
と
規
則
の
よ
う
な
法
制
度
内
の
一
体
性
あ
る
関
係
で
な
く
、
あ
く

ま
で
Ｓ
Ｍ
Ｒ
自
体
は
コ
ー
ド
規
律
と
し
て
の
内
実
を
有
し
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
ハ
ー
ド
ロ
ー
の
性
格
の
併
存
形
態
で
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー

四
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
二
八
）

ス
の
内
容
と
い
え
よ
う
。
詳
細
部
分
は
一
般
的
な
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
るC

ode of C
onduct

に
規
定
さ
れ
て
い
る
形
と
な
る
が
、
こ
の
部

分
は
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
実
効
性
が
課
題
と
な
る
。
行
動
面
に
限
っ
て
も
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
行
動
規
則
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
のC

ode of C
onduct

、

ガ
イ
ダ
ン
ス
が
内
容
面
で
重
な
る
。
全
体
と
し
て
不
明
確
で
整
理
を
図
る
必
要
も
あ
ろ
う
が
、
逆
に
規
定
の
実
施
の
た
め
に
は
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ

の
更
な
る
細
分
化
と
正
確
な
責
任
の
割
り
当
て
を
望
む
実
務
界
の
要
望
が
出
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
へ
の
転
換
に
向
け
た
局
面

の
ジ
レ
ン
マ
と
な
ろ
う
。
日
本
版
コ
ー
ド
も
会
社
法
の
上
乗
せ
規
制
と
な
る
が
、
改
正
会
社
法
に
は
コ
ー
ド
の
記
載
は
な
い
。
日
本
版

コ
ー
ド
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
の
弱
さ
を
示
す
が
、
他
方
、
東
証
上
場
規
則
と
し
て
適
用
さ
れ
、
事
実
上
の
強
制
力
が
あ
る
点
で
は
英

国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
に
共
通
す
る
。
Ｆ
Ｓ
Ｍ
Ａ
と
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
関
係
と
の
相
違
点
と
思
料
す
る
。

5
．
コ
ー
ド
展
開
と
我
が
国
の
敷
衍
│
新
た
な
利
害
相
反
関
係
│

日
本
版
コ
ー
ド
で
は
独
立
社
外
取
締
役
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
促
す
戦
略
的
役
割
が
求
め
ら
れ
、
意
思
決
定
の
参
画
も
一
定

程
度
期
待
さ
れ
る
。
欧
米
で
は
リ
ス
ク
を
短
期
的
視
点
か
ら
過
剰
に
取
り
込
ん
だ
反
省
が
基
本
に
あ
り
、
ス
テ
ー
ジ
を
異
に
し
よ
う
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
ス
キ
ー
ム
を
直
ち
に
導
入
す
る
こ
と
は
疑
問
が
あ
る
が
、
将
来
リ
ス
ク
テ
イ
ク
に
向
か
う
体
制
が
整
い
、
そ
の
抑
止
を
図
る
こ

と
に
も
ウ
エ
イ
ト
が
置
か
れ
る
段
階
で
は
理
念
が
生
き
て
こ
よ
う
。
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
監
視
役
と
促
進
役
を
同
一
人
が
兼
任
で
き
る
か
等

新
た
な
利
害
相
反
関
係
が
独
立
社
外
取
締
役
に
お
い
て
生
じ
得
る
。
我
が
国
で
は
リ
ー
マ
ン
金
融
危
機
で
も
大
き
な
不
正
、
業
績
悪
化
の

役
員
の
個
人
責
任
追
及
の
問
題
は
発
覚
し
て
い
な
い
。
当
面
、
金
融
機
関
に
係
る
コ
ー
ド
適
用
の
実
際
と
し
て
抑
止
機
能
の
点
は
Ｃ
Ｒ
の

ス
キ
ー
ム
を
導
入
し
、
自
発
的
な
内
部
承
認
と
監
視
機
能
充
実
に
委
ね
る
こ
と
で
足
り
る
。
刑
事
罰
規
定
等
を
備
え
る
狭
義
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
ま

で
も
導
入
し
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
を
同
時
に
踏
み
込
む
こ
と
に
は
疑
問
が
あ
り
、
先
ず
は
成
長
戦
略
に
資
す
る
こ
と
が
現
実
的
と
な
る
。

英
国
の
改
革
の
背
景
に
は
、
新
た
な
金
融
不
正
発
覚
が
加
わ
る
中
、
金
融
検
査
な
ど
コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
の
面
か
ら
自
主
的
コ
ン

四
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川
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ト
ロ
ー
ル
に
依
拠
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
、
個
人
責
任
追
及
を
強
化
し
な
い
と
実
効
性
が
上
が
り
に
く
い
中
で
規
制
側
の
敗
訴
の

判
断
が
出
さ
れ
早
急
な
対
応
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
、
一
方
で
経
済
停
滞
の
打
破
を
図
る
べ
く
、
企
業
価
値
最
大
化
、
取
引
所
の
国
際
競

争
力
向
上
を
含
め
た
政
策
も
急
務
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
展
開
か
ら
み
れ
ば
コ
ー
ド
の
法
制
・
ル
ー
ル
化
と
い
う

相
矛
盾
す
る
内
実
を
含
ん
だ
、
類
の
な
い
画
期
的
な
局
面
に
進
む
内
容
と
い
え
る
。

我
が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
は
米
国
モ
デ
ル
重
視
の
一
辺
倒
と
も
い
え
る
状
況
で
あ
っ
た
が
、
英
国
を
範
と
す
る
日
本
版
コ
ー
ド
が
導
入

さ
れ
、
タ
イ
ム
ラ
グ
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
の
軽
重
、
従
来
の
法
律
・
会
計
の
専
門
家
が
そ
の
ま
ま
社
外
役
員
と
し
て
残
る
こ
と
で
趣
旨

が
達
成
で
き
る
か
、
業
界
に
精
通
し
た
人
材
確
保
と
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
（
競
合
他
社
Ｅ
Ｄ
を
採
用
す
る
場
合
）
等
独
自
の
問
題
点
も
浮
か
ん

で
く
る
。

公
開
会
社
法
を
持
た
な
い
我
が
国
に
お
い
て
、
上
乗
せ
規
律
と
し
て
上
場
会
社
に
対
す
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
律
が
コ
ー
ド
の
形
で
溢
れ
て

く
る
。
コ
ー
ド
と
会
社
法
制
の
一
体
化
が
進
め
ば
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
に
繋
が
る
。
形
式
的
遵
守
に
企
業
側
が
留
ま
れ
ば

ル
ー
ル
化
の
進
展
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
場
合
に
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
の
良
さ
を
失
い
か
ね
な
い
。
本
来
は
公
開
会
社
法
の
規
律
す
べ
き

局
面
だ
と
す
る
と
、
英
国
コ
ー
ド
と
は
異
な
る
発
展
形
態
を
示
す
可
能
性
も
あ
る
。

ル
ー
ル
化
に
つ
い
て
は
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
そ
の
傾
向
が
顕
著
に
発
現
す
る
。
背
景
と
し
て
の
個
人
責
任
追
及
の
困
難
さ
な
ど
は
我
が
国
で
は
直

ち
に
解
決
す
べ
き
急
務
と
な
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
企
業
側
の
焦
眉
の
急
の
課
題
は
、
複
数
の
独
立
社
外
取
締
役
確
保
、
持
合
株
式

解
消
を
念
頭
に
置
い
た
政
策
投
資
の
扱
い
、C

om
ply or E

xplain
の
説
明
責
任
の
履
践
な
ど
で
あ
る
。
我
が
国
金
融
業
界
が
リ
ス
ク
テ

イ
ク
を
ど
の
程
度
進
め
る
か
、
抑
止
の
検
討
を
含
め
英
国
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
の
展
開
は
参
考
に
な
ろ
う
が
、
局
面
が
異
な
る

こ
と
も
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
リ
ス
ク
テ
イ
ク
後
の
先
取
り
し
た
発
展
モ
デ
ル
と
い
え
る
か
、
あ
る
い
は
我
が
国
は
全
く
独
自
の

四
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日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
三
〇
）

展
開
を
遂
げ
る
の
か
、
更
な
る
注
視
が
求
め
ら
れ
る
。

Ⅹ
．
戦
略
的
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
吟
味
の
基
準
とS
enior M

anagem
ent R

egim
e

の
接
点

Ｅ
Ｒ
Ｍ
、
内
部
統
制
の
議
論
に
関
し
て
、
米
国
の
経
営
判
断
原
則
に
係
る
吟
味
の
基
準
が
参
考
と
な
る

（
43
）

。
内
部
統
制
シ
ス
テ
ム
構
築
義

務
自
体
に
一
律
に
経
営
判
断
原
則
を
及
ぼ
す
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
。
経
営
判
断
原
則
の
適
用
が
あ
る
の
は
主
と
し
て
戦
略
等
に
関
す
る

部
分
で
あ
り
、
戦
略
面
の
策
定
・
遂
行
な
ど
の
取
締
役
の
行
為
に
関
す
る
吟
味
の
基
準

（
44
）

に
該
当
す
る
と
い
え
よ
う
。

戦
略
面
の
意
思
決
定
に
お
い
て
、
積
極
的
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
図
っ
た
が
判
断
ミ
ス
か
ら
結
果
と
し
て
破
綻
に
繋
が
り
か
ね
な
い
損
失

が
発
生
し
た
場
合
の
責
任
追
及
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
が
問
題
と
な
る
。
経
営
判
断
原
則
適
用
に
よ
る
免
責
の
境
界
設
定
で
あ
り
、
リ
ス
ク
テ

イ
ク
を
促
進
す
る
場
合
、
コ
ー
ド
等
に
お
い
て
何
ら
か
の
定
性
的
な
明
示
が
求
め
ら
れ
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
ス
キ
ー
ム
は
か
か
る
領
域
に
対
し

て
証
明
責
任
転
換
、
刑
事
罰
適
用
の
可
能
性
な
ど
を
織
り
込
ま
ん
と
す
る
も
の
と
い
え
よ
う
か
。

吟
味
の
基
準
と
行
為
の
基
準
の
適
用
領
域
は
会
社
法
と
実
務
の
ズ
レ
の
部
分
に
相
当
す
る
。
内
部
統
制
に
つ
き
、
①
規
律
の
効
果
が
上

げ
る
ほ
ど
経
営
者
独
裁
が
強
ま
る
（
内
部
統
制
の
罠
）。
②
会
社
法
上
は
取
締
役
の
善
管
注
意
義
務
に
関
し
て
内
部
統
制
構
築
、
経
営
判
断

原
則
適
用
に
よ
り
重
過
失
以
外
は
事
実
上
免
責
さ
れ
る
。
実
務
で
は
戦
略
面
の
ミ
ス
も
経
営
責
任
を
問
わ
れ
る
が
、
内
部
統
制
自
体
で
は

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
困
難
で
あ
り
、
内
部
統
制
を
含
む
広
義
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
り
規
律
す
べ
き
領
域
と
い
え
る
。
③
会

社
法
の
内
部
統
制
で
は
損
失
の
管
理
と
し
て
赤
字
計
上
し
な
い
限
り
は
取
締
役
の
消
極
的
妥
当
性
の
責
任
は
問
い
難
い
。
③
ま
し
て
積
極

的
妥
当
性
に
関
し
も
っ
と
収
益
計
上
、
企
業
価
値
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
た
は
ず
と
い
う
面
の
責
任
追
及
は
困
難
で
あ
る
。
リ
ス
ク
テ

イ
ク
促
進
と
平
仄
を
合
わ
せ
日
本
版
コ
ー
ド
の
規
律
を
及
ぼ
す
べ
き
部
分
と
な
る
。
米
国
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
モ
デ
ル
、
監
査
役
（
会
）
設

五
〇
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（
三
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一
）

置
会
社
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
モ
デ
ル
の
単
純
な
二
分
的
考
察
で
対
処
し
き
れ
な
い
部
分
と
思
料
す
る
。

か
か
る
領
域
の
規
律
の
実
際
の
設
計
と
し
て
Ｃ
Ｒ
活
用
な
ど
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
枠
組
み
が
参
考
と
な
る
。
我
が
国
に
お
い
て
規
制
の
積
極
的
誘

導
策
強
化
も
考
え
ら
れ
、
日
本
版
コ
ー
ド
も
ル
ー
ル
ベ
ー
ス
の
色
彩
を
強
め
る
こ
と
が
視
野
に
入
る
。
米
国
に
は
競
争
ル
ー
ル
の
確
立
、

ク
ラ
ス
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど
規
制
緩
和
措
置
を
外
枠
か
ら
支
え
る
制
度
が
存
在
し
、
英
国
に
は
欧
州
市
民
社
会
ル
ー
ル
が
あ
る
。
我
が
国
は

長
期
雇
用
慣
行
、
社
内
昇
格
制
度
等
に
よ
り
企
業
モ
ラ
ル
維
持
、
過
剰
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
の
抑
制
が
図
ら
れ
、
不
祥
事
も
比
較
的
少
な

か
っ
た
が
、
雇
用
の
流
動
化
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
進
展
を
考
え
合
わ
せ
る
と
一
定
の
歯
止
め
の
役
割
を
ソ
フ
ト
ロ
ー
あ
る
い
は
日
本
証

券
業
協
会
の
よ
う
な
自
主
規
制
機
関
が
担
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。O

ne size fi ts all

で
な
い
柔
軟
な
日
本
版
コ
ー
ド
に
依
拠
し
つ
つ

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
強
め
る
組
み
合
わ
せ
と
な
ろ
う
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
はS

enior M
anagem

ent

の
能
力
向
上
と
事
後
的
エ
ン
フ
ォ
ー
ス

メ
ン
ト
を
前
提
と
す
る
。
前
者
は
事
前
予
防
的
な
要
素
を
有
し
、
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
差
止
請
求
に
も
繋
が
る
。
社
内
事
情
を
熟
知
し
た
内
部

Ｎ
Ｅ
Ｄ
と
外
部
Ｎ
Ｅ
Ｄ
（
独
立
社
外
取
締
役
）
の
協
働
化
に
よ
り
、
戦
略
・
経
営
計
画
立
案
に
ま
で
関
与
す
る
か
は
と
も
か
く
、
少
な
く
と

も
計
画
実
行
段
階
で
修
正
要
求
、
差
止
め
を
行
う
社
内
権
限
を
付
与
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
よ
い
。
リ
ス
ク
テ
イ
ク
を
積
極
的
に
取
締

役
が
行
っ
た
こ
と
あ
る
い
は
機
会
を
逃
し
た
こ
と
等
の
評
価
、
報
酬
体
系
へ
反
映
さ
せ
る
役
割
の
担
い
手
も
然
り
で
あ
る
。
内
部
チ
ェ
ッ

ク
装
置
と
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
視
点
か
ら
一
定
の
規
律
付
け
が
検
討
さ
れ
よ
う
。

Ⅺ
．
バ
ー
ゼ
ル
国
際
金
融
規
制
、
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
と
国
際
的
相
互
作
用
の
相
克

英
国
Ｓ
Ｍ
Ｒ
な
ら
び
に
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
係
る
考
察
は
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
役
割
の
明
確
化
の
観
点

か
ら
も
、
我
が
国
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
あ
り
方
の
検
討
に
重
要
な
示
唆
と
な
る
。
そ
も
そ
も
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
柱
は
執
行
と
監
視
の
分
離
の
徹

五
一
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底
、
違
法
性
の
監
視
と
経
営
の
妥
当
性
の
チ
ェ
ッ
ク
に
あ
る
。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
自
体
が
我
が
国
Ｃ
Ｇ
Ｃ
独
特
の
概
念
で
も
あ
り
、
や

や
分
か
り
難
さ
も
な
し
と
し
な
い
が
、
積
極
的
妥
当
性
の
領
域
に
踏
み
込
む
も
の
で
、
実
効
性
確
保
に
は
戦
略
的
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｅ
Ｒ
Ｍ
）
の
装
備
が
不
可
欠
と
な
ろ
う
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
自
体
は
上
級
経
営
陣
の
機
能
（
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
）
と
責
任
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
な
ど
主

に
執
行
面
に
広
範
に
焦
点
を
当
て
る
。
Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
協
議
文
書
な
ど
で
は
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
に
は
一
定
の
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
機
能
も
包
含
す
る
旨

が
記
さ
れ
る
が
、
取
締
役
会
会
長
、
監
査
委
員
会
な
ど
各
委
員
会
委
員
長
職
の
Ｎ
Ｅ
Ｄ
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
承
認
）
と
一
般
的
Ｎ
Ｅ
Ｄ
（G

eneric 

N
E
D
s F

C
A

承
認
）
の
取
り
扱
い
に
差
異
を
設
け
る
な
ど
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
概
念
の
整
理
は
規
制
当
局
も
調
整
を
模
索
中
の
不
明

確
な
問
題
で
あ
る
。
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
と
Ｎ
Ｅ
Ｄ
の
役
割
・
機
能
、
実
際
の
企
業
に
お
け
る
配
置
な
ど
は
、
我
が
国
の
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実

践
段
階
に
お
い
て
肝
要
と
な
る
議
論
と
し
て
意
義
深
い
。

ま
た
国
際
金
融
規
制
の
方
向
性
と
し
て
、
バ
ー
ゼ
ル
国
際
金
融
規
制

（
45
）

と
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
、
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
・
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

（
46
）

、
取
締
役
会
評
価
な
ら
び
に
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
と
報
酬
制
度
改
革
、
国
際
的
相
互
作
用
の
相
克
な
ど
が
Ｓ
Ｍ
Ｒ

と
絡
め
て
重
視
さ
れ
る
。

金
融
業
界
向
け
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
内
容
は
、
相
次
い
で
発
出
さ
れ
る
詳
細
な
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
他
、
上
場
企
業
全
般
向
け
の
コ
ー
ド
と
も
補
完

関
係
に
あ
り
、
重
複
部
分
も
多
く
、
未
整
理
、
分
か
り
難
さ
の
感
が
残
る
。
文
字
に
よ
る
記
載
が
増
加
し
、
プ
リ
ン
シ
プ
ル
ベ
ー
ス
と
称

し
つ
つ
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
ハ
ー
ド
ロ
ー
化
に
向
け
た
渦
中
に
あ
る
と
い
え
よ
う
。
特
に
金
融
機
関
向
け
に
は
、
事
実
上
の
遵
守
規
定
が
多

層
的
・
複
合
的
に
連
結
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
と
思
料
さ
れ
る
。

国
際
協
力
、
国
際
礼
譲
（international com

ity

）
の
中
で
米
国
司
法
省
が
提
唱
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｎ
（International C

om
petition N

etw
ork

）

が
注
目
さ
れ
る
。
関
係
規
制
機
関
・
法
曹
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
通
じ
競
争
法
の
調
和
・
実
施
の
協
力
を
目
指
す
枠
組
み
で
あ
り

（
47
）

、

五
二
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二
〇
〇
〇
年
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｃ
（T

he International C
om

petition P
olicy A

dvisory C
om

m
ittee

）
報
告
書
に
基
づ
き
二
〇
〇
一
年
フ
ォ
ー
ダ
ム

国
際
競
争
政
策
会
議
で
実
現
に
至
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
と
異
な
り
非
拘
束
的
協
定
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
で
あ
る
。

も
っ
と
も
立
法
事
実
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
形
成
に
お
い
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｎ
の
よ
う
な
国
際
的
協
調
・
ハ
ー
モ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
枠
組
み
か
ら
の

エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
形
成
を
優
先
す
る
か
、
国
内
事
情
を
背
景
と
し
た
独
自
の
制
度
変
革
あ
る
い
は
ケ
ー
ス
ロ
ー
と
し
て
実
務
面
か
ら

の
蓄
積
の
汲
み
上
げ
を
図
る
か
に
関
し
て
相
克
も
あ
る
。
英
国
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
変
革
は
後
者
の
例
と
い
え
る
。
英
国
は
条
約
の
自
動
執
行
性
あ

る
い
は
直
接
適
用
可
能
性
（direct applicability

）
を
受
け
入
れ
ず
、
条
約
が
議
会
の
法
律
を
通
じ
て
国
内
法
化
す
る
変
型
方
式
を
採
用

し
て
い
る
こ
と

（
48
）

も
背
景
に
あ
ろ
う

（
49
）

。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
セ
プ
ト
も
、
我
が
国
の
独
自
性
の
顕
れ
と
し
て
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力

開
発
機
構
）
原
則
の
一
歩
先
を
行
く
と
い
う
評
価
も
あ
り
Ｓ
Ｍ
Ｒ
改
革
と
は
視
座
を
異
に
す
る
面
が
あ
る
が
、
企
業
価
値
向
上
に
向
け
た

改
革
と
し
て
ハ
ー
モ
ナ
イ
ズ
す
る
内
容
と
も
い
え
る
。
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
発
展
に
つ
い
て
示
唆
を
得
る
考
察
と
な
ろ
う
。

英
国
で
は
①
Ｆ
Ｃ
Ａ
は
行
動
規
制
に
関
連
し
て
リ
ス
ク
カ
ル
チ
ャ
ー
の
向
上
・
浸
透
を
目
指
し
、
Ｅ
Ｒ
Ｍ
の
統
制
環
境
整
備
に
通
じ
る
。

企
業
価
値
最
大
化
を
企
図
し
つ
つ
、
過
剰
な
リ
ス
ク
テ
イ
ク
抑
制
に
も
依
然
と
し
て
力
点
を
残
す
。
Ｓ
Ｍ
Ｒ
も
同
様
の
側
面
が
強
く
、
我

が
国
ガ
バ
ナ
ン
ス
改
革
と
は
進
展
段
階
の
ズ
レ
が
あ
る
。
②
Ｐ
Ｒ
Ａ
の
健
全
性
規
制
に
つ
い
て
は
内
部
格
付
け
手
法
か
ら
標
準
的
手
法
重

視
へ
の
移
行
、
Ｔ
Ｌ
Ａ
Ｃ
（T

otal L
oss A

bsorbing C
apacity

）
な
ら
び
に
レ
バ
レ
ッ
ジ
規
制
強
化
の
三
面
か
ら
大
規
模
銀
行
へ
の
自
己

資
本
積
増
し
要
求
が
強
ま
り
つ
つ
あ
る
。
③
報
酬
政
策
で
は
Ｎ
Ｅ
Ｄ
に
よ
る
自
主
規
制
を
主
と
し
つ
つ
、
ク
ロ
ー
バ
ッ
ク
（claw

 back 

回

収
）
や
繰
延
報
酬
（deferred com

pensation

）
等
の
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
、
Ｓ
Ｍ
Ｆ
ｓ
の
主
要
機
能
に
も
関
連
す
る
。
大
規
模
銀
行
は
資

本
増
加
、
貸
出
し
抑
制
に
向
か
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
景
気
循
環
増
幅
効
果
（procyclicality

）
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
ジ
レ
ン
マ
と
な

る
。
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
強
調
さ
れ
る
が
、
金
融
規
制
面
で
は
世
界
的
に
寧
ろ
全
般
的
引
締
め
傾
向
に
あ
り
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
、
リ
ス
ク
カ
ル

五
三
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チ
ャ
ー
整
備
は
プ
ル
ー
デ
ン
ス
規
制
強
化
に
沿
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

2
．
二
重
処
分
リ
ス
ク
と
規
律
の
多
面
性

Ａ
Ｐ
Ｒ
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
を
通
じ
て
本
来
的
公
法
領
域
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
私
法
的
規
律
が
導
入
さ
れ
、
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
ハ
ー
ド
化
同
様
、
多
面
性
を
備
え
つ
つ
あ
る
。
多
重
適
用
に
関
し
て
、
現
地
法
人
に
お
い
て
進
出
国
コ
ー
ド
と
母
国
規
制
機
関
に

よ
る
二
重
処
分
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
。
国
際
連
携
と
独
自
性
発
揮
の
同
時
進
行
に
よ
る
ジ
レ
ン
マ
と
も
な
る
。
規
制
導
入
の
根
幹
に
は

証
券
市
場
の
競
争
力
向
上
が
あ
る
が
、
逆
に
国
際
競
争
力
喪
失
に
繋
が
り
か
ね
な
い
。
国
際
連
携
に
よ
り
情
報
が
入
手
し
や
す
く
な
り
、

母
国
で
も
規
制
庁
処
分
が
同
一
内
容
に
関
し
て
下
さ
れ
る
怖
れ
が
あ
る
。
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
化
の
反
面
、
各
国
規
制
庁

の
独
自
性
発
揮
の
色
彩
が
強
ま
り
、
規
定
の
不
明
確
さ
に
よ
る
恣
意
的
適
用
と
合
わ
せ
、
こ
う
し
た
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
。
企
業
側
が

こ
う
し
た
不
利
益
を
甘
受
す
る
根
拠
が
明
確
に
示
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
。

3
．
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

私
見
で
あ
る
が
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
の
議
論
は
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
関
わ
り
、
Ｆ
Ｃ
Ａ
、
Ｐ
Ｒ
Ａ
を
含
め
た
英
国
の
監
督
・
規
制

と
ソ
フ
ト
ロ
ー
形
成
の
あ
り
方
に
か
か
る
根
本
的
問
題
で
あ
る
。
キ
ャ
ド
ベ
リ
ー
報
告
書
な
ど
民
間
主
導
で
形
成
さ
れ
て
き
た
ソ
フ
ト

ロ
ー
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
が
、
ハ
ー
ド
ロ
ー
で
あ
る
英
国
会
社
法
あ
る
い
は
ソ
フ
ト
ロ
ー
と
い
っ
て
も
強
制
力
の
強
い
上
場
規
則
な
ど
と
合
体

（com
bination

）
し
て
実
効
性
と
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
を
強
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
も
金
融
サ
ー
ビ
ス
法
と
い
う
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
一
体
化
し
た
金
融
業
界
向
け
の
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス

（
50
）

と
い
え
よ
う
。

Ｆ
Ｃ
Ａ
・
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
所
管
す
る
狭
義
のS

enior M
anagers` R

egim
e

で
は
許
容
さ
れ
る
推
定
規
定
、
刑
事
罰
な
ど
が
定
め
ら
れ
る
が
、

Ｐ
Ｒ
Ａ
所
管
の
Ｃ
Ｒ
に
お
い
て
は
自
主
規
制
に
よ
る
実
効
性
確
保
を
第
一
に
設
定
し
、
純
然
た
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
た
る
内
容
も
有
す
る
。
日

五
四



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
三
五
）

本
版
コ
ー
ド
も
事
実
上
改
正
会
社
法
と
一
体
的
に
導
入
さ
れ
、
東
証
上
場
規
則
に
転
化
さ
れ
る
。
内
容
面
はC

om
ply or E

xplain

な
ど

柔
軟
な
措
置
が
多
い
も
の
の
、
上
場
企
業
に
お
い
て
は
実
際
に
は
強
制
適
用
の
意
味
合
い
も
強
く
、
や
は
り
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
性

格
が
強
い
。
日
本
版
コ
ー
ド
は
英
国
を
始
め
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
先
進
諸
国
の
Ｃ
Ｇ
Ｃ
を
参
照
し
て
策
定
さ
れ
内
容
面
は
当
然
近

接
し
て
い
よ
う
が
、
コ
ー
ド
の
性
格
で
は
一
歩
先
を
行
き
、
刑
事
罰
規
定
こ
そ
な
い
が
事
実
上
の
強
制
力
を
強
め
た
新
た
な
段
階
に
あ
る

と
い
え
る
。
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
の
一
体
的
な
運
用
と
い
う
点
で
も
日
本
版
コ
ー
ド
は
上
場
企
業
全
般
に
急
な
対
応
を
迫
っ
て
い
る
。
英
国

Ｃ
Ｇ
Ｃ
よ
り
も
寧
ろ
Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
類
似
す
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
ミ
ッ
ク
ス
の
共
通
性
と
共
に
、
攻
め
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
含
め
、
ソ
フ
ト
ロ
ー
展
開

の
先
ん
じ
た
内
容
を
有
す
る
も
の
と
評
せ
よ
う
。

英
国
で
は
Ｃ
Ｇ
Ｃ
、
Ｓ
Ｗ
Ｃ
の
コ
ー
ド
運
用
は
Ｆ
Ｒ
Ｃ
が
行
い
、
Ｓ
Ｍ
Ｒ
は
上
場
規
則
な
ど
を
所
管
す
る
Ｆ
Ｃ
Ａ
と
Ｐ
Ｒ
Ａ
が
担
う
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
上
場
規
則
と
同
等
以
上
の
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ
ン
ト
が
付
与
さ
れ
る
所
以
で
も
あ
る
。
監
督
体
制
の
相
違
は
あ
る
が
、
我
が
国
は

金
融
庁
・
東
証
の
連
名
で
コ
ー
ド
原
案
を
策
定
し
、
実
際
に
は
東
証
規
則
と
し
て
発
布
さ
れ
る
。C

om
ply or E

xplain

に
つ
き
、
ひ
な

型
的
記
載
な
ど
に
よ
る
形
式
的E

xplain

が
流
布
す
れ
ば
社
外
取
締
役
導
入
な
ど
も
い
ず
れ
は
強
制
性
の
付
与
が
予
想
さ
れ
、
英
国
コ
ー

ド
と
根
本
的
性
格
を
異
に
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
コ
ー
ド
の
法
規
範
形
成
に
つ
い
て
は
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
る
蓄
積
・
法
秩
序
形
成
が
鍵
を

握
る
。
敵
対
的
買
収
防
衛
策
に
関
し
て
、
米
国
に
約
三
〇
年
遅
れ
て
我
が
国
に
導
入
さ
れ
た
が
、
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
（
毒
薬
条
項
）
の
発
動

実
績
が
な
い
と
さ
れ
る
米
国
に
比
し
て
、
我
が
国
が
独
自
の
展
開
、
裁
判
蓄
積
を
行
い
つ
つ
あ
る
こ
と
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
ら
れ
る
。

Ｓ
Ｍ
Ｒ
に
つ
い
て
は
、
二
〇
一
二
年
Ｕ
Ｂ
Ｓ
事
件
を
契
機
に
Ａ
Ｐ
Ｒ
か
ら
抜
本
的
な
変
容
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
り
、
エ
ン
フ
ォ
ー
ス
メ

ン
ト
を
強
化
し
た
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
の
渾
然
一
体
化
の
性
格
を
強
め
つ
つ
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
ケ
ー
ス
ロ
ー
に
よ
る
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
法

規
範
形
成
の
一
つ
の
道
筋
が
窺
え
よ
う
。

五
五



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
三
六
）

（
1
） 

拙
稿
①
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved P
ersons

制
度
│
域
外
適
用
と
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
ガ
バ
ナ
ン
ス
な
ら
び
に

監
査
等
委
員
会
制
度
な
ど
の
接
点
│
」
日
本
法
学
『
日
本
大
学
法
学
部
創
設
一
二
五
周
年
記
念
号
』
第
八
〇
巻
二
号
（
二
〇
一
四
年
九
月
）
四
一
五

│
四
六
七
頁
、
②
「
忠
実
義
務
と
非
業
務
執
行
取
締
役
の
考
察
│
米
国
の
忠
実
義
務
の
規
範
化
概
念
と
英
国
会
社
法
の
一
般
的
義
務
、
英
国
ス
チ
ュ

ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
・
コ
ー
ド
とA

pproved P
ersons

制
度
等
の
接
点
│
」
日
本
法
学
『
山
川
一
陽
教
授
古
希
記
念
』
第
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年

一
月
）
四
三
九
│
四
九
二
頁
、
③
「
英
国
ス
チ
ュ
ワ
ー
ド
シ
ッ
プ
コ
ー
ド
、
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
理
論
と
実
践
│
英
国
に
お

け
る
新
た
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
規
範
と
非
業
務
執
行
取
締
役
な
ら
び
に
我
が
国
の
導
入
に
向
け
て
│
」
法
学
紀
要
（
二
〇
一
五
年
三
月
）
第
五
六
巻
三
五

│
一
四
〇
頁
。

（
2
） P

rudential R
egulation A

uthority, B
ank of E

ngland, C
onsultation P

aper F
C
A
 C

P
15/5 P

R
A
 C

P
7/15 “A

pproach to non-

executive directors in banking and S
olvency Ⅱ

fi rm
s &

 A
pplication of the presum

ption of responsibility to S
enior M

anagers in 

banking fi rm
s” F

ebruary 2015. 

（
3
） 

小
立
敬
「
英
国
の
新
た
な
金
融
監
督
体
制
―
マ
ク
ロ
プ
ル
ー
デ
ン
ス
に
重
点
を
置
い
た
体
制
づ
く
り
」
月
刊
資
本
市
場N

o.323

（
二
〇
一
二

年
七
月
）
二
八
│
三
四
頁
。

（
4
） http://w

w
w
.parliam

ent.uk/business/com
m
ittees/com

m
ittees-a-z/joint-select/professional-standards-in-the-banking-

industry/new
s/changing-banking-for-good-report/

（
5
） U

K
 F

inancial Institutions: P
roposals for N

ew
 S

enior M
anagers and C

ertifi cation R
egim

es, by W
illiam

 Y
onge, F

inancial 

S
ervices P

ractice, M
organ L

ew
is. 

（
6
） P

R
A
 C

P
14/14 and F

C
A
 C

P
14/13 - S

trengthening accountability in banking: a new
 regulatory fram

ew
ork for individuals, 

July 2014.

（
7
） T

reasury - S
eventh R

eport, Im
plem

enting the recom
m
endations of the P

arliam
entary C

om
m
ission on B

anking S
tandards, 

28 O
ctober 2014.

（
8
） 

前
Ｐ
Ｃ
Ｂ
Ｓ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
るL

ord T
urnbull 

卿
発
言
。

五
六



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
三
七
）

（
9
） 

英
国
の
金
融
監
督
手
法
（
Ａ
Ｒ
Ｒ
Ｏ
Ｗ
）
に
つ
き
、
注（
1
）拙
稿
・
前
掲
②
六
八
│
七
一
頁
。

（
10
） T

he F
C
A
 and P

R
A
 S

enior M
anegers and C

ertifi cation R
egim

e - T
he new

 landscape, A
llen &

 O
very L

L
P
 2014. 

（
11
） F

C
A
15/10, P

R
A
9/15

を
み
る
と
、H

ead of O
verseas B

ranch

（C
E
P

）
の
下
に
業
務
ラ
イ
ン
長
（
Ｏ
Ｂ
Ｓ
Ｍ
）、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

役
員
（M

L
R
O

、C
om

pliance O
ffi  cer

）
が
就
く
イ
メ
ー
ジ
と
な
る
。

（
12
） 

①
「
英
健
全
性
監
督
機
構
（
Ｐ
Ｒ
Ａ
）
お
よ
び
英
金
融
行
動
監
視
機
構
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
に
よ
る
市
中
協
議
文
書
「
銀
行
の
説
明
責
任
の
強
化
：
英

国
外
銀
支
店
に
係
る
規
制
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」
全
国
銀
行
協
会
（
二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
）、
②
「「
同
：
銀
行
の
役
職
員
個
人
に
対
す
る
規

制
の
枠
組
み
」
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
」（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
一
日
）。
③C

onsultation P
aper F

C
A
15/10, P

R
A
9/15 S

trengthening 

accountability in banking: U
K
 branches of foreign banks ‒ M

arch 2015. 

（
13
） R

egulatory E
nforcem

ent in the U
K
 gets tough on fi rm

s and senior individuals, alert, brow
nrudnick, F

ebruary 2014.

（
14
） F

C
A
 consultation on the use of dealing com

m
issions C

P
13/7 25 N

ovem
ber 2013, F

C
A
 F

inalised G
uidance 14/1: 

S
upervising retail investm

ent advice: inducem
ents and confl icts of interest 16 January 2014.

（
15
） F

C
A
 F

inal N
otices M

ichael C
onw

ay, A
ndrew

 P
ow

ell, M
artin G

w
ynn and D

aniel C
onw

ay 17 D
ecem

ber 2013, M
ark B

entley 

L
eek F

inal N
otice 18 O

ctober 2013, S
tephen H

erbert D
anner F

inal N
otice dated 4 M

arch 2013.

（
16
） 

“T
he buck stops w

here? R
egulatory A

ction against senior m
anagers post F

S
A
 v John P

ottage”

﹇2012

﹈8 JIB
F
L
 490.

（
17
） U

pper T
ribunal O

verturns U
K
 F

inancial S
ervices A

uthority F
ine and F

indings A
gainst a C

E
O
 and C

om
pliance O

ffi  cer, 

John P
ottage v. F

S
A

（F
S
/2010/0033

）, M
ay 4, 2012. 

F
S
A
 v U

B
S
: w

ill big fi nes change banks’ attitudes to risk m
anagem

ent?, H
annah L

am
ing and N

icholas Q
ueree, B

utterw
orths 

Journal of International B
anking and F

inancial L
aw

 January 2013.

（
18
） T

rouble at the T
op P

ersonal consequences for holders of S
ignifi cant Infl uence F

unctions

（S
IF

s

）from
 F

S
A
 investigation 

and enforcem
ent actions, S

ara G
eorge, 28 June 2012. 

（
19
） U

B
S
 banker John P

ottage w
ins appeal against F

S
A
 fi ne, B

y Jam
ie D

unkley, F
inancial S

ervices C
orrespondent, 23 A

pr 

五
七



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
三
八
）

2012.
（
20
） T

he expanding role of senior m
anagem

ent in m
anaging risk ‒ F

S
A
 m

isses its target but succeeds in establishing w
ide 

responsibilities, P
osted by N

athan W
illm

ott on 24.04.2012.

（
21
） T

he new
 accountability regim

e, K
ey things you should know

, D
ecem

ber 2014, N
orton R

ose F
ulbright.

（
22
） 

「
よ
り
良
い
コ
ー
ポ
レ
ー
ト･

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
め
ざ
し
て
【
主
要
論
点
の
中
間
整
理
】」
日
本
経
済
団
体
連
合
会
（
二
〇
〇
九
年
四
月
一
四
日
）

一
│
一
五
頁
。

（
23
） 

三
つ
の
防
衛
線
モ
デ
ル
に
つ
い
て
、
第
一
の
防
衛
線
は
業
務
管
理
、
第
二
の
防
衛
線
は
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
、
第
三

の
防
衛
線
は
内
部
監
査
と
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク
と
な
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
関
し
て
リ
ス
ク
・
マ
ト
リ
ッ
ク
ス
に
よ
る
リ
ス
ク
許
容

度
（risk tolelance

）
が
問
題
と
な
る
。
銀
行
経
営
・
監
督
の
現
場
で
リ
ス
ク
管
理
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
融
合
化
し
、
経
営
判
断
原
則
適
用
の

境
界
線
が
不
明
確
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
伝
統
的
な
Ｅ
Ｒ
Ｍ
重
視
も
背
景
に
あ
る
。
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
リ
ス
ク
選
好
度
（risk appetite

）

が
重
視
さ
れ
る
。
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
の
二
〇
一
一
年
一
二
月
市
中
協
議
文
書
「
銀
行
の
内
部
監
査
機
能
」
原
則
一
三
説
明
文
の
パ
ラ
グ
ラ

フ
五
五
参
照
。

（
24
） A

F
B
 S

enior M
anagem

ent R
egulatory U

pdate R
egistration: 19 M

arch 2015, A
ssociation of F

oreign B
anks. O

pening 

R
em

arks: K
irsti N

iinisalo - S
now

den C
hair, A

F
B
 L

egal &
 R

egulatory C
om

m
ittee H

ead of L
egal &

 C
om

pliance, N
ordea B

ank 

（L
ondon B

ranch

）. B
ovill, S

enior M
anagers R

egim
e ‒ O

n the hook and now
here to hide, 3 M

arch 2015. 

日
本
政
策
投
資
銀
行

L
ondon

現
地
法
人
（
欧
州
・
中
近
東
・
ア
フ
リ
カ
地
区
投
融
資
担
当
）D

B
J E

urope L
im

ited

（L
evel 20, 125 O

ld B
road S

treet L
ondon 

E
C
2N

 1A
R
, U

K

）
のH

ideyuki N
agahiro C

hief O
perating O

ffi  cer

（M
em

ber of the B
oard

）
に
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
調
査
を
行
っ
た

（
二
〇
一
五
年
四
月
二
三
日
於
東
京
）。
も
っ
と
も
内
容
も
含
め
全
て
筆
者
の
個
人
的
見
解
で
あ
り
、
文
責
は
筆
者
に
あ
る
。

（
25
） C

onsultative D
ocum

ent, S
ound P

ractices for the M
anagem

ent and S
upervision of O

perational R
isk, B

asel C
om

m
ittee on 

B
anking S

upervision, Issued for com
m
ent by 25 F

ebruary 2011, D
ecem

ber 2010, C
om

pany C
ulture Is P

art of Y
our B

usiness 

M
odel by Jim

 D
ougherty, T

he H
arvard B

usiness R
eview

, F
ebruary 13, 2014. 

企
業
文
化
は
金
融
機
関
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
・
リ
ス
ク

五
八



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
三
九
）

管
理
を
決
定
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
不
可
欠
な
要
素
で
、
事
前
の
検
討
が
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
と
な
る
。

（
26
） S

upervising international banks: the P
rudential R

egulation A
uthority’s approach to branch supervision, S

eptem
ber 2014.

（
27
） E

U
 prudential rules for banks, building societies and investm

ent fi rm
s ‒ C

apital R
equirem

ents D
irective IV

 

（C
R
D
 IV

） 

D
ecem

ber 2013. C
R
D
 IV

: updates for credit risk m
itigation, credit risk, governance and m

arket risk - C
P
12/14 M

arch 2015. 

B
asel C

om
m
ittee on B

anking S
upervision C

onsultative docum
ent G

uidelines, C
orporate governance principles for banks,  

O
ctober 2014.

（
28
） F

inancial R
eporting C

ouncil, T
he U

K
 C

orporate G
overnance C

ode 

（S
eptem

ber 2014

）. P
reface

に
お
い
て
もgroupthink

（
集

団
的
思
考
）
か
ら
生
じ
る
問
題
点
を
述
べ
て
い
る
。

（
29
） 

注（
1
）拙
稿
・
前
掲
③
三
五
│
一
四
〇
頁
。

（
30
） F

inancial C
onduct A

uthority H
andbook S

Y
S
C
 4.3A

 C
R
R
 fi rm

s.

（
31
） 

神
作
裕
之
「
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
の
法
制
的
検
討
―
比
較
法
制
の
観
点
か
ら
―
」『
第
四
八
回
比
較
法
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
稼
ぐ
力
を
高
め
る
た
め
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
攻
め
の
経
営
判
断
を
後
押
し
す
る
仕
組
み
）
―
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

を
中
心
に
』
東
京
大
学
（
二
〇
一
五
年
三
月
三
〇
日
）。S

eidl, D
., S

anderson, P
., &

 R
oberts, J.

（2009

）. A
pplying ”com

ply-or-explain”: 

P
erform

ance w
ith codes of corporate governance in the U

K
 and G

erm
any, C

entre for B
usiness R

esearch, U
niversity of 

C
am

bridge W
orking P

aper 389/2009.

（
32
） 

松
嶋
隆
弘
「
原
子
力
災
害
に
関
す
る
法
制
に
つ
い
て
の
一
考
察
│
「
原
子
力
災
害
」
に
関
す
る
ハ
ー
ド
・
ロ
ー
、
ソ
フ
ト
・
ロ
ー
、
ケ
ー
ス
・

ロ
ー
の
交
錯
を
中
心
に
│
」
日
本
法
学
『
山
川
一
陽
教
授
古
希
記
念
』
第
八
〇
巻
三
号
（
二
〇
一
五
年
一
月
）
三
六
一
│
四
〇
一
頁
。

（
33
） 

静
正
樹
発
言
「
変
革
の
時
を
迎
え
た
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
へ
の
対
応 

第
三
回
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
へ
の
対
応
」

森
・
濱
田
松
本
法
律
事
務
所
会
社
法
セ
ミ
ナ
ー
（
二
〇
一
五
年
三
月
二
四
日
）。
油
布
志
行
・
金
融
庁
総
務
企
画
局
企
業
開
示
課
長
「
コ
ー
ポ
―

レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド
に
つ
い
て
」
日
本
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
二
〇
一
五
年
四
月
八
日
）。

（
34
） 

川
島
い
づ
み
「
イ
ギ
リ
ス
会
社
法
に
お
け
る
取
締
役
の
注
意
義
務
」
比
較
法
学
四
一
巻
一
号
（
二
〇
〇
七
年
）
三
四
頁（
注
34
）。A

ndrew
 

五
九



日
本
法
学　

第
八
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
五
年
十
月
）

（
三
四
〇
）

H
icks, directors’ liability for m

anagem
ent errors,

（1994

）110 L
aw

 Q
uarterly R

eview
, at p.392.

（
35
） F

C
A
 C

P
15/5 P

R
A
 C

P
7/15, F

ebruary 2015, A
ppendices 2. A

ppendices 3.
（
36
） P

W
C

（P
ricew

aterhouseC
oopers

）“S
enior M

anager R
egim

e - S
trengthening accountability in banking and w

hat this w
ill 

m
ean for you 30 N

ovem
ber 2014”.

（
37
） 

梅
田
徹
『
外
国
公
務
員
贈
賄
防
止
体
制
の
研
究
』
麗
澤
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
一
年
）
一
一
四
│
一
七
〇
頁
。

（
38
） T

he F
C
A
 and P

R
A
 S

enior M
anegers and C

ertifi cation R
egim

e - T
he new

 landscape, A
llen &

O
very L

L
P
 2014. S

enior 

P
ersons R

egim
e im

plications for S
enior D

ecision - M
akers, G

rant T
hornton M

arch 2014. N
ew

 regulatory fram
ew

ork for 

fi nancial services individuals, A
shurst L

ondon A
ugst 2014. 

（
39
） A

 practical guide to the S
enior M

anagers and C
ertifi cation R

egim
e - O

ctober 2014, C
liff ord C

hance.

（
40
） 

拙
稿
「
銀
行
取
締
役
の
追
加
融
資
責
任
に
関
す
る
考
察
│
東
和
銀
行
損
害
賠
償
請
求
等
訴
訟
事
件
と
関
連
事
案
の
検
討
な
ら
び
に
米
国
の
比
較

法
的
研
究
を
通
じ
て
│
」
法
学
紀
要
第
五
四
号
（
二
〇
一
三
年
三
月
）
五
五
│
一
六
二
頁
。

（
41
） 

前
掲（
12
）②
。

（
42
） S

trengthening accountability in banking: a new
 regulatory fram

ew
ork for individuals ‒ F

eedback on F
C
A
 C

P
14/13/ P

R
A
 

C
P
14/14 and consultation on additional guidance, M

arch 2015. T
he joint P

R
A
 and F

C
A
 consultation on strengthening 

accountability in banking: a new
 regulatory fram

ew
ork for individuals - overhauling personal responsibility in the banking 

sector, A
ugust 2014. 

（
43
） 

拙
稿
「
金
融
危
機
後
の
国
際
金
融
法
制
の
展
望
と
新
た
な
統
合
的
リ
ス
ク
管
理
な
ら
び
に
ガ
バ
ナ
ン
ス
体
制
構
築
に
向
け
て
」
奥
島
孝
康
先
生

古
希
記
念
『
現
代
企
業
法
学
の
理
論
と
動
態
』
成
文
堂
（
二
〇
一
一
年
一
〇
月
）
六
九
三
│
七
六
〇
頁
。

（
44
） H

ansen. T
he D

uty of C
are, the B

usiness Judgm
ent R

ule, and the A
m
erican L

aw
 Institute C

orporate G
overnance P

roject, 

48 B
us L

aw
, 1355, 1375

（1993

）. A
m
erican L

aw
 Institute, P

riciples of C
orporate G

overnance: A
nalysis and R

ecom
endations, 

vol.1, at 145

（1994

）. 

経
営
判
断
法
則
に
は
大
胆
な
経
営
を
行
わ
せ
る
必
要
性
と
裁
判
所
の
能
力
の
問
題
が
背
景
に
あ
る
。S

chaeftler, T
he 

六
〇



英
国
金
融
法
制
とS

enior M
anagem

ent R
egim

e

（
藤
川
）

（
三
四
一
）

L
iabilities of offi  ce: Indem

inifi cation and Insurance of C
orporate O

ffi  cers and D
irectors 95

（1994

）. 

経
営
判
断
法
則
は
取
締
役
の
行

為
に
つ
い
て
の
吟
味
の
基
準
と
さ
れ
る
。
ア
イ
ゼ
ン
バ
ー
グ
教
授
は
行
為
者
が
い
か
に
行
動
す
べ
き
か
と
い
う
行
為
基
準
と
裁
判
所
が
損
害
賠
償
責

任
や
差
止
命
令
を
認
め
る
べ
き
か
の
判
断
時
の
行
為
者
の
吟
味
基
準
と
は
通
常
一
纏
め
に
さ
れ
る
が
、
会
社
法
の
世
界
で
は
異
な
る
も
の
と
論
じ
る
。

吟
味
基
準
に
の
み
依
拠
し
て
行
動
す
る
取
締
役
は
、
吟
味
基
準
が
不
適
用
と
な
り
行
為
基
準
下
で
責
任
を
課
せ
ら
れ
る
リ
ス
ク
に
曝
さ
れ
る
。

E
isenberg, T

he D
ivergence of S

tandards of C
onduct and S

tandards of R
eview

s In C
orporate L

aw
, 62 F

ordham
 L

. R
ev.437, 

438, 464

（1993
）. 
近
藤
光
男
『
経
営
判
断
と
取
締
役
の
責
任
│
「
経
営
判
断
の
法
則
」
適
用
の
検
討
」』
中
央
経
済
社
（
一
九
九
四
年
一
二
月
）

一
六
│
二
二
頁
、
同
「
取
締
役
の
責
任
と
そ
の
救
済
⑵
」
法
協
第
九
九
巻
第
七
号
（
一
九
八
二
年
）
一
〇
六
五
頁
。

（
45
） 

「
バ
ー
ゼ
ル
銀
行
監
督
委
員
会
に
よ
る
市
中
協
議
文
書
「
資
本
フ
ロ
ア
：
標
準
的
手
法
に
基
づ
く
枠
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
」
の
概
要
」
金
融
庁
／

日
本
銀
行
（
二
〇
一
五
年
一
月
）。

（
46
） S

tephen H
addrill

〔F
inancial R

eporting C
ouncil C

hief E
xecutive O

ffi  cer

〕, M
elanie M

cL
aren

〔F
R
C
 E

xecutive D
irector

〕

“D
evelopm

ents in U
K
 C

orporate G
overnance A

rrangem
ent under the U

K
 C

orporate S
tew

ardship C
ode 2012.” 

早
稲
田
大
学
産
業

経
営
研
究
所
（
二
〇
一
五
年
五
月
一
日
））。
Ｆ
Ｒ
Ｃ
の
優
先
的
課
題
（priorities

）、
国
際
的
相
互
作
用
（international interaction

）
等
を
掲

げ
る
。

（
47
） 

松
下
満
雄
・
渡
邉
泰
秀
編
『
ア
メ
リ
カ
独
占
禁
止
法
﹇
第
二
版
﹈』
東
京
大
学
出
版
会
（
二
〇
一
二
年
三
月
）
三
六
二
頁
。

（
48
） 

枦
山
茂
樹
「
条
約
の
自
動
執
行
性
と
権
力
分
立
論
」
熊
本
学
園
大
学
経
済
論
集
二
〇
巻
一
│
四
合
併
号
（
二
〇
一
四
年
三
月
）
四
一
│
五
八
頁
。

（
49
） 

日
本
大
学
商
事
法
研
究
会
「「『
商
法
（
運
送
・
海
商
関
係
）
等
の
改
正
に
関
す
る
中
間
試
案
』
に
関
す
る
意
見
募
集
」
に
対
す
る
意
見
」

（
二
〇
一
五
年
四
月
二
七
日
）
に
お
け
る
議
論
。

（
50
） 

英
国
で
は
ハ
ー
ド
ロ
ー
と
ソ
フ
ト
ロ
ー
の
協
働
と
も
い
う
べ
き
現
象
が
生
じ
て
い
る
。
松
嶋
隆
弘
「
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
諸
国
に
お
け
る
内
部
統

制
」
根
田
正
樹
・
菅
原
喜
与
志
・
松
嶋
隆
弘
編
『
内
部
統
制
の
理
論
と
実
践
』
財
経
詳
報
社
（
二
〇
〇
七
年
二
月
）
五
二
│
五
九
頁
。

﹇
本
稿
は
、
財
団
法
人
民
事
紛
争
処
理
研
究
基
金
の
研
究
助
成
金
を
利
用
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
﹈

六
一
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